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理学療法学科 夜 間 部

科 日 心理学 単位・時間数 1単位・ 15時間

担当講師 小野寺 哲夫 学 年 1年生

資格 神奈川県藤沢市教育委員会学し児校て童教、生育神徒課奈、所属学校訪問相談8年員)とし大て和4年市問、年文)科省認
定市スクールカウンセラーと 川保県護海者老、名市( 、 (3 、鎌倉

実績経験 (3年)の小中学校にて、 教員の相談、およびカウンセリン
公認心理師・臨床心理士 グ、管理職に対するコンサJレテーション等に従事してきた。 2020年には国家資格公

Ph. D 認心理師を取得。これらの実務経験を活かし、実例を交えながら講義を行う。

心理学は、全ての医療専門職の基礎となる学問のひとつである。心理学では、科学としての現代心理学が、

誕生以来乙の100学る年実一間方験、どのようなことを研究してきで、どんなことが明らかになってきたのかなどについ

位授置業づのけ
て、有名な心理 なども紹介しながら心理学の面白さや魅力が伝わるような解説を行う。また、この授
業は、講師アによ 通行的な講義だけでなく、できる限り貴重な映像を観たり、心理テストを行ったり、

お互いに ィスかションしたりしながら、アクティプラーニングの視点に立った参加型'<の予授定業でをあ展る開。してい
〈 また OT/PTO国家試験を見据えて高頻度で出題される分野を手厚く授業同

到達目標
PTの国家試験を見すえながら、心理学の基礎知識を理解する。心理学の全体像を理解し、さらに人間の発
達段階における特徴や人間理解の基礎的知識を習得する。

授業形態 講義・演習 遠隔授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 心理学研究法と歴史 心理学とは何か? 心理学研究法と心理学の4つのパラダイムについて

2回 知覚心理学① 精神物理学の基本と奥行き知覚、運動知覚、反転図形など

3回 知覚，心理学② ゲシュタルトの法則と注意のメカーズム、錯視図形など

4回 学習d心理学① 古典的条件づけ ワトソンの恐怖条件づけガルシアの味覚嫌悪学習

5回 学習心理学② オベフント条件づけ シェイピング強化の原理

6回 学習，心理学③ 社会的学習理論と行動療法 発達心理学(エリクソン、ビアジェ、ユング)

7回 記憶d心理学① 短期記憶(ワーキングメモリ)、長期記憶、展望記憶、プフイミング、忘却説

B回 記憶，心理学② 神経心理学における記憶過程(即時記憶、近時記憶、遠隔記憶、)、記憶障害

成績評価
期末レポート課題 (90%)、 毎回のミニレポート課題は、授業で学んだ内容につ

毎回のミニレポート課題 受講上のルール・留意点
いて、感想や自分の意見、質問等を比較的自由に書

(10%)で評価する。
いて提出する。 毎回の授業と試験において、教科
書は必ず使用する。

課題やレポートに関するフィードパック

原則としては、毎回のミニレポート課題についてのフィードバックは行われないが、必要に応じて行う場合もある。

書名 著書名 出版社名

教科書 PT・OTのための心理学テキスト 小野寺哲夫 リJFッAパシブン

参考書 はじめてまなぶ行動療法 三田村仰 金剛出版

オフィスアワー 「授業前後の休憩時間」



理学療法学科 夜間部

科 目 導入演習 単位・時間数 2単位・30時間

担当講師 高橋 豊 木下 修 土手 延恭 学 年 l年生 前期

資格

実績経験

出柿 実務経験動描10年現経介在験護非も老常踏人勤ま保えと値.し施て他設介峨・護積訪老・問人他リ保者ハ理とビ施由リ連設テで携ーの・シ臨協ョi{ ン デイケ7・デイ
介護福祉士としての ることの切さ、
サービスにて 。 床働交業す務を行っている。

また、他職種・他者との接し方など実務経験を活かし、 J実路例を えながら講大義を行
理学療法士 う。

マネー ・社会福祉士 手など)との かせな

ゅ品hEZ4豊明M-Fm智E5霊22回苦向3言誌語主Z主でEJ籍諒 詩仙 普taい。それジぞャーれ 等に向かつてみ仕を事方尊をしている.それ 門家が協

位授置業づのけ
倒することで きるため、お互いの仕事の進 などをる必要がある。

まずび自分、の を合開示し、相手の立場や思い 垂連す携る知態度を養う.前期から専門基
磁を学 問 、 意形成する過程を経てチームで することを学ぷ。また合意形
成したか ぶ。
見学実内容習に 場 学点法士がどのように働いているのか度意を識養できるように、様々なグループ

ワークを過して多角的な視点(他者の視)や思いがあるととに気づける態 う.

到達目標 l 提出期限プを苛り提出物を思提考出できる。
2. グJレー ワークを過して ・創造し、記述・口述できる。

授業形態 講義演習 対面授業
」

山市町山

回数 項目 講義内容

けi
体の使い方(1)

自尊心/時聞の使い方
体の使い方 (2) 

日i相自分を知知ること
自尊心・患者の時間・理学療法士の時間

手をること
自分の時間'スケジュール管理

日i考えをまとめること 自分を伝えること(自己紹介・ヒストリー憂茶羅)

(1 )学習の一手段
相手から聴き出すとと(病歴聴取)

日旦考えをまとめること マインドマップ①

8回
(2 )学習の一手段

マインドマップ②

日i考えをまとめること マインドマップ③

(3 )学習の一手段
マインドマップ④

rii 
思考の柔軟性を高めるこ スマホの使い方
と・視点在変えて捉える
こと 行動の分類・大切なものは何か

トiz 土木設計①
チームで協力する力

土木設計②

15回 まとめ 自尊心②/スケジュール管理/理学療法士の心構え

1 提出期限が苛Eれないと減点となる@

成績評価
レポート説題501

受講上回ルール留意点

2 グループワークす中心るに講義を行う.全メンバーがー
人一人の意見を碑III 態度を求める。

発表50% 3 それぞれの求尭表までの積極的なグループへの貢献、
積極的な発言を める。

課題やレポートに関するフィードバック

グループワーク中は、机問巡回中に行う。またリフレクションシートには、質問欄を設けているので、その記載に合わせ
てフィ-1"パックを行う。疑問・質問に関しては、メールで随時対応、時間外にも対応する.

教科書 配布資料

参考書

オフィスアワ 主主主主出湿国宣E i公亜III



理学療法学科 夜間部

科 目 人間関係学 単位・時間数 2単位・30時間

担当講師 阿部 靖・河漫宗知 学年 1年生前期

実績経験
資格

実務総経合デ験病イ院・抱形教外育科機クリニック・老健・訪問リ 経験21年年数理学療法士・作業療法士
ハ・ ケア・ 関

この授業では自身と他者との閃悟性を探求する。動社規会範人として医療人として理学療法土として医療福祉す現場で求広め
られる倫理感、コミュニケーションスキル、行 を理解し、説規範明できるようになることを目的と る.幅 い

授業の 分野で医療を実践するために、悩宜而について深く理解し、行動 を探求する。

位置づけ 1 状自身と他基者づの関係性について理解を深める。
2 況に くコミュニケーションについて理解を深める.

医療療人に求められる倫理観を他者との関係性田中から捉え、説明することができる。
到達目標 医 福祉現場で求求められる接過を理解し、実践することがで古る。

医療福祉現場で められるコミュニケーションを理解し、説明することができる。

授業形態 講義・演習・実習 併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 医療倫理 医療人の倫理観について

2回 医療倫理 CapbililYについて

3回 医療倫理 プロフヱッショナルとアンチプロフェッショナルについて

4回 医療倫理 プロフェッショナルとアンチプロフェッショナルについて

5回 医療接過 医療現場の接遇について

6回 医療接遇 福祉現場の接過について

7回 コミュニケーション コミュニケーションの内容

B回 コミュニケーション コミュニケーションの手法

9回 コミユーケーション コミュニケーション実習

10回 コミユーケーション コミュニケーション実習

11回 EBMとNBM 科学的根拠と感情商に基づく医療について

12回 EBMとNBM 科学的根拠と感情面に基づく医療について

13回 CUREとCARE 医療現場におけるCUREとCARE

14回 CUREとCARE 福祉現場におけるCUREとCARE

15回 まとめ まとめ

レポート課題100% 受講上のルール・留意点| 特になし。秘極的な発言を求めます.

E来担句。レボーートに闘すゐフィード"りヴ

フィードパックは個別または全体に実施します。

書名 著書名 出版社名

教科書

参考書

オフィスアワ メ ルでの連絡は随時
y-abe@nichireha.ac.jp 



理学療法学科夜間部

科 目 情 報科 学 単位・時間数 2単位・ 30時間

担当講師 篠田 良平 学 年 1年生 前期

資格 実務経験 28年

実績経験
理学療市法士として、回復期病院、総合病院、教育機関に常勤として勤務。非常勤と
して や区の心身隙害尖者福祉センター・適所センター・保健センターとクリニック

理学療法士 にて勤務歴があり、 務経験を活かし実例を交えながら講義を行う。

現代生活に於いて欠かせない事項となった情報操作について学ぶ。最もシンプルな情報の扱いとして聞き取
りやメモの取り方から始まり、パソコンを使用したオプフィス系プログラムの応用的な使い方を学習する。今

授業の
後の学生生活でレジュメやレポートの提出、グルー ワークの結果のプレゼンテーション等、頻繁にパソコ

位置づけ
ンを使用した課プ題リが要求されるのでよく使われる機能を覚える。
授業方法は、 ントとパワーポイントを用いた解グ説かプら始のまり、実際にパソコンを操作して課題を作成す
る。パワーポイントの課題で作成した資料を基に ルー メンバー相手に一人でプレゼンテーションを行
う。

0情報の概念を再考する。
到達目標 0今後必要なOfficeの使プ用方法を覚える。

0個別に複数人相手の レゼンテーションを体験する。

授業形態 講義・演習 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 情報の概念 情報の概念

2回 情報の概念 メモとまとめ

3回 情報の検索 ジャーナル・論文の検索

4回 ¥Vord授業 文書入力、記号入力

5回 Wordi寅習 文書要約とレイアウト

6回 Word演習 症例レポートの作成

7回 Excel授業 家屋図、家系図の作成

8回 Excel演習 時間割の作成

9回 Excel演習 時間割の作成

10回 Powerpoint授業 スライドによる表現方法、見やすい資料

II回 Powerpoint演習 発表課題の作成

12回 Powerpoint演習 プレゼンァーション(グループ)

13回 Officei寅習 症例情報レジュメの作成

14回 Off icei寅習 症例情報レジュメの作成

15困 画像処理 画像処理プログラムの使い方

授業中に作成した課題を 使用方法に慣れるため、基本的には自分のパソコン

成績評価
USBメモリに保存して提

受講上のルール・留意点
を持参。官indowsのOfficeプログラムを前提として

出 100%
授業を進める。類似ソフトやMAC系Officeでは機能
的に足りない場合や互換性に問題が生じる場合があ
る。

課題やレポートに関するフィードバック

演習中に各席を回りながら指導

書名 著書名 出版社名

教科書 無し

参考書 無し

オフィスアワー
担当授業の前後



理学療法学科 夜間部

キ4 目 基礎演習 単位・時間数 2単位・30時間

担当講師 高橋 豊 木下 修 土手 延恭 学 年 l年生 後期

資格
高橋 実デ務経験10年 介護老方E務福人.祉保現士健在と施非し設常て・勤の訪経と問験しリてもハビリテーショ2施ン設・でデのイ臨
ケア・ イサービスにて介の勤護大 介護老人保

実績経験 床業務を っている. 経験も踏まえ、他健職種・他者と
の連携・行協働すること 切さ、また、他職羽i・他者との按し方など実務

理学療法土 経験を活かし、実例を交えながら講義を行う。

学生は1年前く期から解次剖学・生理学 運動学といった専門基礎を学び、後期から検査測定法や運動療法
学を学んでい 。2年識 は、専門基礎知識を基盤に疾患学や他の検査測定法、疾患別理学療法を学んでい
〈。そのため専門知 の理解が必須である。

位授置業づのけ
この授業ではグループワークを過して専門基礎などの医学職用語や知識の理解をさらに深める.現在の臨

床現場グではチプーム医療・他職種辿携が必須であり、当然同 種とも辿携や報告・連絡・相談が必要であ
る。)レー メンパーを尊重しながら相手の意見の傾昭、自分の意見の伝達、共同作業などを演習し、必
須スキルを高めていく.

この授業の後半には学んだ検査測定法を用いて、一部理学療法実技を行う。前後にアルコール消毒や身
だしなみを整え、臨床現場に即した演習とする。

1. 2年次に学ぶ疾患学 治療学に繋がるよう解剖学・生理学・運動学の理解を深めることがで

到達目標
きる。
2 学んだ検査測定法を用いて治療演習を実施できる。
3 治療の効果について検査を行い、記録することができる。

授業形態 演習 対面授業

，~、~、."' ドー斗

回 数 項目 講義内容

1回 専門基礎(1) 専門基礎総復習

2回 専門基礎 (2) 解剖学Eグループワーク

3回 専門基礎 (3) 解剖学Eグループワーク

4回 専門基礎 (4) 解剖学Eグルプワク

5回 専門基礎 (5) 解剖学Eグルプワク

6回 専門基礎 (6) 解剖学Eグループワーク

7回 専門基礎(7) 生理学Eグループワーク

B回 専門基礎 (8) 生理学Eグルプワ ク

9回 専門基礎(9 ) 生理学Eグルプワ ク

10回 専門基礎(10) 生理学Eグループワーク

11回 人開発達学 人開発達学グループワーク

12回 機能解剖学 機能解剖学グ ル プ ワ ク

13回 検査測定法 ROM・四肢周径

14回 検査測定法 MMT 

15回 検査・運動療法 (4)検査・運動療法演習

L揮日リフレクションシートを記載、期限内に提
出すること。

2. ~足技でのは申動備きをやすするい服装 (基本は短パン、 T 
成績評価 授業内提出物 100%

受講上のルーJレ・留意 シャツ) こと。その際に臨床業務に
li. 影響のある身だしなみはしないこと(アクセサリ

を外す、長い監は束ねる等、その他必要に応じて
アルコール消毒するなど感染予防に努める乙
と)。

課題やレポートに関するフィードバック

実技演習に関しては、机間巡回中に行う。またリフレクションシートには、質問欄を設けているので、その
記載に合わせてフィードバックを行う。疑問・質問に関しては、メールで随時対応、時間外にも対応する。

書 名 著 書 名

教科書 解剖学・運動学の教科書

参考書 配布資料

高橋間修日[水曜日)メールでの連絡は阻時
V-Iakahashlan;chireha.ac.10 

オフィスアワー 木下研修日(火曜日) ※その他、理学療法評価のテキスト参照
土手萌修日(水曜日)メールでの連絡は阻時
n-dole由nlchlreha.ac.!p



理学療法学科 夜間部

科 目 保健体育 単位・時間数 2単位・ 30日寺問

担当講師小平健太郎 学年 1年生後期

資格

選手から一般の方 経験を に反映して展開する.保他医療(理学療
実績経験 法・作業療法、看 、融長、柔道整等)部門で生理 を担

運動と健康に関わへ謹る医ら現療講の、実運臨世義事的動書を課指検者実題導査施にに対して、 これまでトレーニングコ チとして運動

NSCA-CSCS， NSCA-CPT， 当している教員が 必須な講理生義療体機能の調檀節蝿椛について日常学生活揖業からの

体育学修士 祖点を例示しなが する.

運動の重要性は近年特に叫ばれているが、方法によっては逆効果にもなるリスクも潜んでいるため対説者
に合わせた適切な方法を経験問lだけでなく知見として習得していくことが専門職としても求められる.

位授置業づのけ また、自身の動作での課題の発見や適した改善を図ることは自身の健康を保つためにも必要である@

講義における基礎知識の習得だけでなく液習やグループディスカッションを通じて、多方面から運動や動
作について考える時聞を設ける.

①

②@g⑤田r体噛様t作覚が育々改なにい・苦i宙習を週場グの関じ起て合の辿方改の源す運苦法やる課の動、内た感容題コ覚めにンをデの、盟週ィ択手段を説明できる。
制限がある 動指導につい 験を過して説明できる.

到達目標 トレーニン ションを維持てす体る方法について説明できる
者スポーツ ついて理解する
スポーツに 説明できる

授業形態 講義演習 | 対面と遠隔の併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 運動のリスク① 運動にまつわるリスク・内科的疾患

2回 運動のリスク② 運動にまつわるリスク 外傷、障害

3回 動作改善演習① 柔軟性・可動性改善演習①

4回 動作改善演習② 柔軟性・可動性改善演習②.①を踏まえてのグループワーク

5回 障がい者スポーツ① 障がい者スポーツの歴史、競技の理解

6回 障がい者スポーツ② 障がい者スポーツの疑似体験

7回 動作改善演習③ トレーニングフォーム、動作改善演習①自体重での運動

B回 動作改善演習④ トレ一一ングフォーム、動作改善演習②①を踏まえてのグループワーク

9回 睡眠のメカニズム 睡眠のメカニズム、心身に与える影響

10回 唱好品の，'ji響 噌好品がもたらす影響

11回 コンディショーング① ウォーミングアップの作成

12回 コンディショニング② クールダウン、リカバリーの作成

13回 アンチ・ドーピング アンチ・ドーピングへの理解

14回 スポーツ全般 スポーツについて改めて考える:スポーツの位置づけ、捉え方

15回 総合演習 運動が身体にもたらす影響についてのまとめ

レポート試験 70臣、講
義内課題301の合計1001

講総義を踏まえて運動が身体にもたらす影響について
成績評価

で評価する。
受講上のJレーJレ 留意点 合的に考察したものを課題として出題すする。

授業時間数の3分の l 講義内では授業課題に沿った課題を出題 る.
以上欠席した者には単
位を与えない。

諜題やレポートに関するフィードパック

FBは全体に対して実施する

書名 著書名 出版社名

教科書

参考書

オフィスアワー 授章前後の休憩時間



理学療法学科夜間部

科 日 英語 単位・時間数 1単位・ 15時間

担当講師 黒木豊域 学 年 1年生後期

資格 米国ユタ州プロボ市ワサチ・メンタルヘルスセンターでのセラピストの経
実績経験 験をもとに、クライエントと英語での対話の訓練を行ないます。

グローバル化するわが国において、外国人観光客・在留外国人は年々瑠加傾向にある。とれに伴い、 PT・OTが外
国人患者への支援行う機会の摺大が見込まれている。この科目では、 PT・OTが、英接語にて患者に接し、医療用語

授業の を用いてリハビリ現ど場で会話ができるようになるととを目指す。すなわち、最初の 遇かプらはじまり、問診、説
位置づけ 明、や肢高位等の指示な の特定の状況における会話を英語でできるようになるために、ロール レイ演習を行う。中

学 学校教育の英語と異なり、会話する英語の習得を目標とし、毎回の授業は声を出して話すことに焦点が
当てられている.また、人体や施術に関わる英語の専門用語を習得することも目標としている。

l 人体に関してや一般的な医療用語の英単語を覚え活用することができる
到達目標 2 支援現場において用いる乙とのできるフレーズを活用できる

3 支援現場における英会話を構成し、活用できる.

授業形態 講義・演習 併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 I1 nt roduct Ion-問診
シラパスの説明、 ロールプレイ・笑顔と挨拶、痛む場所と程度

2回 問診3

3回 肢位設定

4回 評価 1・2

5回 評価3

6回 治療

7回 Long Play 

8回 試験

ロー}~プレイ 30 
単語テスト 25 

成績評価
定期試験

単語 25 
Long Play 20 

ロールプレイ 痛みの経過を聞いてみよう 単語テスト 1

ロールプレイ 基本的な肢位を指示してみよう 単語テスト 2

ロールプレイ パイタルサインを確認しよう 単語テスト 3

ロールプレイ 筋力を測定してみよう 単語テスト 4

ロールプレイ.ホームエクササイズの指導 単語テスト 5

試験のためのロールプレイの計画

単語試験 とLongPI ay試験

-英単語を覚える
受講上のルール・間意点 ・表情豊かに大きな声で発表する

総合 100%から学校の評価規

課題やレポートに関するフィードパック

ロールプレイは、ベアごとにの発表を評価票を用いて評価する。フィードバックは発表終了後に行なう.

書名 著書名

教科書 授業資料を配布

参考書 PT・OTが書いたリハビリテーション英会話 ニ木貴弘ほか

オフィスアワー 授業終了後

出版社名

MEDICAL 
VIEW 



理学療法学科 夜間部

科 目 解剖学 I 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 五十嵐 広明 学年 1年生 前期

資格 東東邦京大保部学健医学部教職員34年学年て解リも(そハ剖らの内専任講師27年学)部、医療専門大 ピリテーション 教授 (2'1') 

実績経験 医学 の教員として長 学教育義に携わって来た経験を年基に、単合にし解たい剖、顕
学用語を羅列し え う講ではなく、その用語の深い意味

間中等学学校校教教諭諭一級二級普普通通免免許許状状理理科科 用語鏡と用語の関て連覚性などを、独だ自に作成した講義資料、義自分で作成
微写真、多くの蔵書から選ん画像などを使用して講を行う.

神経組織梢の成り立ちを学、習脊した後、神経系がどのような過脊程髄で形成されるのか(発生)を習経得路す
る。末 から中枢(脳 髄)に、あるいは中枢(脳、 )から末梢に情末報を伝える神感 (伝

位授置業づのけ
導路 を念頭に置いて、脊髄から大神だ脳皮質に至る形で講義を進行させる。 梢から脳へ 覚を伝え
る代表的な感覚性性神神枢経路(上行性 経路)、伝えられた刺激に対神する脳の反応を末梢に伝立える運動
性神経路(下行 経路)を学ん 後、末梢が存神経である脳脊髄 経びと覚自律神経系の覚成り ちを習得
する。最後に、中に伝える感覚の受容器 在する皮膚、およ視器、平衡聴器の発生と構
造(っくり)および簡単な働きについて学習する。

神経)系を解構構成する神経組織、および神経系の発生を器理解(したうえで、神経衡系(党中枢神経構系、末(梢神
到達目標 経系の造(っくり)を理解する。さらに、感覚 皮膚、視覚器、平穂器)の造っく

り)を理する。

授業形態 講義 「対面授業」あるいは「対面と遠隔の併用授業」

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 解剖学総論 解剖学とは、解剖学の歴史、解剖学用語(人体の区分と名称)

2回 組織)織学総論(神経組 組織とは、神経細胞(ニューロン)、神経終末、シナプス、神経勝細胞(グリア)

3回 神経系総論 神経系の発生と区分、脳室、脈絡叢、灰白質、白質、核、神経節、髄膜

4回 神(経中程系各神論経系)1 脊髄、菱脳(髄脳) ・延髄

5回 有1(1結中枢果各判幅論約 2 菱脳(後脳) :橋、小脳

6回 事|(I経中系恒神告諭経系)3 中脳、前脳・問脳

7回 神(経中枢系神各経論系)4 前脳・終脳

8回 (中枢"、神経畑系の伝導路) 神経路(伝導路)の種類、上行性伝導路(体性感覚および深部感覚の伝導路)

9回 。(中杷布嗣経系の伝導路) 上行性伝導路(視覚の伝導路、聴覚の伝導路}、下行性伝導路(推体路系、錐体路系以外の伝噂路)

10回 神(経末梢系各神論経系)1 脳脊髄神経(脳神経)

11回 神(経末梢系神各論経系)2 脳脊髄神経(脊髄神経)

12回 神(経末系梢や各経論系)3 自律神経系(交感神経、副交感神経)

13回 感覚器l 皮膚

14回 感覚器2 視覚器[眼球、副眼器(眼険、結膜、限筋)1 

15回 感覚器3 平衡聴覚器(外耳、中耳、内耳)

全講義終評価了後すに筆(J記試験を実
施して る 00則。

成績評価 試験の問題形式は国家試験に 受講上のルール間意点
授業時間散の3分の1以上矢服した者には単位を与え

準拠した多肢選択問題 (A. ない

type， X2.type)とする。

課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出版社名

教科書 予教め配書付はす指定るプリントを使用して講義を行うので、特に
科 しない。

参考書

オフィスアワー 授業前後の休憩時間



理学療法学科 夜間部

科 目 解剖学E 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 五十嵐 広明 学 年 l年生 前期

資格 東邦大学医学部教員34年(その内専任講師27年)、
東京保健医療専門職大学リハビリテーション学部教俊 (2年基) 

実績経験
医学部の教員として長年解剖学教育に携わって来た経験を に、単に解剖
学用語を羅列して覚えてもらう講義ではなく、その用語の深い意味合い、

日中等学桂教諭=級普通免許状理科
用語と用語の関連性などを、独自に作成した講義資料、義自分をで作成した顕学校教諭ー紐普通免許状理科
微鏡写真、多くの蔵書から選んだ画像などを使用して講 行う.

人体にある器官は4種類の組織(上皮組織、支持組織、筋組織、神経組織)により構成される。そ

授業の
の組織のうち、支持組織に所属する軟骨組織と骨組織について初めに学ぶ。その上で、人体各部の
骨と関節の構造(っくり)を習得する。そして筋組織および筋の一般構造と分類を学び、人び体筋各部

位置づけ
(頭部、頭部、背部、胸部、腹部、上肢、下肢)に分布する筋群の構成と神経支配、およ 群を

構成する筋の作用を理解する。

運動器系を構成する骨格系に所属する人体各部の骨、およびその骨と骨とを連結する関節の構造

到達目標
(っくり)を理解する。その上で、同じ運動器系に所属する筋系の人体各部に分布する筋群の構

成、その筋群に所属する個々の筋の付着部位(起始、停止)およびその筋の作用と神経支配を理解
する。

授業形態 講義 「対面授業Jあるいは「対面と遠隔の併用授業」

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 組織学総論l 軟骨組織

2回 組織学総論2 骨組織

3回 骨・関節学各論l 骨・関節の構造と分類

4回 骨・関節学各論2 頭蓋骨とその連結、脊柱とその連絡

5回 骨・関節学各論3 胸郭とその連結、上肢骨とその連絡

日回 骨・関節学各論4 骨盤とその連結、下肢骨とその連結

7回 筋組織 筋組織(平滑筋、骨格筋、心筋)

8回 筋学総論・各論
筋学総論(骨格筋の構造、基本形態、起始・停止、分類および筋の補助装置
等)、筋学各論(頭部の筋)

日回 筋学各論l 頚部の筋、背部の筋

10回 筋学各論2 胸部の筋

11回 筋学各論3 腹部の筋

12回 筋学各論4 上肢の筋l

13回 筋学各論5 上肢の筋2

14回 筋学各論6 下肢の筋l

15回 筋学各論7 下肢の筋2

全講義終了後に筆記試験を実施
して評価する (100則。

成績評価
試験の問題形式は国家試験に準 受講上のJレール・留意点

授業時間数の3分の l以上欠席した者には単位を与え

拠した多肢選択問題 (A-type， ない

x2句pe)とする。

課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出版社名

教科書
予め配付するプリントを使用して講義を行うので、特に
教科書は指定しない。

参考書
標準理学療法学作業療法学専門基礎分野解剖学第8

野村蟻編 医学書院
版

オフィスアワー 授業前後の休憩時間



理学療法学科 夜間部

科目解剖l学班 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師五十嵐広明 学年 1年生後期

資格 E 邦京学列な大保部どし学健のてを教覚医医、学療専部教門員職3大長う4年学年講解義リ(そハ剖でのピ内リ専テ怪ー講シ師ョ2ン7年学)部教、授 (2年)
医 員として 学教育に携わって来た経を基に、単 学用語を

実績経験 高等学校教諭一級普通免許理中状科学理校 縮 えてもら はなく、その用語の深い験意味合い、用担に解L 剖ml語の関辿
科 性なを、組自に作成した鵡義資料、自分で作成した顕撒鏡写真、岨多ιく川の脱出から

教諭一級普通免許状 選んだ困融などを檀用して講義を行う。

単に器官の造形ん態だ(講とし名称を覚えるだけの解剖学に止まらないように、内臓および循環器系、 リンパ
位授置業づのけ 様器官の構 くみ) f: 関する少しレベルの高い(医学部の講義の内容に近い)知識を、器官

発生学を含 義を通じて習得する。

人体の内臓、すなわち消化器系、呼吸器系、泌尿器系、生殖器系、内分泌系を構成する各器官の
到達目標 構造(しくみ)、およびこれら器官の発生を理解する。そしてさらに、循環器系とリンパ様器官

に所属する器官の構造(しくみ)、およびこれらの発生を理解する。

授業形態 講義 I r対面授業」あるいは「対聞と遠隔の併用授業」

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 器消化官器の基系本構造 中空性器官と実質性器官、消化管(口腔)

2回 消化器系 l 消化管(咽頭、食道、胃)

3回 消化器系2 消化管(小腸、大腸)

4回 消化器系 3 消化線(肝臓、胆嚢、勝臓)、消化管と消化腺の発生、腹膜

5回 呼吸器系 1 鼻腔、喉頭、気管、気管支

6回 呼吸器系2 肺、胸膜、縦隔

7回 秘尿器系 l 腎臓

B回 泌尿器系2 腎臓、尿管、勝脱、尿道

9回 生殖器系 l 泌尿腺生殖尿器道球系の発)生、男性生殖器〔精巣、精巣上体、精管、付属線(精嚢、前
立 、 腺 、外生殖器〕

10回 生殖器系2 女性生殖器(卵巣、卵管、子宮、陸、外生殖器)

II回 内分泌系 1 内分泌器の発生、甲状腺、上皮小体

12回 内分泌系2 下垂体、視床下部、松果体、高IJ腎、勝島(ランゲルハンス島)

13回 循環器系 l I 血管系:A 総論、 血管の構各論成、 全身心の臓循環(含路む、中吻隔合形と成終)動脈、 血管壁の構
造、 B.trr.; 1 

14回 循環器系2 B.各論 2t肺管循系環 3.体循環 la.動脈系 b 静脈系、含む動脈・静脈の発生)
1I. リンノ

15回 織リンパ様器官・組 リンパ小節、肩桃、リンパ節、牌臓、胸腺

全講義終了後に筆記1I試Z試験)験. を
実施して評価する 00 

成績評価
試験の問題形式は国家

畳講上のルール・伺意点、
授業時間数の3分の 1以上欠席した者には単位を与え

に準拠した多肢選択問題 ない
(A-type. X2-type)とす

る。

課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出版社名

教科書 予め教科配付書すは指る定プリントを使用して講義を行うので、特
に しない。

参考書 日本人体解剖学(下巻)第20版 金子丑之助原著 南山堂

オフィスアワー 授業前桂の休憩時間



理学療法学科 夜間

科 目 機能解剖学| 単位・時間数 1単位・ 3 0時間

担当講師 鈴木 章規 品ザー 年 1年生 前期

資格 理学樺法士として病院lこ5年.訪問看ポ護ス法テーMシTAョ等ンのlこ治7年程技度術勤務勉してきました: I 
実績経験

その中でMovementsc i ence.聞S. イ夕、 療 を強し来ました.

講経義験ではその
理学療法士 を活かし実技を交えながら筋触察の講義を行います.

学将在来、、理学療法士として働くうえで、筋骨格を理解する必要性は極めて高いです.2次元でとらえがちな解剖

位授置業づのけ
骨指標吾基1~3次元で捉え、実際に確認していきます.主に体表解剖および筋の起始停止・走行をマーキン

グして
確義認する.
構は2-3人一組で実技を行う。

-講義を通して筋肉の起始・停止を理解できるようにする.その中で3次元的に筋肉がどのように走向し
到達目標 ている

かを学んでいく.

授業形態 講義・実習

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 総論 触察の方法と注意

2回 肩甲骨の講積 屑甲骨の触察とマーキング

3回 骨盤町講義 骨盤の触察とマーキング

4回 小円筋轄下筋の講義 小円筋 椋下筋の触察とマーキング

5回 大円筋・広背筋の講義 大円筋・広背筋の触祭とマーキング

E回 聾形筋・肩甲挙筋の講義 菱形筋・肩甲挙筋の触察とマーキング

7回 {置帽筋の講義・漬習 僧帽筋の触祭とマーキング

B回 大胸筋小腕筋の講義 大胸筋・小胸筋の触察とマーキング

9回 腰方形筋・大瞳筋の鴇穂 腰方形筋・大腰筋の触察とマーキング

1日田 大殿筋 中殿筋の講義 大殿筋・中殿筋の触察とマーキング

11回
|裂状踊・1司筋の講 梨状筋・大腿ー頭筋の触察とマーキング

12回 半腿目半膜様筋の講義 半由連様筋・半膜様筋の触察とマーキング

13国 大腿前面筋の講義 大腿直筋・大腿筋膜猿筋・縫工筋の触察とマーキング

14回 大腿内側筋の諸積 長内転筋・薄筋の触察とマーキング

15回 肩甲骨11冒・実技試験 肩甲骨の実技試験

-講義時間数の1/3以上欠席した者には単位を与えな
L、

成績 -稀デ義ニはジャージ等の動きや加すい服装で減出席点する.
筆記試験60%、実技試験40% 受講土のJレーJレ・留意点 ム、チ輪ノパン等で書 した場合は とする.

評価 また.指、ピアス、時計等の77セサり をつけ
て

いた場合も減点とする(結婚指輪は良い)。

課題やレポートに関するフィードパッヲ

フィードパックは全体に実施する。

書名 著書名 出版社名

教科書

参考書

オフィスアワー 授業前後の休憩時間



理学療法学科 夜間

科 目 機能解剖学 H 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 鈴木 章規 学 年 1年生 後期

資格
理学極;去士として病院に5年、凶技訪Eを問、交看ポえ護イなスタt法テー、3筋Mシ触TAョ等察ンののlこ;講台7年揮義程技在術行度勤務してきました.実績経験 その中でMovementscien目、 を勉強すし来ました。

理学療法士
講義ではその経験を活かし実 がら いま.

-将来カf、理学療法士として働くうえで.筋骨格を理解する必要性は極めて高いです.機能解剖学1では2次元でと
らえ

位復置業づのけ
ちな解剖学を、骨指標を基に3次元で捉え、実際に確認していきました.機能解剖学2ではそれを基に理学療法

士とし
て必義要はな検査と解釈を学んでいきます.
講 2-3人一組で実技苦行う.

到達目標
講影義を通して3次元的に筋肉がどのように走向し動くかを学んでいく.また、その動吉が身体運動にどう

響するかを学ぶ.

授業形態 講義・実習

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 よ肢帯筋の演習 上肢帯筋の触察とマーキング

2回 下肢帯筋の演習 下肢帯筋の触察とマーキング

3困 姿艶の講義国演習 姿勢の観察と検査

4回 動作の講義・演習 動作の観察と検査

56 回回 下肢帯検査の講義演習 下肢帯の観察と検査

K 回回 上肢帯検査の講義・演習 上肢帯の観察と検査

190 回回 体幹の講義・潰習 体幹の観察と検査

11回 寝返りの講班・演習 寝返りの観察と検査

12回 起きよりの講義・潰習 起き上がりの観察と検査

13回 起立の講義・潰習 起立の観察と検査

14回 着座の講纏演習 着座の観察と検査

15回 実技試験 実技試験

講義時間数の1/3以上欠席した者には単位を与えな

成績
筆記試験60%、実技試験40% 受講上のルール・留意書

-構義はジャージ等の動きやすい服装で出席する
評価 デヱム、チノパン等で書加した場合は減点とする.

また、指場輪合、 ピアス、時計(等結婚の指アクセサリーをつけ
ていた も減点とする 輸は良い). 

課題やレポートに関するフィードパッ?

フィードパックは全体に実施する.

書名 著書名 出版社名

教科書

参考書

オフィスアワー 授業前後の休憩時間



理学療法学科 夜間部

科 目 生理学 I 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 村上 卓也 学 年 1年生 前期

資格
理学療法士・認定理学療法士(代謝) 日本結尿病療韮指導土

実績経験
透析病院に所属する理学療法士として長年措療にかかわってきた経験を活かし、
実例を交えながら講義を行う.

医療従事者どとなる上で生理学は解剖学と並び必須な知識となります。身体の中の正常な働きを知っている
授業の ことで、 この何密がどの程度異常になっているかがわかり、そして体内の諸器官は単独で働いているわけ

位置づけ ではなく相互に 接に関連して働いていることを全体として理解できることが必要になってきます。
これらの内容について出来る限り分かりやすく説明していきます。

到達目標
生命液維、持環に必器要な恒常性維持機能について説明できる。
血 循 系、呼吸器系、消化鵠系、腎臓など各器官系の生理機能、代謝などについて説明できる。

講義
授業形態 対商授業を基本とするが、社会的状況を鑑

み適宜対応する。

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 生理学とは 恒常性(ホメオスタシス)、細胞生理について

2回 細胞 細胞肢と物質輸送、細胞肢の興奮について

3回 体液と血液 体液区分と組成、血液成分について

4回 血液と免疫 白血球・血小板の役割などについて

5回 循環 1 心臓の構造、刺激伝噂系について

6回 循環2 心電図・心音について

7回 循環3 血管の構造・機能について

B回 呼吸 1 呼吸器系の構造、メカニズムについて

9回 呼吸2 ガス交換・運搬、呼吸の調節について

10回 消化器系 l 消化吸収器官の構造・経路・働き、胃・小腸・大腸について

11回 消化器系 2 肝臓・胆嚢・勝臓の役割について

12回 栄養と代謝 1 栄養素、代謝、体温について

13回 栄養と代謝2 基礎代謝・エネルギー代謝・糖質代謝について

14回 排池 1 泌尿器の構造と機能について

15回 排itlt2 再吸収と分泌、尿生成、腎臓リハビリテーションについて

受講上のJVル留意|学期末に試験を行います・

課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出版社名

教科書 生理学テキスト第8版 大地陸男 文光堂

参考書 都度鮒介します

オフィスアワー 持業前後回体問時間



理学療法学科 夜間部

科 目 生理学E 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 村上卓也 学 年 l年生 後期

資格 理学療法土・認定理学療法士(代謝) ・日本糖尿病療養指導士
実績経験

透析病院に所属する理学療法土として長年治療にかかわってきた経験
を活かし、実例を交えながら講義を行う.

医療従事者となる上で生理学は解剖学と並'1J必須な知識となります。身体の中の正常な働きを知っ

位授置業づのけ
ていることで、どこの何がどの程度異常になっているかがわかり、そして体内の諸器官は単独で働
いているわすけではなく相互に密接に関連して働いていることを全体として理解できることが必要に
なってきま 。
これらの内容について出来る限り分かりやすく説明していきます。

到達目標
生命維持に必要な恒常性維持機能判lについて説明できる.
内分植、菜、生殖・辿伝、筋系、 経系、感覚器系など各器官系の生理!機能について説明できる。

講義
授業形態 対面授業を基本とするが、社会的状況を鏡

み適宜対応する。

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 内分泌系 l 内分泌腺、下垂体について

2回 内分泌系2 甲状腺、副甲状腺、副腎について

3回 内分泌系3 勝臓、性腺について

4回 生殖・遺伝 生殖、遺伝について

5回 筋系 1 骨格筋の構造、筋線維について

6回 筋系2 筋収縮について

7回 神経系 l 神経、シナプスについて

B回 神経系2 末梢神経について

9回 神経系3 自律神経について

10回 神経系4 中枢神経系、大脳について

11回 神経系5 脳波、睡眠、 学習、記憶、問脳について

12回 神経系6 脳幹、小脳、脊髄、脊髄反射について

13回 神経系7 下行性伝導路、上行性伝導路について

14回 感覚器系 l 感覚の概要、皮膚感覚、深部感覚、痛覚、内臓感覚について

15回 感覚器系2 嘆覚、視覚、聴覚、平衡感覚、味覚について

畳講上のルール・情意点|学期末に試験を行います。

i-施する

課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出版社名

教科書 生理学テキスト 第E版 大地陸男

参考脊 都度紹介します

オフィスアワー 時業前後由位問時間



理学療法学科 夜間部

科 目 生理学E 単位・時間数 l単位・ 30日寺問

担当講師 小平健太郎 学 年 1年生 後期

資格
運動と健康に関わる現実的課題導査経、に対験輔条をして講理義療、これまでトレーニングコーチとして運動
選手から一般法の看方への運動指 に反映して展開する。保健医療(理学討を

実績経験 tJi・作業療 、 雄、臨書検 、柔道整復等)部門で生理学授業を担
NSCA-CSCS， NSCA-CPT. 当している教員が医ら講療従義事を者実施に必須な生体機能の調節機構について日常生活からの

体育学修士 視点を例示しなが する。

少子高齢化、健康長寿は今後ますます重要になる課題である。運動が身体にもたらす好影響は挙げられている
が、適切なものでなくては逆効果にもなってしまうリスクも持っている。運動時の反応や調節作用を理解する

授業の ことで適切に週間Jを活用することができる。生理学I、Eの内容をベースに運動時にみられる調節反応を説明

位置づけ し、演習や動画教材も活用して解説する。

講義ならびに、演習・グループワークを併用して実施する。

⑤⑦①③原筋筋目収縮に伴うエネルギー代謝を説明できる、~運動発、④育に伴発運達動う呼吸循穣系の適応を説明できる

到達目標 力発揮に影響を与える要因について、説き⑥明るできる 刺激に応じた内分泌調節を説明できる
境的が運動に与える影響を説明できる 運動と発 、加齢老化について説明できる

に応じた運動処方の概要を説明で

授業形態 講義・演習 対面と遠隔の併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 運動の必要性、体力 運動に求められているもの、体力要素の分類

2回 エネルギー供給系① 筋収縮とエネルギー供給経路

3回 エネルギー供給系② エネルギー基質の回復、運動と栄養

4回 運動と呼吸循環系 運動に伴う呼吸循環系の調節・適応

5回 運動処方① 呼吸循環、エネルギー代謝からの運動処方

6回 運動と筋力① 筋力発揮に影響を与える要因

7回 運動と筋力② 運動単位、反射、脳の運動調節

8回 運動と内分泌① 運動刺激と内分泌応答

9回 運動と内分泌② 内分泌と糖代謝

10回 運動処方② 筋力トレーニングの運動処方

11回 運動と環境 高地、水中、暑熱・寒冷環境への応答

12回 運動と発育発達 発育・発達に伴う運動機能の変化

13回 運動と加齢老化 加齢・老化に伴う運動機能の変化

14回 運動処方③ 目的、対象に合わせた運動処方の立案、評価

15回 運動生理学総論 これまでの講義を踏まえての総合考察

試験 8路、講義内小テストl日

成績
の合計100%で評価する。 試験、小テストともに記述式・選択式の併用で基本事

評価 授業た者時間散は単の3分の l以上矢席
受講上の)v-)レ・間意点 項を踏まえたものを出題する。小テストは5回実施す

し に 位を与えない。
る。

課題やレポートに関するフィードパック

FBは全体に対して実施する

書名 著書名 出版社名|

教科書 入門運動生理学第4版 勝目茂編著 杏林書院

参考書

オフィス7ワー 授業前後の休憩時間



理学療法学科 夜間部

科 目 生理学実習 単位・時間数 1単位・ 30日寺問

担当講師 飯村 佳織 学 年 1年生 後期

資格 生理学の研究者(専門家)としての経験と、教育機機能関における非常勤
実績経験 講師としての経験を活かし、ヒトに備わった生理 について理解が

はり師、きゅう師 深まるよう実習を行います。

生理学皮実膚す習はグループ学習が基本となります。ヒトの生理機能の基本となる、血圧や心拍、心電
図、 感覚、筋電図について、安静時の状態や、どのような状 (刺激 によりどのような変

位授置業づのけ
動ど示 のかを実際に自身の体で測定してもらい、さらにグルー況プ内で比)較することで個体差に
ついても観察しますポ。測定機器の操作を習得することや生理機能の変化を体だ験すること、さらに
実施した内容をレ ートとして文章と図でまとめるととで、生理学で学ん 内容の理解をより深
めることが本実習の目的です。

到達目標 人体の生理機能についての理解を深める

授業形態 対商授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 実習の一般的解説 生理学実習における注意事項、授業の進め方の解説

2回 実習①~③の解説 実習内容の予習

け量 ①血圧と心拍数 1 血圧と心拍を測定し、安静時および体位変換の影響を理解する

56 回回 ②血圧と心拍数-2 血圧と心拍を測定し、運動負荷と寒冷負荷の影響を理解する

78 回回 ③心電図 心電図を記録し、深呼吸や精神負荷の影響を理解する

9回
実習内容のまとめ文 実習内容をまとめる、または、グループで実習①~③についてプレゼンテー

は発表会 ションを実施する(社会状況により変更有)

10回 実習④，⑤の解説 実習内容の予習

l1 2l 回回 ④皮膚感覚 各皮脂部位冷による感覚点の測定ぽすを影実施し、皮膚部位による感覚点の分布の
違いや、 却が皮膚感覚に及 響を理解する

11 43 回回
⑤随意運動と表面筋

筋電図を記録し、安静時や運動時の屈筋と伸筋の働きを理解する
電図

15回 生理学の講会義
又は発表

グループで有実施した実習内容についてプレゼンテーションを実施する(社会状
況により変更 )または、生理学の最新の知見について講義する。

-各実表習会レポート 90% 
毎実習ごとに各自レポートを作成し、次週の授業

成績評価 発や 受講上のルール留意点
開始時に提出していただきます。また、授業時間

その他の提出物 10% 数の3分の 1以上欠席した者には単位を与えるこ
とはできません。

課題やレポートに関するフィードパック

FBは講義内で全体に実施します。

書名 著書名 出版社名

教科書 生理学実習NAVI 第2版 大橋敦子 芭歯版藻出

参考書 生理学第3版 内田さえ・原因玲子ほか 版

オフィスアワー 授業前後の休憩時間



理学療法学科夜間部

科 目 運動学 I 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 鈴 木雅 男、 土手 延恭 学年 1年生 前期

資格
実理て務学市経験 36年

実績経験 療法士として、 般病介院、総老合人病保世院施、教設育蝿闘問業に常勤として勤務.非常勤勤とし
匹急の保性鎚期センタ一、 誕 、訪 リハビリテーションにて 務歴

理学療法士 があり、 から維持期にかけての経験から授 を行う.

理学療法士には、患者の身を体把司機直能や運動能力を評価しアプローチしてい〈ことが求められる。したがって日常
生活での人の基本的な運動 し、患者の動作関上節の問動題点を分肉析できることが必要とされる。その分析ために
は、基本的な運動の要素と身を体作運り動の基となる関肉 連 や、節 目作用を理解作しなければならない。この授業で
は、関節運動の特徴と運動 出している筋の作用を中心に学習し、動分析の基礎を身につける事を目的

位授置業づのけ
とする.

以下の内容を理解基す礎る.
l 力学肢的な
2 上 の関節節運動と筋筋の作作用
3 体幹の開運動との用

I 身酎事理劫醐よよよ操初碍ぴZ像Z!商と体体純左側が言うことができる2 の てこの を明できる。

到達目標
3 上肢お 幹幹幹の関特節徴の構説造と種類、運動とその特徴を言うことができる。
4 上肢お の運動にたする筋の作用を言うことができる。
5.上肢お の個々の筋の作用を言うことができる。
6 手の仲 を説明することができる。

授業形態 講義・演習 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 生体力学の基礎 身体各部の名称‘骨の名称

2回 生体力学の基礎 身体運動の面と軸、運動法則、身体とてこ

3回 関節運動と筋活動の基礎 関節の種類と運動軸、筋収縮の種類

4回 上肢帯と肩関節の運動 上肢帯の構造と種類、運動

5回 上肢千fiと肩関節の運動 上肢帯の筋と作用

6回 肩関節の運動 肩関節の構造と種類、運動

7回 肩関節の運動 肩関節の筋と作用

B回 肘関節と前腕白運動 関節の構造と種類、肘関節と前腕の運動

日田 肘関節と前腕の運動 肘関節・前腕の筋と作用

10回 手関節と手の運動 手関節および手の関節の構造と種類、手関節と手の運動

II回 手関節と手の運動 腿鞘、指の運動と指背臆膜、手関節の筋と作用

12回 手関節と手の運動 手の筋と作用、手のアーチ、手の把持動作、手の変形

13回 頚椎の運動 椎骨の構造、椎骨の運動、椎問円盤、頚椎の運動と筋の作用

14回 胸郭の運動 胸郭の構造、呼吸運動と筋の作用

15回 腰椎の運動 腰椎の構造、腰椎の運動と筋の作用

定期試験。筆記試験100%
受講上のルール・留意点|野士号担諸説意義肢ZZ?。

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは全体に行う。

書名 著書名 出版社名

教科書 基礎運動学 中村隆一、斎藤宏 医版歯株車式5会出

参考書 カパンディ 関節の生理学 A. LA印刷Dl1
医歯茶出
版株式会

オフィスアワー 担当授業前後、教員室にて



理学療法学科夜間部

科 目 運動学E 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 鈴木雅男、土手延恭 学年 l年生前期

資格 実理てが務学市あ療経り法験、区士急の 初年実績経験 として、一般荊介院に諮、か老総け合人て病院、教育機関に常勤として出荷.非常勤とし
保健センター、 保健施設、訪問リハビリテーションにて助措歴

理学療法士 性期から維持期 の経験から控業を行う.

理学療法士には、 患者の身体機能や運動能力を評価しアプロー分肉に析学チの習でし芋ていくこがとしなカ必ち要けRれめと礎ばさらなれれをる。 したがって日常生活での人の基本的な運動を把握し.患者の動作上の問題 きるとと る。そ¢分析ために
は、基本的な運動の要書と身体運動の基となる節運動や 用を理 らない.乙の授業で
は、関節運動の特融と運動を作り出している筋関肉の作用在点、中筋心を し、動解作分析の基 を身につける事を目的

位授置業づのけ とする。

以下の歩下姿内肢行容勢を理解する。1. の関節運動と筋
2 
3 

2 上肢およ の運動にたする筋の作用が言うことができる。
3.上肢およ の個々の筋の作用が言うことができる。
4.基本的な その名称が言うことができる。

l 上肢およ姿びびびと体体体勢重幹幹幹心との関節の構造と種類、運動とその特徴を言うことができる。

到達目標 5 身体重心 線、筋活動が説明できる。
6.姿勢制御と反射・反応、戦略について説明できる。
7.歩行周期について用語を用いて説明できる。
B 歩行メカニズムを理解し、身体運動について説明で吉る。
9.歩行時の筋活動やロッカーファンヲションについて説明できる。

授業形態 講義演習 | 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 股関節の運動 骨盤と股関節の構造と種類、靭帯と作用

2回 股関節の運動 股関節の運動と筋の作用

3回 股関節の運動 股関節の安定性、片脚立位時の股関節の力学的特性

4回 膝関節の運動 膝関節の構想と種類、靭帯と作用、半月の作用、膝蓋骨の作用

5回 膝関節の運動 膝関節運動と筋の作用

6回 足関節と足の運動 足関節および足の関節の構造と種類、足関節と足の運動

7回 足関節と足の運動 足関節の筋と作用

B回 足関節と足の運動 足のアーチと機能、足の変形

9回 姿勢 姿勢の種類、名称、姿勢の安定条件

10回 姿勢 身体重心、重心線、立位時の筋活動

11回 姿勢 姿勢制御、反射・反応、戦略

12回 歩行 歩行周期、従来の用語・新しい用語

13回 歩行 歩行のメカニズム、身体の動き

14回 歩行 歩行時の筋活動、ロッカーファンクション

15回 まとめ 復習

定期試験筆記試験100%I畳誠上のルール・時点|授業中偶蹄謹んで授業に集中する。
l グループワーク課題は積極的に行う。

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは全体に行う.

カパンディ 関節目生理学

担当授業前後、教員室にて



理学療法学科夜間部

科 目 人開発達学 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 黒木光 学 年 1年生後期

資格
実理放え務学課な経療控が験法デら士イ講 20年実績経験 として機、総関合に病て秘院・盤的]に形外治科療クリニック・者世経訪験問リハ・デ、イ実ケ7・

-教育 園 を行ってきた実務 を活かし 倒を交
理学療法士 昨識を行う.

この授業でや観ははを行実人察講動聞践力義の一生涯における発達を、 身体世的目精神的・社実て解会践す的説な視点からその特代徴を説明し、 自身や

位授置業づのけ
他人の思考 を通して理解プを深める。幅広し3 代で医療を るために、各年 での機能学の特び徴なを理
解し、行動 するためのロフエ術ツショナルな視点につい する。乳児の運動・行動を が
ら、人方聞の を高時、専門的な技の基礎を作るe

授 業 法 が80%. 損習が20~犯である。

到達目標 乳児の反・反応の宜 し、説するととができる。
人聞幼の発達の年射代ごとの特徴殺幼児をを理幅期解広のい視点から捉え、説明することができる。

運動発期達の変化が著しい乳 運動発明遣を理解し、説明することができる。

授業形掻 講義・波習 併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 発達の概念 発達期の区分、発育曲線、発達の原則、運動発達

2回 発達理論 発達理論(エリクソン、ピアジヱ、フロイト、その他)

3回 胎児・新生児期 胎児・新生児の発達、評価

4回 乳児期 発達、反射・反応、発達の評価

5回 幼児期 発達、反射・反応、社会的な発達

6回 運動発達 。-3か月までの運動発達について

7回 運動発達 4-6か月までの運動発達について

B回 運動発達 7-9か月までの運動発達について

日回 運動発達 10-18か月までの運動発達について

10回 学童期の発達 親から友人へ、学校生活への移行

11回 青年期の発達 第一次性徴、脳の発達と行動

12回 成人期の発達 生活の変化、ストレス、メタポリツクシンドローム

13回 老年期の発達 老化による機能低下、生きがい

14回 感覚系の発達 感覚系・育語・生活動作

15回 運動系の発達 乳幼児期の運動発達のまとめ

定期試験筆記試験60児
小テポスト 35児

授演T前シ業習まャででツ(実はに)毎提技の)回出出課すで備題はるを動をこす出きとる。やしこすまとすい。ので、 必ず次湖町授業成績評価 レート課題 10% 受講上のル Jレ
授業ず府時間数の3分の1以上 留意点 服装(基本は短パン、
欠 した者は試験は受験さ
せ 、単位を与えない

課題やレポートに関するフィードパック

毎回、授業の疑問点について、確認シートを作成する。それに対するフィードパック (FBlを毎回おこなう。

書名 著書名 出版社名

教科書 イラストでわかる人開発達学 上杉雅之 医歯捺

参考書

オフィスアワー メールでの連絡は随時
h-kuroki自nichireha.ac;0 



リハビリテーション医学概論 I

草野修輔、工藤征四郎、佐々木和裕
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学年 l年、前期

リハビリテーション医学概論に関する基本的知識を習得する。

リハビリテーション医学基礎知識とリハビリテーション発展の歴史・現状・課題並びにリハ
ビリテーション主要分野の概要等について知識の修得。更には、リハビリテーションと深い
関連を有する福祉・医療・保健等について知識の修得。

リハビリテ五治う更すいう用語の意|中世及び近世ヨーロツパと現代の 1)J¥ l:eリテーシヨンとい
i う用語の意味の違い

l回
I@リハビリテーションの定義に関する||国連・障害者世界行動計聞による定義
こと及びリハビリテーションの主要分

野(5分野)の各定義 我が国ビにおけるリハビリァーション理念
リハ リテーション主要分野 (5分野)の各定義

リハビリァーションの国際的発展過程

世界の川リテールの歴史的[我が国におけるリハビリ 7 ションの発展
3回 |変遷

る専門職の養成

乙」
佐々木

4 回~I 現代におけるリハビリテーシヨン
6回 ニーズ

リハビリテーション

インフォームドコンセント・ EBM(根拠に基づく医療)
医療チーム・クリニカルパス・医療安全

個人情報保護法

ユニバーサルデザイン
医学的リハビリを巡る過去・現在、医学的リハビリの課程
と現実

医学的リハビリテーション

職業的リハビリテーション

社会的リハビリテーション

教育的リハビリテーション

理学療法土や作業療法士の名簿・登録と秘密保持義務、理
学療法士・作業療法土の名称の使用制限等定義免許及び免
許欠格事由
理学療法土・作業療法士の免許申請・名簿の登録、名簿の
訂正、登録の削除、免許返納等

運動障害、感覚障害、高次脳機能障害、その他

脳血管障害・脊髄損傷・心臓疾患等

学生にリハビリの課題を与え学習結果

9回
医療従事者として特に留意すべきこ
と及び我が国の医学的リハビリテー
ションの課題と現実

工藤

10回~I リハビリテーションの主要分野とそ
11回|のサービス体系

12回

①理学療法士及び作業療法士法の概
要
②理学療法士及び作業療法土法施行
の概要

佐々木

13回

14回
草野

筆記試験による

オフィスアワー | 授業前後の休憩時間

教科書 リハビリテーション概論(手作り最新版)・・・授業中に配布



理学療法学科 夜 間 部

科 日 理学療法概論 I 単位・時間数 2単位・30時間

担当講師 阿部 靖・他 学年 1年生前期

実績経験
資格

総合病院・盟理デ外イ科ケ実クア務リ・経ニ教験ッ育ク機・関老健・訪問リハ・ I 経験21年年数理学療法士

位授置業づのけ

この基授け業礎るでは理学療法業求を実務め、理学療法士の役割を理解し、説明できるようになることを目的とする.医療田福祉分野
にお 理学築療法業務 施するために、様々なの業務の特徴を理解すること、プロフェッショナルの視点を持った
めの をくことが られる。

到達目標 理学学療法法士業務、理学療法士の役割について理理解解しし、説明することができる。
理療 の倫理観、行動規範について 、説明することがで古る。

授業形態 講義・誠習・実習 併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 総論 理学療法の歴史について学ぷ

2回 総論 理学療法士の役割について学ぶ

3回 情意について 理学療法に求められる倫理観、専門職の意義について学ぶ

4回 情意について 理学療法に求められる倫理観、専門職の意義について学ぶ

5回 知識について 理学療法に求められる知識について学ぶ

6回 知識について 理学療法に求められる知識について学ぶ

7回 精神・運動について 理学療法に求められる技能について学ぶ

B回 精神・運動について 理学療法に求められる技能について学ぶ

9回 社会的役割 理学療法士の社会的役割、協会の活動について学ぶ

10回 校外実習 臨床現場で必要な能力を学ぶ

11回 校外実習 臨床現場で必要な能力を学ぶ

12回 校外実習 臨床現場で必要な能力を学ぶ

13回 校外実習 臨床現場で必要な能力を学ぶ

14回 校外実習 臨床現場で必要な能力を学ぶ

日!甲 校外実習 臨床現場で必要な能力を学ぶ

レポート課題 10 0克 受講上のルール・間意点| 特になし。

融開やレポートに聞可。フィートハ、ソヴ

個別及び全体にフィードパックする。

書名 著書名 出版社名

教科書

参考書

オフィスアワ メ ルでの也絡は随時
y-abe@nichireha. ac. jp 



理学療法学科 夜間 部

科 目 病態運動学 単位・時間数 l単位・ 15時間

担当講師 吉葉則和内山結城 A寸斗t 年 1年生 前期

資格
吉葉則和 闘実に務て経学験生2教2育年l理学療法土と経し験て談総も合含病め院講、クリニック、維持期を経験
後、教育機 Zかかわる。 義を行う。

実績経験 内山結復城ら講期ー義病実を棟務行経・う外験。来14、年急。IPNFA(国際PNF協会)認定セラピスト。 理学療法土とし
て、回 性期病院、慢性期に勤務。実務経験を活かし、実例を交

理学療法土 えなが う。

授業の ヒトの移動手段としての歩行動作は重要な能力である。さまざまな病解態によって、健常歩行とは異なった歩
位置づけ 行動作がみられる。健常と以上ではどのような違いがあるのかを理 する。

到達目標 歩行動作に注目して、病態の違いによる歩行能力の違いを視覚的にイメージできるようになること。

授業形態 講義・実習 対面授業

授業計函

回数 項目 講義内容

l回 姿勢と制御 力の合成と分解ァコ

2回 重心の速度・加速度

3回 床反力と加速度の関係、関節モーメント

4回 歩行周期 歩行周期と各相について

5回 分析 歩行分析演習

6回 歩行分析演習

7回 動画分析

B回 動画分析

筆記試験、積極的な授業へ
受講上のルール・留意点

学生同士の会話は情報共有のための場合は構いませ l

成績評価 の取り組みを加味して評価
んが、講義に関係のない雑談は控えるように

する

課題やレポートに関するフィードパック

必要に応じて追加資料を配布いたします。

書名 著書名 出版社名

教科書 動作分析臨床活用講座 石井慎一郎 医学書院

参考書

オフィスアワー 担当授業の前後



理学療法学科 夜間部

科 目 総合演習 (PBL) 1 単位・時間数 I単位・ 30時間

担当講師 木下修鈴木雅男高橋豊 PT教員 学 年 1年生後期

資格 義肢装具士として41年年、製作病健・適所院合判急定性に従事していました.
法士として31 、 ( ・回 ・クリニック・老健施設・特

実績経験 理韮学療訪問・ディサービス総・合保 ・教育期機関は笹大期学)大学院などに従事していまし
理学療法土 (31年)

t"o 
義肢装具士 (41年)

PBL授業では、学生同士でのグルー活プ動ワすークを通して共同で問題に対し乗り越え、学生・教グ員ルがー共プ
通の目標・目的に向かつて一緒に ることを学習する。医療者としての心身を鍛え、

授業の に対する責任感と奉仕の精神を身に着ける。これにより将来、医療の専門職として社会に貢献する
位置づけ のに必要な専門職連携の基盤を育成する。

初年次に学び2年次に行うPBLI苦動へとつながる学習です。チームとして明確な目標をもってチー
ム内でコミューケーションを大切にして、チームワークの重要性を学習する。

チーム内でコミュニケーションが取れて明確な目標を定めるととができる。

到達目標
チームの目標を達成するために、傾聴と主体的に行動できる.
自ら疑問をもって解決に向けてチームとともに活動できる。

授業形態 演習 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

21 回回 オリエンテーション PBLに関する基礎知識の学習

3回 わからない言葉を調べてグループで共有

4回 わからない言葉を調べてグループで共有

5回 症例の全体像をイメージしつつ掘り下げて考え、学習し、討論する

日回 症例の全体像をイメージしつつ掘り下げて考え、学習し、討論する
シナリオ検討

87 回回
症例の全体像をイメージしつつ掘り下げて考え、学習し、討論する

症例の全体像をイメージしつつ掘り下げて考え、学習し、討論する

9回 症例の全体像をイメージしつつ掘り下げて考え、学習し、討論する

10回 症例の全体像をイメージしつつ掘り下げて考え、学習し、討論する

11回 発表に向け、内容や構成を決めてまとめる
発表準備・まとめ

12回 発表に向け、内容や構成を決めてまとめる

11 43 回回
まとめた内容を発表

発表
まとめた内容を発表

15回
シナリオ解説、ふりか

症例について解説、演習についてよかった点や今後の課題を整理する
えり

授業内発表:50児

受講上田ルール留意点 授業中は私語を謹んで積授極業に集中する.
成績評価 課題提出 50% グループワーク課題は 的に行う。

課題やレポートに関するフィ ドノTック

フィードパックは全体に行う。

書名 著書名 出版社名

教科書 なし

参考書

オフィスアワー 授業時間以外で質問のある場合には、事前にメールで予約をしてください。
Mail: o-kinoshita@nichireha.acjp 



理学療法学科 夜間部

科 目 検査測定法 I 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 内山結城吉葉則和村井敦士畠山敦 学年 1年 生 後 期

資"# 内山 e 実現521R 4 務住務務経は経経験験験スポ31240ー年42 F 島 IPNFA(国際PNF協会)認選合を定手剰中セラピスト。 病院施設スポーツ蛇1静クリニック時での経験後，1廿 ツトレーナーとし アや技栴向上"携わってい
蹴，.士し クエク 聞を経験 宵 にて生教育にかか実績経験 を村吉業井 停。理1叩学年より叫と疾てて総患も の院心ケiとしたリ病院ツで勤維務・持山5停に蜘る.教機酬関ーあ学んまマッサージわ恒る.師

学療
取得。その桂教育国聞で専任として勤務

理 法土 品山:1985理学療法士免許習j!同年目となるた急性問病院で施設認可をEか所取師。急性聞の附卒中・先制躍，
整形外科 等司 12年lzど経腕してき

評価とは「意義、価値、を認め決めること」である。理学療法における「評価」とは患者のもつ症状
や障害を把握、分析し治療方針を立て、その治療結果を確認する過程であり、まさに理学療法の設計
図といえる。

授業の 学生は解剖学・生理学・運動学といった「専門基礎」を基盤とした上で、演習から基本的理学療法評
位置づけ 価を学び、正確に患者の状態を把握するための評価・技術を身につける。

本授業は「講義」、 「実技」、 「グループ発表」で構成される。

8(EE学Z生療法評価の意義・目的を説明できる。
到達目標 面接、血圧測定、形態測定、関節可動域測定、知覚検査ができ、結果を できる。

は医療現場でのチームを想定しグループ内で与えられた責任・役割をこ解な釈すことができる。

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 総論 評価の意義・目的、 ICIDH、ICF
2回 一般的評価事項 理学療法における診療記録(医療情報のとり方、医療面接)

3回 形態測定① 四肢長および肢節長の測定

4回 形態測定② 周径の測定

5回 知覚検査① 知覚とは、表在感覚

6回 知覚検査@ 深部感覚、複合感覚、立体認知覚

7回 関節可動域測定① 基本的肢位・運動方向、表示法、肩甲帯、肩関節(屈伸)

8回 関節可動域測定② 肩関節(内外転・内外旋)

9回 関節可動域測定③ 肩関節(水平屈曲伸展)、肘関節(屈伸)

10回 関節可動域測定④ 前腕、手関節、股関節(屈伸、内外転)

II回 関節可動域測定⑤ 股関節(内外旋)、膝関節(屈伸)

12回 関節可動域測定⑥ 足関節(底背屈)、足部(外がえし内がえし、内外転)

13回 関節可動域測定⑦ 頭部、体幹

14回 臨床応用 ケーススタディ 機能制限に対しての理学療法評価

15回 まとめ 形態測定、知覚検査、 ROMの総復習

バイタルサイン 脈拍・血圧測定
l揖虫技業開始時あるいは輯躍装に小ァストを行う。

定期試験:
2 では動きやすい臨 (基本は垣パン、 Tシャツ)の車耐
をすること，その際に臨床業す務、に揺響の染はあ来予る身だしなみはし

発表 20耳、
受講上のルール

ないこと{アクセサリを外 長い毘感 ねる等、その他必
成績評価 小テスト30% 要1:応じてアルコール消5号するなど 防に努めるこ

定期試験50%
-留意点 と)0 

a控業展開 小テスをト①選択=今司グループごとにテーマを選ト②択=今
=今メンバー問で担当 調べる=今尭表司小テス 恒
り返り

課題やレポートに関するフィードパック

実技に関するフィードパックは実技練習中、練習の後、個別または全体に対して適宜実施する。

書名 著書名 出版社名

教科書 理学療法評価学改訂第6版 松津正、江口勝彦 金原出版

参考書 PT 0 OTのための測定評価 ROM測 定 第2版 福田修監修 三輪書庖

オフィスアワー 担当授業の前後



理学療法学科 夜間部

科 目 検査測定法E 単位・時間数 l単位・ 30時間

tE!当1111師 吉葉員IJ和 内山結城村井敦士 畠山敦 学 年 1年生 後期

資格
円古ク等山車で: Z airhrA 脳陣PNF悩会)認定セラビス h 閉 m胆眠ノハ ツ縫陪クリニッ

の実教桂務育験担に. 融22年理学療法土として棺合病院、クリニック、維持期を経験、教育機関に

実績経験 て学生育かかわる.

村井・実務紐酷30年指14.1992年よりそ年中12幅年の目症桂とほ患教なE 育を機中心とした病院で勤務.2005年に蝿師・灸師・
理学療法土 あんまマッサージ 圧師免形許外を取習科得得等。 急闘性で期専任病として勤務.

品山 198・5理失学問時 士 38 る. 院で措置認可を2か所取持.急性期
の脳卒中 指・税 、 ど輯験してきた。

評価とは「意義、価値、を認め決めるとと」である。理学療法における「評価」とは患者のもつ症状
や障害を把握、分析し治療方針を立て、その治療結果を確認する過程であり、まさに理学療法の設計
図といえる。

授業の 学生は解剖学・生理学・運動学といった「専門基礎」を基盤とした上で、演習から基本的理学療法評
位置づけ 価を学び、正確に患者の状態を把握するための評価・技術を身につける。

本授業は「講義」、 「実技」で構成される。

到達目標
①②③理医学学療法評価の意義・目的を説明できる。

療面接、徒手筋力検査法ができ、結果を できる。
生は医療現場でのチームを想定しグルー解プ釈内で与えられた責任・役割をこなすことができる。

授業形態 講義・演習 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 筋力ァストについて 評価の意義・目的

2回 徒手筋力検査法l 上肢の筋力ァストl

3回 徒手筋力検査法2 上肢の筋力テスト2

4回 徒手筋力検査法3 上肢の筋力7スト3

5回 徒手筋力検査法4 上肢の筋力ァスト4

6回 徒手筋力検査法5 上肢の筋力テスト5

7回 徒手筋力検査法6 上肢の筋力ァスト6

8回 徒手筋力検査法7 下肢の筋力ァストl

9回 徒手筋力検査法8 下肢の筋力テスト2

10回 徒手筋力検査法9 下肢の筋力ァスト3

II回 徒手筋力検査法10 下肢の筋力ァスト4

12回 徒手筋力検査法II 頭部・体幹・その他

13回 徒手筋力検査法12 頭部・体幹・その他

14回 徒手筋力検査法13 頭部・体幹・その他

15回 まとめ 総括

/可イタjレサイン 脈拍・血圧測定
初実回技は座学にて評価解の意度義目的を説て検明いたします.2回目以降

定期試験:筆記or実技
は 形式すとし、理 に合わせ 査部位の散は制聾して
まいりま

成績評価
受講上のルール

-留意点

実技

課題やレポートに関するフィードパック

実技に関するフィードパックは実技練習中、練習の後、個別または全体に対して適宜実施する。

書名 著書名 出版社名

教科書 新徒手筋力検査法 津山直 -中村耕一 出版社

参考書 PT . OTのための測定評価 MMT測定 福田修監修 三輪番庖

オフィスアワー 担当授業の前後



理学療法学科 夜間部

科 目 運動療法学 I 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 畠 山 ・ 内 山 ・ 吉 葉 学 年 1年生 後期

資格
畠山 1985理学療法士免許習得38年目となる。急性期病院で施設認可を2か所取

得.急性期務の脳卒中・失調症・整形外科等、 1病2年院ほ施ど設経ス験ポしーてツき整た形。
実績経験

内山実経験14年。 1PNFA認定セラピスト。 クリニック等
での経験実後、スポーツトレーナーとしても選手のケアや技術向上に携わっている。

理学療法士・鍛師・灸師 吉葉。 務経験22年理学療法士として総合病院、クリニッヲ、維持期を経験、教
育機関にて学生教育にかかわる.

位授置業づのけ
運動療法は理学療法の根幹となる部解分剖である.技術の派生は多岐にわたる。その根本をなす運動療法の目的を理

解するためには、他科目で学習した ・生理・運動学などを統合していく必要が晶、再確認の場ともなる。ま
た、実技を実際行うことで、相手に対する行動として、理学療法士のたしなみや配慮の必要性も感じて欲しい。

到達目標 各種運動療法の目的や効果の学習と運動療法の実践

授業形態 講義・演習 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 運動療法の総論 運動療法とは、種類と効果(学習前に:他者との関係を認識する。)

2回 運動学の基礎 重心と姿勢、挺子

3回 関節・筋の構造と基礎 拘縮と強直筋の収縮様式と筋張力

4回 運動感覚(固有受容器) 運動感覚(深部)と立ち直り反応

5回 運動と循環(リンパ)

6回 関節可llIJ域訓練 目的・適応・禁忌・注意点

7回 関節可動域訓練 実技練習

8回 関節可動域訓練 実技練習

9回 ストレッチ 目的・適応・禁忌・注意点

10回 ストレツチ 実技練習

11回 ストレッチ 実技練習

12回 筋力増強訓練 目的・適応・禁忌・注意点

13回 筋力増強訓練 実技練習

14回 筋力増強訓練 実技練習

15回 総復習

成績評価
筆記試験80%、提出物20%欠格

他者に対する礼儀と配慮、必要であれば補講又は実|
要件(授業時間113以上の結石者 受講上のルール・留意点
には単位を与えない)

技練習を設ける

課題やレポートに関するフィードバック

メールでの添付にて提出、添削によるフィードパック

書名 著書名 出版社名

教科書 運動療法学障害別アプローチの理論と実際第2版 市橋則明 文光堂

参考書

オフィスアワー 担当授業の前後



理学療法学科 夜間部

科 日 臨床見学実習 単位・時間数 l単位・ 45時間

担当講師 理学療法学科教員 学 年 1年生通年

資格

実績経験 総合病院所(急性期・回復期) ・クリニック・老健施設・特養・訪問・ディサーピ

理学療法士
ス・保健 ・教育機関などに従事しています。

病連院や職診療所、介護施設で見学実習を実解施する.医療機関・介護施設におげる理学療法士の役割や仕事の内容，

授業の 関 種との連携、チーム医療への理 を学習する 基礎知識の確認や実技演習などを中心に行う

位置づけ
-臨床現場の理学療法土の役割、具体的な仕事内容を説明できる。
-医療 介護・福祉現場で働く専門職としての心構えを理解し説明できる。
-見学実習をとして、今後の基礎学習に取り組むべきかを明確にし説明できる。

理学療法士の仕事内容について理解し説明できる.
到達目標 リハビリテーションの考え方がどのように医療現場や介護福祉施設で実践されているのか理解できる.

授業形態 実習

授業計画

実習内容
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成績評価

扇京美習指導者百膏福
および担当教員の評価、
提出物・レポート

実習扇蚕での遅刻・早退・欠席は認めない。
実習指導者に対し、報告・連絡・相談は必ず行う。

受講上のルール・留意点l感染対策に対して、施設の規則に準じて行動する。

課題やレポートに関するフィードパック

実習終了後に、教員よりフォローアップを実施する。

書名 著書名 出版社名

教科書

参考書

オフィスアワー 実習担当教員・担任と連絡を取る



理学療法学科夜間部2年(令和2年改定教育課程)

科目 講師名 ページ

分野草礎 自然科学(物理学) 野村崇 117 

解剖学N 外部講師 118 

運動学実習 有本邦洋 119 

病理学概論 阿武カディル 120 

臨床心理学 小野寺哲夫 121 

専 内科学老年学 I 本 間 博 122 
門

内科学老年学E 本間博 123 基
礎 整形外科学 I 渋谷一行 124 
分
野 整形外科学E 渋谷一行 125 

神経内科学 爾藤史明・真先敏弘 126 

精神医学 河建宗知 127-

小児科学 江添隆範 128 

リハビリァーション医学概論E 工藤征四郎・佐々木和裕 129 

理学療法研究法 爾藤雄 130 

検査課Ij定法E 鈴木雅男、篠田良平、村井敦士 131 

検査測定法W 内山結城、村井敦士、畠山敦 132 

検査測定法演習 I 吉薬則和、鈴木雅男、篠田良平 133 

検査測定法演習E 吉葉貝IJ和、鈴木雅男、篠田良平 134 

総合演習E 木下修、鈴木雅男、両橋豊、 PT教員 135 

専 運動療法学E 畠山敦、内山結城、吉葉則和 136 
門

物理療法学 篠田良平、両林礼子 137 
分
野 日常生活活動学 I 中村信、篠田良平 138 

疾患別理学療法 I-A 米村豊、阿部靖 139 

疾患別理学療法lli-B 篠田良平、鈴木雅男 140 

理学療法技術論E 石垣栄司、畠山敦、村井敦士、中村信 141 

理学療法技術論N 水口健一 142 

臨床見学実習E 理学療法学科教員 143 

臨床検査測定実習 理学療法学科教員 144 



理学療法学科 夜 間 部

科 目 自然科学 単位・時間数 2単位・ 30時間

担当講師 野村 崇 品ヴー 年 2年生後期

資格

実績経験 義内肢容装具ど士として義臨肢床装具の設計・製作・適合に関わってきた経験を活かし、学ぶ
がのように に関わるのか、具体例を交えながら講義を行う。

義肢装兵士

位授置業づのけ 理学療法に関迎する椅学問分野、特に運動学を理解するために必要な、物理学の基礎知識を身に付ける。

到達目標
l 専門科目を理解するために必要方な物理学の知識を習得する。
2，現実の場面で科学的な物の見 ができるようになる巴

授業形態 講義
対面授業・遠隔授業・対面と遠隔の併用授業のいずれも

可能性あり

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 カの合成 複数の力のベクトルの合成

2回 力の分解 力のベクトルの複数方向への分解

3回 力のモーメント 力のモーメントの概念と求め方

4回 滑車・輪軸 滑車・輪軸の例と応用

5回 アコ/作用・反作用 テコの種類と特徴/作用と反作用の概念

6回 摩擦 摩擦力の求め方

7回
|也直・盟 • 1I山巡l支

位置・速度・加速度の関係

B回
|也直・斑 • 1I旧総民

位置・速度・加速度の求め方

9回 質量・力・加速度 質量・力・加速度の関係と求め方

10回 圧力 圧力の概念、求め方

11回 重心 重心の概念と重心位置の求め方

12回 重心と支持基底面 支持基底面の概念と重心との関係

13回 床反力 床反力の概念、と重心や関節との関係

14回 力学的エネルギー 力学的エネルギー(位置エネルギーと運動エネルギー)の概念と求め方

15回 運動量など/総復習 その他の物理量/総復習

成績評価|試験100% 受講上のルール・伺意点| 全講義終了後に筆記試験を行う.

課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出版有名

教科書 なし

参考書 なし

オフィスアワー 樺業前後の肱潮時間



理学療法学科 夜間部

科 目 解剖学N 単位・時間数 I単位・ 15時間

担当講師 外部講師 ρT sd- 年 2年生及び3年生

資格

実績経験 大学医学部、歯学部の解剖学講座の教員

本授び業は大次学医学部、歯学部のご協力のもと、 「骨格自系 筋び肉系・神経系」標を中心とした人体の基本構造を
学、三元的に理解し、医の倫理、生命の尊厳を ら学 とることを目 としている。

位授置業づのけ
今まで学習した解剖学、生理学について、復習しておくこと。

大学施設にて「講義J r実習」を行う。

到達目標
1.人体の構造と機能について、基本構造を説明することができる。
2.医療従事者を目指す者として、医の倫理を理解し、生命を尊厳を尊厳することができる。

授業形態 講義・演習・実習 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 解剖見学実習① 「骨格系・筋肉系」の構造について

2回 解剖見学実習② 「神経系」の構造について

3回 医の倫理① 医の倫理について

4回 医の倫理② 生命の尊厳について

5回 解剖l見学実習③ 骨格、関節と靭帯

6回 解剖見学実習④ 筋系

7回 解剖見学実習⑤ 神経系

8回 解剖見学実習⑥ 内臓系

成績評価 レポート課題100% 受講上のルール・留意点
実指習すに臨むにあたり、礼気節を保ち、医療従事者を目

者として態度に十分 をつけること。

課題やレポートに関するフィードパック

レポート課題について、フィードパックは全体に実施するロ

書名 著書名 出版社名

教科書 授業で使用した解剖学、生理学等の教科書

参考書 授業で使用した解剖学、生理学等の教科書

オフィスアワー 担当授業の前後



理学療法学科 夜間割

科 目 運動学実習 単位・時間数 1単位・ 45時間

担当講師 有本邦洋 学年 Z年生後期

資格

実績経験
訪業問リハビリ、適所リハビリ勤務経験を活かし、その経験を授

の取り入れていく
理学療法士

位授置業づのけ なIヒCFかトのので分特も類徴基に本を基脳的づ機動き能作動能作(情力を動に考含つ察むいで)てき分・る析身思体で考機古力能るを而力養かをう養ら。分析できる力を養う.う。

到達目標 講義のもと学生聞の模擬実習を通じて患者の動作を理解していく

授業形態 講義及び実技 対而授業

授業計画

回数 項目 講義内容

21 回回 臨床動作分析総論
臨床における動作分析

動作に及ぼす悶子

43 田回 運動学習 運動制御理論と運動学習理論

基本動作の概要

起き上がり動作のメカーズム

正常動作 寝返り動作のメカニズム

立ち上がり動作のメカーズム

歩行動作のメカーズム

11 2l 回田演習臥位姿勢 姿勢観察分析推論

111 345 回回回演習:寝返り 動作観察・分析・推論

111 678 回回回
積習 寝返りからの起吉上

島作観察・分析・推論
り

1 羽19回田演習・起立・着座 動作観察分析・推論

222 231 回回囲 演習.歩行 動作 観察分析推論

受講上の!v-ル・ 動きやす散い服の装で受講すること
成績評価 レポート他 間意点 -授を業与時な間 3分の lを超えて欠席した者には単

位えい

課題やレポートに関するフィードパック

授業中の課題に対しては，随時質問を受け付ける。レポートはコメントを付して返却する。

.性名 著書名 山版社名

教科書 動作分析 臨床括JII講床座推ー論パのイ2オ4践メカニクスに基づく臨 石井良一郎
メジカjレ
ビュー

参考書 アナトミー トレイン 1DVD付] 第3阻 トーマス Wマイヤー 医学書院

オフィスアワー 授業前桂の休憩時間



理学療法学科 夜間部

科 目 病理学概論 単位・時間数 2単位・ 30時間

担当講師 阿武カディル 学 年 2年・前期

実務経験 資格:医師 経験年数 医療機関 20年

教育目標|国家試験に出題される範囲内での病理学の基本的な知識を理解する

教育内容

講義内容

回数 項 目 議 義 内 n廿h 

1回 病理学概要、病因論
病理学の概念、診断病理、実験病理について理解する疾病の
外因・内因を理解する

2回
退行性病変 変生、萎縮、壊死、アポトーシスについて学ぶ
進行性病変 肥大、過形成、化生、異型性及び再生について学ぶ

3回 代謝障害
生命を維持するための代謝及び代謝異常により引き起こされ
る病態について学ぶ

4回 循環障害
血液循環の基礎、局所循環障害の病因・病態について理解す
る

5回
循環障害 全身循環について学ぶ
炎症 炎症の経過と生体の反応を理解する

6回 感染症
感染症の成り立ち及び感染症を引き起こす主な病原体につい
て理解する

7回 腫場 腫療の特徴、命名と分類、形態、悪性腫揚の進展形式を学ぶ

8回 腫蕩 進行度、発生原因と発がんメカニズムを学ぶ

9回 先天異常・奇形 遺伝性疾患、染色体異常と奇形の基礎を学ぶ

10回 循環器 心臓の疾患を学ぶ

11回
循環器 血管の疾患を学ぶ
呼吸器 上気道、肺に見られる一部の疾患について学ぶ

12回 呼吸器 肺、胸膜に見られる炎症性疾患、腫蕩性疾患を学ぶ

13回 神経系
脳血管障害、中枢神経系の感染症，脱髄疾患などの病理学変化
を学ぶ

14回
神経系 主要な神経変性疾患の病理学変化を学ぶ
運動器 骨、軟骨に見られるの疾患について学ぶ

15回
運動器

関節、筋肉の疾患について学ぶ
全体復習

評価方法|受講態度、出席状況、中間テスト、定期試験を通して総合的に評価する

教科書 標準理学療法作業療法専門基礎分野病理学 梶原博毅著 医学書院

参考書 ルーピンカラー基本病理学 エマニュエル・ルーピン著河原ら翻訳 西村書賠



理学療法学科 夜間部

平下 日 臨床JL;、理学 単位・時間数 2単位・ 30時間

担当講師 小野寺 哲夫 学 年 2年生 期

資格
神奈川県ルにの藤対カ小す沢ウ中市るン学教セコ校背ランに番サーてル員と、会テし児学てー童校、シ生教神ョ捷育奈ン. 課所属学校訪問相談員として4年間、 文科省を倉認市定スター 川等保県に護海従者老事、名市 (8年)、大和市 (3年)、鎌

実績経験 菅師( 誼 相談、およびカ セリング、
公認心理師・臨床心理士 理3年職)対 テ して員きのたo 2020年には国ウ家ン資格公認心理

Ph. D を取得。これらの実務経験を活かし、尖例を交えながら講義を行う.

臨床心理学は、ケアの専門家、および医療専門臓が現場で患者とかかわってい〈上で必須の知識でありスキルであ

位授置業づのけ
る。授2て0解業年では、臨床心理学の基礎知識に)JIIえて、代表的な心理検査法や各種心理療法の基礎知識について、臨床現場
での のカウンセラーとしての経験から得られた実践的なカウンセリングスキルやクライエントとのエピソードを
交え 説する。授業においては、アクティブラーニングの視点Eもか視ら1心理テストやローJレプレー等の実習をね:1極的に
取り入れた、参加盟の授業を展開する。また、 PT!OTの国試対策 野に入れて授業を行っていく.

到達目標 PTの国家試験を見据えた上での臨床心理学の基礎理論、心理検査および心理療法の各種技法の習得。

授業形態 講義・演習 遠隔授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1図 臨床心理学の概論 臨床心理学とは何か 臨床心理学の原則 臨床心理学の職業倫理

2回 臨床心理学の定義 臨床心理学の定義と臨床心理学の3つのパラダイム

3回 フロイト精神分析① フロイト精神分析の成り立ち フロイトの局所論と構造論

4回 フロイト精神分析② 防衛機制(基礎)代表的防衛機制

5回 フロイト精神分析③ 防衛機制(応用)転移と逆転移

6回 アタッチメント理論 ボウルビーのアタッチメント(愛着)理論とウィニコットの対象関係論

7回 心理アセスメント① 心理検査の定義信頼性と妥当性心理検査の分類

B回 心理アセスメント② 知能検査、性格検査(質問紙法・投影法)、神経心理学的検査、作業検査

9回 カール・ロジャーズ① ロジャーズの経歴 自己理論非指示療法から来談者中心療法まで

10回 カール・ロジャーズ② セラピストの中核3条件傾聴技法十分に機能する人間

11回 交涜分析① 交流分析 (TAIの哲学 5つの自我状態の構造分析と機能分析

12回 交流分析② ストローク分析 ストロークエコノミー OK牧場(人生の立場)

13回 森田療法 森田正馬の生涯 森田療法のキーワード 精神交互作用 生の欲望

14回 認知行動療法① 認知行動療法 (CBTlの全体像 6つの基本原則 自動思考とスキーマ

15回 認知行動療法② 認知行動療法 (CBTlの応用 認知再構成法と問題解決法

期末レポーポト課題 (90児)、毎
掘回のミニレポート課題は、授業で学んだ内容につい

成績評価 回のミニレート課題(10%) 畳講上のルール・間意点
て、感怨や自分の意見、質問等を比較的自由に書いて

で評価する。
提ず使出する. 毎回の授業と試験において、教科書は必

用する。

課題やレポートに関するフィードパック

原則としては、毎回のミニレポート課題についてのフィードパックは行われないが、必要に応じて行う場合もある。

者名 著者名 出版社名

教科書 IPT・OTのための臨床心理学テキスト(改訂) 1 小野寺哲夫 リJFッAパシプン

参考書 認知行動療法臨床ガイド デヴィット・ウエストプルック 金剛III版

オフィスアワー 「授章前後の休憩時間』



科 目

担当講師

実績経験

位授置業づのけ

到達目標

授業形態

理学療法学科 夜間部

内科学・老年学 I 単位・時間数 2単位 30時間

本間 1専 学 年 2年生 前期

資格
日本内科本学会会認定認定内科産業医、 日本循本環器臓病学会会専門医、 日本超今音波医学会専大門
医、日医師 医、日心 学特別会員. までの医科学

医師
での内科学講義、大学病院臨床経験を活かした授業を行う。

チーム医療でないと治療効果が得られないケースが多職持くなっている現内状で、内科病態学・老年査学を学療ぶことは
病態を理解し共有する点で重多事要である。 授医の病療業気方専門 として必多要な 科疾老患の ・検 ・治 について
理解する。 また、高齢者が くなり複数 を つ場義合中が いので年学を通して高齢者の病態を理
解できるようになるととも大である。 法は講 心で、課題も毎回提示する。

主要療な内科疾患の概念を理解し、高齢者の特有な病態を説明できるようになる。 その上で検査、診断、
治 といった過程を理解できるようになる.

講義 遠隔授業

内科学の概念、症候学、リハビリテーションとの関係を説明できる。

老年学の概念、症候学、リハビリテーションとの関係を説明できる。

感染痕総論。病原体の稲i類、感染の経過、感染経路、予防、治療を説明できる。

代表的な細菌感染症、ウイルス感染指、真菌感染痕の病態、検査、治療を説明できる.

小腸、大腸、腹膜疾患の病態、検査、治療を説明できる。

::出器;:
脳神経由解剖、機能、症候、検査を説明で古る.

脳血管障害の病態、検査、治療を説明できる。

脳腫湯、脊甑疾患、脱髄・変性疾患の病態、検査、治療を説明できる。

定期試験 受講上のルール・間意点
定期試験は五者択ーの 50題。 毎回提示する課題も
五者択一問題でトレーニングしていく.

課題やレポートに関する7ィ-1'パック

事務局を通してメールで質問を受け付ける。

書名 著者名 出版社名

教科書

参考書

オフィスアワー



理学療法学科 夜間部

手ヰ 目 内科学・老年学E 単位・時間数 2単位 30時間

担当講師 本間 1専 学年 2年生 後期

資格
日本内科学会認会定認内定科産医、 日本循環心臓器学会専門医、 日本趨菅波医学会科専大門

実績経験 医、日本医師 業医、日本 病学会特別会員.今までの医 学

医師
での内科学講義、大学病院臨床経験を活かした授業を行う。

位授置業づのけ

解チ齢ー者しム医有療すでないと治療効果が得られな凶ケースが多盟くなっている現病状で理・検解、査で内科学 者年学を学ぶことは病態を理
共が るJ点で重要である.医療専門臓として必な内科疾患て病の 態 ・治療について理解する.また、刊
多くな義り複数の病気を持つ場合が多いので老年学をji!1し 態を きるようになることも大事である。

授業方法はE背 中心で課題も栂回提示する.

到達目標
主要な内科疾患の概意を理解し、高齢者の特有な病態も説明できるようになる。その上で検査、診棟、治療の
過程を理解できるようになる。

授業形態 講義 遠隔授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 内分泌疾患1 内分泌器官の解剖、機能を説明できる。視床下郎、下垂体疾患の病態、検査、治療を説
明できる。

2回 内分泌疾患2 甲状腺、副腎、肺臓、卵巣、精巣疾患の病態、検査、治療を説明できる。

3回 糖原病、代謝疾患 糖尿病、脂質代謝異常、痛風の病態、検査、治療を説明できる。

4回 アレルギ一、免疫疾患
アレルギ一、免疫のメカーズムを説明できる。 アレルギー疾患、免疫不全焼の病態、
検査、治療を説明で古る.

5回 勝原病 1 限原病の概念の変遷、病態、検査、治療を説明できる。

6回 勝原病2 関節リウマ子、全身性エリテマトーデス、シェーグレン症候群、強皮症、ベーチエツト
などの疾患の病態、検査、治療を説明できる。

7回 腎、泌尿器疾患 腎臓、泌原器の解、検剖査、機、能を説明できる。急性・慢性腎F申書、腎不全、尿管・腕脱・前
立腺疾患の病態 治療を説明できる。

B回
血液浄化療法、臓器移植

急性腎不全症例による透析例が増加しているが、透析と移植の現状を理解する。
療法

9回 血液疾患 血液・造血器疾患の概念の変選、病態、検査、治療を説明できる。

10回
骨代前1と疾患、フレイ 骨の解剖、代謝を説明できる。骨粗緩症の病態、検査、治療を説明できる。また、フレ
ル、ロコモテイプ イル、ロコモティブを理解する。

11回
中毒、環境因子による疾 中毒にはどのようなものがあり、環境要因がどのように関わっているのかを理解でき
患 る。

12回 緩和ケアと終米医療 終末医療は現在どうなっているのか、また緩和ケアの現状を理解する。

13回 IgG4関辿疾患 新しい全身疾患として注目されているIgG4関辿疾患について理解する。

14回 内科と皮膚疾患 内科疾患と皮府疾患との関辿について理解する。

15回 認知症 認知症とどう向き合うかを考え、理解する。

定期試験 受講 kのルール・留意点| 定期試験は五者択一問題50姐.悟回の疎姐も五者
択一問題でトレーニングしていく.

課題やレポートに関するフィードパック

事務局を通してメールで質問を受けつける。

書名 著書名 出版社名

教科書

参考書

オフィスアワー



理学療法学科 夜間部

科 目 整形外科学 I 単位・時間数 2単位・ 30時間

担当講師 渋谷 一行 学 年 2年生 前期

資格

実績経験
診療経験(控市外科及びリハビリテーション科}、研究経験に基づいた講義を行

整形外科専門医、運ポ動器リハ医、日本
う.

スポ協公認ス ーツドクター

授業の パワーポイントを使用して、極力実際の画像を供覧しながらの講義に努める。各J明の最終回はレントゲン画像を学生
位置づけ に説影してもらう。適宜、小テストを行う。

到達目標 国家試験合格水準到達はもちろんのことで、卒業後の就職先で十分活用できる知識獲得を目標とする。

授業形態 講義、対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 総論、臨床解剖学 整形外科学について、整形外科に関する解剖学

2回 整形外科学に関する基礎医学 骨、軟骨、関節、筋肉、靭帯、健等に関して

3回 生体材料 整形外科に使用される生体材料に関して

4回 外傷学総論 I 軟部組織損傷に関して

5回 外傷学総論E 骨組織損傷に関して

6回 骨折各論 I 上肢の骨折、脱臼に関して

7回 骨折各論E 上肢及び下肢の骨折、脱臼に関して

8回 骨折各論E 下肢の骨折、脱臼に関して

9回 脊椎疾患 脊椎の臨床解剖学に関して

10回 脊椎疾患 I 頚椎疾患に関して

11回 脊椎疾患E 胸椎疾患、側奇症に関して

12回 脊椎疾患皿 腰椎疾患に関して

13回 脊椎疾患N 腰椎疾患に関して

14回 脊椎・脊髄損傷 頚・胸・腰椎骨折及び脊髄損傷に関して

15回 レントゲン画像読影演習 前期講義関連関連症例の画像読影

成績評価 試験:100%、小テストは再試験か否か|受講上のルール 留意点1事前に資料を配付するので、予習をしてくること。の参考にする。 I'-><'~I'l"--'-- V-'/" /" t->O.""，TII. I 

ー叫」
課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出版社名

教科書 整形外科学テキスト 高橋邦泰・芳賀信彦編 南江堂

参考書

オフィスアワー 質問は講義中に受け付ける



理学療法学科 夜間部

科 目 整形外科学E 単位・時間数 2単位・ 30時間

担当講師 渋谷 一行 学 年 2年生 後期

資格

実績経験
診療経験(蝦形外科及びリハビリテーション科)、研究経験に基づいた講義を行

整形外科ポ専門医、運動器リハ医、日本
う。

ス 協公認スポーツドクター

授業の パワーポイントを使用して、極力実際の岡像を供覧しながらの講義に努める。各期のl苗終回はレントゲン曲I像在学生に読
位置づけ 影してもらう。

到達目標 国家試験合格水準到達はもちろんのことで、卒業後の就職先で十分活用できる知識獲得を目標とする。

授業形態 講義、対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 骨・関節・軟部組織感染症 骨髄炎、化膿性関節炎、蜂筒織炎等に関して

2回 変形性関節症 変形性膝・股・肘関節症、へバーデン結節等に関して

3回 末梢神経障害 I 上肢の末梢神経障害に関して

4回 末梢神経障害E 下肢の末梢神経障害に関して

5回 スポーツ整形外科 スポーツ整形外科総論及びスポーツドクター経験に関して

6回 四肢循環障害、慢性悲痛疾患 閉塞性動脈硬化症、下肢静脈癌、 CRPSに関して

7回 腫蕩 骨・軟部腫湯、転移性骨腰湯に関して

8回 骨粗懸症 骨軟化症、くる病を含めた骨粗終症に関して

9回 関節リウマチ 勝原病を含めた関節リウマチに関して

10回 膝関節疾患 半月板損傷、靭帯損傷等に関して

11回 その他の疾患 その他の整形外科疾患(五十肩、痛風、外反母祉、骨端症等)に関して

12回 高齢者における骨折予防 ロコモァィプシンドロームを中心に

13回 レントゲン画像読影演習 後期講義関連症例の画像読影

14回 小児整形外科 I 発育性股関節脱臼、内反足など

15回 小児整形外科E 脳性麻療、筋ジストロフィーなど

成績評価 試験 100%、小テストは再試験か否か!受講上田ルール・留意点| 事前に資料を配付するので、予習をしてくること。
の参考にする。

」 静題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出服社名

教科書 整形外科学テキスト 高橋邦泰・芳賀信彦編 南江堂

参考書

オフィスアワー 質問は講義中に受け付ける



理学療法学科夜間部

手ト 日 神経内科学 単位・時間数 2単位・30時間

担当講師 斉藤史明/真先敏弘 Af とF 年 2年生 前期

資格.医師、神経内科専門

実績経験
医

神経内科専門医として大基学病院や総合病院において神広経く内講科義疾患の静療を行ってき
た。との経験を生かし礎から品先端の医療まで師 を行う。

超高齢化方社会をむかえた我が国においては脳血管隙断害やや遺認知誌などの神経疾患に迎過する機会歩は大幅げげたにる悶えてい
る.一 、近も年抗の神J~経誕疾患の診断は新生たな画や像辿診 伝の子臨診断技術の開発により大きな進 を遂 。また治

位授置業づのけ
療に関して 体 の導入から再医療 伝息子治療療 床応用までも見抑え、大きな変貌がを遂大 過渡期に
さしかかっている.しかしながらこれら神経疾 の診 において、今後もリハビリテプーション 吉なウエイ教ト
を占めるであろう事どは想像に難くない.この授業では指定将教科書や最新情報を含む リント資料、スライド
材義、ビデオ教材な を川いてこれらの問題点を解説し、 来君たちが.[11学療法士となった時に臨床に生かせる講

を行う。

l 神神神神経系の構造、 機機症能序を説解明できる.
到達目標 2 経徴疾疾俣患患の原出現 在理 し説明できるロ

3. 経 の図、 状を説法明できる。
4 経 の対処法、治療を説明できる。

授業形態 基本的に対性商も授あ業を行う予定だが述隔授業と
なる可能 る。

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 神経内科学総論 l 神経内科学序論、神経学的診察・検査法

2回 神経内科学総論 2 運動麻療と筋萎縮

3回 神経内科学総論 3 錐体外路障害、運動失調

4回 神経内科学総論4 感覚障害

5回 神経内科学総論 5 意識障害、高次脳機能障害

6回 神経内科学総論 6 脳神経障害、構音・甲高下障害、めまい

7回 神経内科学各論 1 脳血管障害 1・脳梗塞

8回 神経内科学各論 2 脳血管障害 2・脳出血

9回 神経内科学各論 3 認知症

10回 神経内科学各論4 パーキンソン病と他の不随意運動症

11回 神経内科学各論 5 筋萎縮性側索硬化症、脊髄小脳変性症

12回 神経内科学各論6 ニューロパチーとミエロパチー

13回 神経内科学各論 7 多発性硬化症、ギフン・バレー症候群

14回 神経内科学各論8 筋ジストロフィーとその他の筋疾患

15困 神経内科学各論9 その他の疾患

授業時間数業結の3分復成習制のl1以上欠席した者には単位事がを与あえ
成績評価 筆記試験で行う。 受講上のルール留意点 ない。授中に のための小テストを行う ある

が、この*は 評イ filcは関与しない.

課題やレポートに関するフィードパック

必嬰があればフィードパックは全体に実施する。

書名 著書名 出版社名

教科書 標科呼学i理学療法学・作業療法学 専門基礎分野神経内
第5版 川平和美 医学書院

MEDIC 
参考書 病気がみえる voI. 7 脳・神経第2版 MEDIA 

オフィスアワー 授業前後の休憩時間



科 目

担当講師

実績経験

位授置業づのけ

到達目標

授業形態

授業計画

回数

1回

2回

3回

4回

5回

6回

7回

8回

9回

10回

II回

12回

13回

14回

15回

理学療法学科夜間部

精神医学 単位・時間数 2単位・ 30時間

河透宗知 学 年 2年生前期

資格
実務経験l!i土 20年
作業療 として、精神科病院、精神科訪問看護、尭違支援センターにで臨床を行

作業療法士/公認，心理師
う。また作提療法土韮成機関で教員を努めている。

理学療法の臨床においても，療精法神附害家を持つ患者や，同齢期題の患者多は多<，基本識的な精神医学の知識は必要であ
ると思われるまた，理学 士国試験においても，間数もく必要な知であるといえる

l し精精て神神か附附か害害わ者にる対をた同しめてじに、社基症会本状で白の特き徴、 経過、 基本全的知的識を習解得する.2 生 る人として、 人 に四! レ、将来的にリハビリテーションを提供する臨床
家と 的知識を習得する

精神医学精の歴史および現状について説明するととが出来る
主要な 神疾患の症状について説明するととが出来る
精神障害の経過や、生活上の困難さ、治療について説明できる

講義 併用授業

項目 講義内容

総論
精神障害と診断基準(従来フーの診断法と操作的診断法 IC目、 DS!D、精神医学の
歴史、脆弱性ストレスモ ル

総論
精神機能の障害と精神症状(意識、注意、知能、パーソナリティ、記憶、!感
情、自我障害、知覚障害、思考障害、病識)

総論 てんかん(分類、症状)

疾患論 依存症(アルコール、その他の物質使用陣害、噌癖行動障害)

疾患論 認知症、高次脳機能障害

疾患論 統合失調症①(主要な精神症状、精神症状の特徴)

疾患論 統合失調症②(症状と生活障害、治療、リハビリァーション)

疾患論 気分障害①(大うつ病)

疾患論 気分障害②(双極性障害、その他の気分障害)

疾患論 神経症性障害①(不安、強迫、ストレス関連障害、解離性障害)

疾患論
障害他)

2 、河 、その他の神経症性障害) t摂食

疾患論
パーソナリティ障害(パーソナリティ概説、 ICD' DSMに基づく障害分類、治
療・援助)

疾患論 行動の障害、性の障害

総論
精神科リハビリァーション、コンサルァーション・リエゾン精神医学、他職種
連携

総論 精神科リハビリァーショシ、理学療法との関連について

定期試験80児
授業での課題、授業内での|受講上のルール留意点
確認テスト20%

授業内で適宜課題や知識確認テストを行うため、授業
ごとにその内容の理解を深め、不明な点は質問をして
いただきたい。

課題やレポートに関するフィードパック

授業内容の理解を深めるため、授業内で課題の実施や、知識確認テストを行う。結果については、次回の授業で補足、
フィードパックを行う予定。

書名 著書名 出版社名

教科書 標硝理学療精法神学医・学作第業4療版法噌学補専版門基礎分野 編集上野武治 医学書院

参考書 授業毎の配布資料

オフィスアワー
主として、授業肉、授メー業ル前で後のの連時絡間tに質問を受け付ける。

必要に応じて、 をしていただきたい
m-koube@nichireha.ac iロ



理学療法学科 夜間部

科 目 小児科学 単位・時間数 1単位・ 15時間

担当講師 江添 隆範 学年 2年生 前期

資格

実績経験 昭和 62年より、小児科医師として病院勤務。治療の経験を活かし、講義を行う。

小児科医師

授業の 治療に理学療法、作業療法が重要な役割を果たす小児、思春期の疾患について講義形式で習得する。
位置づけ

到達目標 小児の正常な発育、発達を知る。小児に特有な疾患を理解する。

授業形態 講義 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 小児の特性、発逮 発達、発育(正常)について、小児保健、小児によくみられる症状など

2回
小児保健、小児の注意すベ

新生児の特徴、低出生体重児、遺伝について学び直す
き症状、治療

3回 遺伝学、新生児 脳奇形、てんかん、筋疾患(筋シストロフィ症、ミオパチー)など

4回 神経、筋疾患 自閉性障害、 AD/HD、先天性心疾患を中心に

5回 心疾患、感染症、呼吸器 小児期に多い感染症

6回 消化器疾患、内分泌疾患 ホルモンの異常による小児疾患、貧血、白血病、血友病など

7回
血液・腫蕩疾患、アレル

ぜん息、アトピー性疾患
ギー疾患

B回 腎疾患、重症心身障害 腎炎、ネフローゼなど、重症心身障害の定義、身体的特徴と治療

成績評価|筆記試験100% |蜘…時点|
課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出版社名

教科書 PT・OTの小児科学の最新版 医学勝因

参考書

オフィスアワー 授業後の休憩時間



理学療法学科 夜間前

科 目 リハビリァーション医学概論E 単位・時間数 2単位・ 30時間

担当講師 工藤征四郎・佐々木和裕 学 年 2年生 前期

資格

実績経験

社会福祉士

位綬置業づのけ
この授稲業祉では、リハビリテーション概論に関する基本的知識を習得する。
社会 とは何か。他の政策との比較や歴史的経緋をもとに理解する。

リハビリテーション・社会福祉における基本的な概念や知識、理論を習得する。基本的な用語について、
到達目標 (丸終勝的記ではなく)よく理解して、自分解の言葉で説明できるようにする。

最 に国の財政との関係について理する。

授業形態 講義 併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 福祉・医療・保健等の状況 リハビリァーションと深い関連を有する福祉・医療・保健等の状況

2回 福祉・医療・保健等の状況 日本の高齢化の進展と少子化の現状

3回 福祉・医療・保健等の状況 日本の高齢化対策

4回 福祉・医療・保健等の状況 後期高齢者医療制度

5回 福祉・医療・保健等の状況 介護保険について

6回 福祉・医療・保健等の状況 障害者の現状

7回 福祉・医療・保健等の状況 国民医療費の動向

8回 社会保障の歴史的経緯 日本の社会保障の歴史的経緯 飛鳥~江戸時代

9回 社会保障の歴史的経緯 日本の社会保障の歴史的経緯 第一次世界大戦以降

10回 社会保障の国際比較 日本の社会保障の国際比較その他

II回 将来の問題点 今後の社会保障の行方

12回 国の経済や財政力 財政再建

13回 国の経済や財政力 日本の抱える諸問題 福祉・医療・保健等の状況

14回 診療報酬 国民医療費増加抑制対策

15回 診療報酬 リハビリァーションに関する診療報酬の現状

定期試験.筆記試験100%
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課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出版社名

教科書 リハビリテーション概論(手作り最新版) 工藤征四郎 授業前に配布

参考書

オフィスアワー 授業前後の休憩時間



理学療法学科 夜間部

科 目 理学療法研究法 単位・時間数 l単位・ 15時間

担当講師 斎藤 雄 学 年 2年生 前期

資格

実績経験
理学療法土としての日々の臨床業務や大学院で実際に行った研究の

理学療法土 経験を活かして講義を行う。

修士(老年学)

「研究法」というと、多〈の学生が苦手意識を持っていたり、将来臨床で理学療法士として働〈上で、全く
必要がない学問と考えている方が大半を占めていると思います。そんな私も、学生時代や新人の頃は「臨床
家の自分には一切必要がない学問」として考えておりました。しかしながら、理学療法士として働く上で、

授業の この研究法で培われる視点や思考過程が身についていないと臨床の現場で大きな落とし穴にハマってしまう
位置づけ ことが多々あり、臨床家こそ研究法を学ぶ必要が大いにあると考えています。 「目の前の情報は確かなの

か」 roo法をしたら良くなった患者は本当にその00法の効果なのか」といった、 『批判的な吟味』とい
う視点と思考過程をこの授業を通して身に着けていけたらと思います。なかなか敷居が高いと認識されてい
る「研究法」ですが、できる限りかみ砕いて皆さんが理解しやすい授業にしていきたいと思います。

-批判的な吟味ができるようになる巴
到達目標 -論文を正しく検索し、正しく読めるようになる。

-研究の概要と流れを理解し、研究のデザインができるようになる。

授業形態
講義(対面または遠隔または併用)
*その時期の感染拡大状況に応じて

授業計図

回数 項目 講義内容

1回 研究の概要① 研究とはなにか。なぜ臨床家が研究を学ばなくてはいけないのか。

2回 研究の概要② 職人と専門家の違い。実際の研究(論文)は何が書かれているのか。

3回 研究デザイン① 研究デザインとはなにか。研究を進める流れについて。

4回 研究デザイン② 研究デザインの種類について

5回 文献検索 なぜ文献を検索するのか。実際にどのようにして検索をするのか。

6回 バイアス バイアスとはなにか。バイアスの種類について。

7回 研究不計正画行と為倫理 研究計図書の書き方と倫理審査、不正行為について。

8回 論文を読統む計たのめ知識に必要な 論文を正しく読むために必要な最低限の知識。

授業時間数の3分の l以上欠席した者には単位を与

レポート課題 受講上のルール・留意点
えない。

成績評価 遠隔授業の場合、出欠やレポート課題などは学校の
規則に準ずる。

課題やレポートに関するフィードバック

遠隔授業などでのレポートに関しては、次の授業までにpowerpointにてフィードパックを行う。

書名 著書名 出版社名

教科書 最新理学療法学講座理学療法研究法 対馬栄輝 医歯提出臨
株式会社

参考書

オフィスアワー 授業前後の休憩時間



理学療法学科 夜間部

科 目 検査課.IJ定法III(神経・中枢) 単位・時間数 I単位・ 30時間

担当講師 鈴木雅男、篠田良平、村井敦士 学 年 2年生 前期

篠田 良平尖務粧酷 28荊年院
理学療法士として、回檀期 、総合病院、教育機関に常勤として助萌.尖掛経験を活か

資格 し実木例を克えながら講義を行う.
蹄 雅法男尖務経肱 36年

実績経験
理学療 士として、一般病院、韓合荊院、教育機関に常勤として却J萌.非常勤として市田
期村区の保他センタ一、介護老人保融施設諜、甜問リハビリテーショシにて勤萌躍があり、急性
から維取持期にかけての経験から慢 を行う.

理学療法士 )1 土:実萌経験30年。
1992年より中杷疾患を背中心とした病任院で勤哨勤.務羽田年に描師・先師・あんまマッサ ジ指
庄師を取得.その桂教 機関でJ. .lf. として 。

神経系は大査きく分けて中枢神経系と末梢神経系に分けられ、疾病によって障害される部位により病強は多態岐に
わたる。検 測定法Eでは、理学療法の極臨検床現場で接することが多い中枢神経系の障害によって現れる病 につ
いて、その障害状況を把握するための各 査法を学習する。
検査法の領域は以下の通りである.

授業の
l 反射
2 片高麻療の運動機能

位置づけ 3 次脳機能
4.脳神経
5 筋緊張
6 協調性

1 各検査法の神経学的背景を説明できる。
到達目標 2.各検査法を説明できるa

3.各検査法を実施することができる。

授業形態 講義・演習 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 反射検査① 反射の定義・種類、深部膝反射

2回 反射検査② 深部腿反射、表在反射

3回 反射検査③ 表在反射、病的反射

4回 高次脳機能検査① 失認、失行、失語

5回 高次脳機能検査② 認知症、注意障害、ほか

6回 片麻庫運動機能検査① 共同運動と連合反応、ブルンストロームテスト(上肢)

7回 片麻癌運動機能検査② ブルンストロームァスト(手指)

8回 片麻癖運動機能検査③ ブルンストロームァスト(下肢)

9回 脳神経検査① 嘆神経、視神経、動限・滑車・外転神経

10回 脳神経検査② ニ文神経、顔面神経

11回 脳神経検査③ 内耳神経、舌咽・迷走神経、副神経、舌下神経

12回 筋緊張検査① 筋トーヌスの基礎・異常、被動性検査、懸振性検査

13回 筋緊張検査② 筋硬直の検査、伸展性の検査、姿勢性筋トーヌス検査

14回 協調性検査① 協調性陣害、運動失調検査(姿勢、歩行、日常生活動作の観察、四肢の運動失調検査)

15回 協調性検査② 運動失調検査(共同運動不能、測定障害、変換運動障害)、その他の検査

筆記試験50%、実技試験50%
受講上のルール・留意点| 実技では動きやすい服装(基本は短パン、 Tシヤ

ツ)の準備をすること。

課題やレポートに関するフィードパック

実技に関するフィードパックは実技練習中、練習の後、個別または全体に対して適宜実施する。

書名 著書名 出版社名

教科書 ベッド理サ学イ療ド法の評神価経学の診改か訂た第6改版訂18版 |松田揮 正、 江藤口勝桂彦雄、 著坂井
崎義昭、斎 文彦著

金南原山出堂版

参考書

オフィスアワー 担当授業の前後、教員室にて



理学療法学科夜間都

科 目 検査測定法N[整形・動作] 単位・時間数 1単位・30時間

担当講師 内山結城村井敦士 畠山敦 学年 2年生 前期

資格
内山 J経実Z務験務経後経験'"夜年術法抱，.ス11P9Nポ9F2Aー年はよツ耳際PNF協会}認定セラピス病たの院とト.院.ケでし病てBアで極や勤助院限1総技務務認術設可2ス向を0 ポー娩ツ盤形クリニック等での、現は トレー I陸 上に ている.

実績経験 村井 マッサ験ー3ジOil'-.199 よ得得り'1'恨のナ疾後ー忠教育とをるど機.終ゆし心急験て関性でもとしした使r手きd 064Fiごわ鎚師コ・灸師・あんま

理学療法士
自llJ: 1985ilJ!学結縦 医士師免外静科を取習 3等8そ年目年とな 期uu 2カリJi取得.急性別の脇本<1'

-失制・ itH'I.H :'!j， 12 ほ て

盤査I手陸外的法科検、査的ァ法ストとは rH，関節、筋、神経、血管などの速動器の托H手盤話検やJ~その部位を特定するために行われる

検徒 」機の lつである.我がばれ困では理学的検査法蝦、盤科評Iuz居外価医r科師徒 査科択法、運動器徒手検査呆法医検師、骨関節高
沼田J 能検査tliなどと呼 ることもある。 形外 も テストをうが、 の場合は

診に る。理 法士の場合は、 「僚のための機能 」及び「外選した理学行療法の効 証Jとし

位授置業づのけ

て断般]世利外Jjj(用科す的テスト学をる検療使川すること側而が治多い.端的に言え 猫形外科領域において焔みや、身体不調の根
本的な囚を追究す 査」である。

学生のは解&f.イ印町j学 生理学てi.ti・i述動学といった「専門基学舵」びを基盤とした上で、状関態節可動把域測定や徒手筋評価力検査、
その他 と合わせ 習から強J~外科テストを 、より正確に患者の を掘するために ・技術
を身につける.

1.解他剖の検学・生理学・運動学の知識から控形外態科テストで何が分かるのか説明することができる。

到達目標 2. 査結果と合わせて考え、患者の状 在理解突施することができる。
3 疾患に応じて必嬰な整形外科的テストを選択し できる。

授業形態 講義演習 対面授業

l筏史を技聾開始時あるいほ終叩盤に小テストを行う固

2 ではillIJきや可い 装 (基本は短パン、感あほT束染るシね身予ャだ防るツ等にし)Eな、7の3みそめ郁発表 20% 
仰は すること.その際に臨ーリ床ルを外措消す務毒す、に躍長る響の

小テスト30%
受講上のルール

しないこと(アクセサ い盟ど
成績評価 定期試験50% の他必盟に応じてアルコ な

-留意点 ること 。

合計 10 0出
3授措展開 小テスト①避=今グループごとにテーマを盟ト②択
=手メンパ一間で担当を 択=字削べる時発表=争小テス 吟

振り返り

課題やレポートに関するフィードパック

実技演習に関しては、机問巡疑回中に行う。またリフレクションシートには、質問欄を設けているので、その記載に合わせ
てフィードパックを行う。 問・質問に関しては、メールで随時対応、時間外にも対応する。

教科書

参考書

オフィスア

病態動聞から学ぶ臨床整形外科テスト

写真で学ぶ整時外科テスト法瑚補改訂新版

研修日(木曜日)、午後から出動(教員室滞在)
メーJレで由連絡は随時

v-Ilr.hiv;lm詞 @nir.hirP.h::ull"!in

吉田也、剛元府夫

ジョーゼ7・J・シプリアーノ

理学療弦評町のテキスト参照



理学療法学科 夜間部

不↓ 目 検査測定法演習 I 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 吉葉則和 鈴木雅男 篠田良平 学年 2年生 前期

資格

高発句;t弘T将龍主寺説車盗話品ZEZiねi?まEしZ品LEtFi嘉E瀦穂附出誌般随掛をうす若肘師 総削硝酸
病院、教育機関

実績経験

篠田島平 実萌経験非実28年務 理期学他療セか法維士持と期して、回檀 業病問院をリハ行、教うビ.育リ機テ関一
理学療法士

に常勤として勤荷。 経験を活かし~例を交えな う.

-本Eばる亨。、股夜業“E理はhl:i.3 lt6gf. 1~1 由iま診たりて評る'rlfil終こわとでる"あとり、いわされま、さ l 1 1 半世介入ι.J'出を保で証あす."る要しは件としな

よl年う生にで主学にんグだル理ー学プ旅で法再評学仙E検査法について、検査の目的や意義を理解し、適切に実践し臨尿の閣で活
用できる 留する授業である.

位授置業づのけ 今まで学習した各検査法について、目的、方法、結果の解釈を確認しておくこと。

民検主査方法は、グループを主習体をとした「実技果J r蹴習」を行う。
各 において、測定締 行い、立の授でOSCE(objeclive slruclured clinical examination客観的臨床
能力試験)を尖施し臨床能力を養う。

到達目標
1. 各各検検査査法法について模目的擬・意者義が説卑明で吉る。
2. について 患を対に実践できる。
3 各検査法の結果を解釈、統合できる。

授業形態 沖山田日 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 問診 医療面接 OSCE バイタルは毎回授業の前後に計測

2回 形態測定① 肢長・周径測定練習

3回 形態測定② 肢長・周径 OSCE 

4回 呼吸器循環器① 聴診、打診、心電図のみかた、運動負荷試験 (METSなど)

5回 呼吸器・循環器② 脈拍と血圧、呼吸パターン OSCE 

6回 ROM'① 上肢測定練習

7回 RO!~② 上肢 OSCE 

8回 RO!~③ 下肢測定練習

9回 ROM④ 下肢 OSCE 

10回 跡IT① 上肢測定練習

11回 !日IT② 上肢 OSCE 

12回 刷T③ 下肢、頭部、体幹測定練習

13回 刷T④ 下肢、頚部、体幹 OSCE 

14回 ケーススタディ 整形疾患必要な検査項目の抽出、実践

15回 ケーススタディ 中枢疾患必要な検査項目の抽出、実践

受講上のルール・留意点|実技では動きやすい服装(基本は短パン、 Tシャツ)の
串怖をすること。

課題やレポートに関するフィードパック

実技に関するフィードパックは実技練習中、練習の後、グ)~ープまたは全体に対して適宜実施する。

書名 著書名 出版社名

教科書 各授業で使用した教科書

参考書 各授業で使用した教科書

オフィスアワー 担当授業の前後



理学療法学科 夜 間 部

~!f 目 検査測定法演習E 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 吉葉則和、鈴木 雅 男 、 篠 田良平 品ヴー 年 2年生 後期

資格 古車則干fI 尖荷経験宵機22年年に理て学学理療学生法教療士t1として総合病院経、験病ク談院リ、もニ古総ッ合めク講病、義院維、を持行教j明育うを。機経関験 後、組関 育法にかかわる.

鈴務木 雅勤勤男て務実勤と実務経市験35 士として、 一般 院 総合訪実績経験 助 .非常 して 区の保性健期学センター、介護老人保健施設、 HlJリハビリテー
ションにて 歴があり、急 から維士持期にかけての経験から授病業を行う。背

理学療法士 篠市田良平 務経験JI実28年務理療活法 として、回直な期病院、総合院、融機関
に助とし 萌。 経験をかし尖伊Iを交えがら講義を行う。

理学療法法に2に年お主は生評けにで価るグ学ル評にぶ価始ー理はまプ学でり療“診評再法価学た評て習に価終する・"わる検授るこ査"業と法ででとにああいつわるりいれ.、て吉、、評ま検価ざ査まはのな安目情全的報でや効告意価果義瞳的をづな理治け解療るし課・、題介適解入切決をに保手実段証践ですしある臨嬰る̂l京。件のしと拐なばでるし活ロば用、6ι理学療

本授業は で
きるよう

位授置業づのけ 今まで学習した各検査法について、目的、方法、結果の解釈を硲認しておくこと。

段各検業方法は、グループを主体とした次「実の技筏J業 「百t習」を行う。
ままにおいて、測床定能練習を行い、 でOSCE(objective structured clinical examination客観的臨床能力

試験)を災施し臨 11を養う。

1 各各各検検検査法について目擬的・意義が説明できる。
到達目標 2 査法について棋解 患者を対象に実践できる。

3 査法の結果を釈、統合できる。

授業形態 演習 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 疹痛、整形外科検査① 脊柱、下肢、上肢測定練習

2回 疹痛、整形外科検査② 整形外科検査 OSCE 

3回 感覚検査① 表在・深部感覚測定練習

4回 感覚検査② 表在感覚検査 OSCE 

5回 感覚検査③ 深部感覚検査 OSCE 

6回 反射検査① 深部腿反射、病的反射測定練習

7回 反射検査② 深部腿反射、病的反射 OSCE 

B回 中枢神経系検査① 片麻痩機能検査、筋トーヌス検査、 SIAS 測定練習

9回 中枢神経系検査② 片麻療機能検査 OSCE 

10回 中枢神経系検査③ SIAS OSCE 

11回 中枢神経系検査④ 脳神経系検査測定練習

12回 中枢神経系検査⑤ 脳神経系検査 OSCE 

13回 中枢神経系検査⑥ 協調性検査測定練習

14回 中枢神経系検査⑦ 協調性検査 OSCE 

15回 中枢神経系検査③ パフンス検査測定練習 OSCE

受講上のJレール留意点|実技では動きやすい服装(基本は短パン、 Tシャツ)の
準備をすること。

課題やレポートに関するフィードパック

実技に関するフィードパックは実技練習中、練習の後、グループまたは全体に対して適宜実施するe

書名 著書名 出版社名

教科書 標準理学療法学運動療法学各論第4版 編集 吉尾雅春 医学書院

参考書

オフィスアワー 担当授業の前後



理学療法学科 夜間部

科 目 総合演習 (PBLl II 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 木 下 修 鈴 木 雅 男 高 橋 豊 PT教員 A ザー 年 2年生後期

資格

実績経験

義肢装成具士として41年年、製作・適合判定に従事していました。
理学 法土として31 、総合病院(急性期・回笹期)・クリニック・老健施設・特

理学療法士 (31年)
設訪問 ディサービス 保健所・教育機関は大学・大学院などに従事していまし

義肢装具士 (41年)
た.

痕例情報を基に今まで学んだ医学的基礎知識や喫学療法評価の理解を深由、グループディスカッションや実
技を過して自ら学んでいく。

授業の
患者かのら健ら理康患解者問す題のる抱をこ見えとつるは問け患た姐者後の中解、心全決の人に考的向えにけ方思ての解取根すり幹組ると。むな人。る取(ひと)ムを内身の体役・割心を理明・確社に会し的、立場など、 あらゆる角 I 位置づけ 度か チー ま自とらめ積、栂グ的ルにー行プ動発し表、
症例 後は‘症例情報からの学びを
を行う。これらの過程で理学療法士の臨床思考を身につけていくことを目的とする.

1 症例情報から必要となる評価項目を選択できる。
到達目標 2 評価情報から問題点をICFにまとめ、ゴール設定、プログラムの立案ができる。

3. 1年次、 2年次で学んだことを通して、患者の身体・心理・社会生活を総合的に理解する。

授業形態 講義・演習・実習 対面授業

授業計画

回数

1回

2回

3回

4回

5回

日回

7回

8回

9回

10回

11困

12回

13図

14回

15回

項目

オリエンテーション

症例情報の整理と理解

症例情報の整理と理解

症例情報の整理と理解

理学療法評価

理学療法評価

理学療法評価

理学療法評価

症例情報のまとめ

症例情報のまとめ

症例情報のまとめ

症例情報のまとめ

症例発表

症例発表

組伊I解説、フィードパック

授業内発表:50% 
課題提出 50% 

教科書

参考書

講義内容

授業の目的と実施内容について

症例情報を整理し、全体像をまとめる

症例情報を整理し、全体像をまとめる

症例情報を整理し、全体像をまとめる

必要な理学療法評価を選択

理学療法評価実 践

理学療法評価実 践

理学療法評価実 践

問題点をICFにまとめる

評価結果からゴール設定、プログラム立案を行う

評価結果からゴール設定、プログラム立案を行う

発表準備

まとめた内容を発表

まとめた内容を発表

症例について解説、演習についてよかった点や今後の課題を整理する

1 授業中は私語を謹んで授業に集中する。
畳講上のルール情宜点l

1 グループワーク課題は積極的に行う。

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは全体に行う。

書名 著書名

オフィスアワー
授業時間以外で質問のある場合には、事前にメールで予約をしてください。

Mail: o-kinoshita@nichireha.acjp 

出版社名



理学療法学科 夜間部

手ヰ 目 運動療法学E 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 畠山・内山・吉葉 学 年 2年生 後期

資格 白山 1985理学療卒法士失免許習得何年目となる。急性期病院で施設認可を2か所取

得。急性期務の脳 年中・ 制疲・礎形外科等、 1病2年院ほ施ど設経ス験ポしーてツ吉整た形。
実績経験

内山実経験14'1'.IPNFA認定セラピスト。 クリニック等
での経験後、スポーツトレーナーとしても選手のケアや技術向上に携わっている。

理学療法士・繊師・灸師 古来:実務経験22年理学療法士として総合病院、クリニック、維持期を経験、教
育機関にて学生教育にかかわる。

授業の
各病態の概要を踏まえた運動療法の特徴と運動療法の種類を学習する。

位置づけ

到達目標 各病態を理解し基本的な運動療法を学習する。

授業形態 講義・実習 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

2l 回回 全身持久力
目的、適応、禁忌、注意点

有酸素運動とその効果、強度の設定

4356 凶阿図凶

中枢性運動麻症の病態

中枢性運動麻痩
中枢性運動麻庫の病態

中枢性運動麻庫の運動療法

中枢性運動麻揮の運動療法

78 回回
末梢神経性運動麻 末梢神経性運動麻癖の病態

痩 末梢神経性運動麻痕の運動療法

i9O 回回 バランス障害
協調運動障害の病態

協調性運動障害の運動療法

l 1 2l 回回 協調性運動障害
協調性運動障害の病態

協調性運動障害の運動療法

11 43 回回
高齢者の特量と運動療法

尚齢者
高齢者の運動療法

15回 まとめ

筆記試験80%、提出物20%
他者に対する礼儀と回慮、必要であれば補講又は実

成績評価
欠格要件(授業時間ν3以

受講上のルール・留意点 技練習を設ける。疾息の概要理解のために文献の抄
上の結石者には単位を与え

読、およびグループ発表。
ない)

課題やレポートに関するフィードバック

メールでの添付にて提出、添削によるフィードパック

書名 著書名 出版社名

教科書 運動療法学障害別アプローチの理論と実際第2版 市橋則明 文光堂

参考書

オフィスアワー 担当授業の前後



理学療法学科 夜間部

科 目 物理療法学 単位・時間数 1単位・ 15時間

m当î~師 篠田良平 両林礼子 学 年 2年生 前期

資格 篠勤田良平 実勤務務経験28年 理学療法土として回復期が病ら院、総合病院‘教育機関に

実績経験
常として 。実務経験を活かし実例を交えな 講義を行う。
高林礼子て実勤務務経。験25年 急性期病院、講特義義を、通所、訪問などに勤務。教育機関に

理学療法土 常勤とし 。実務経験を活かして 行う。

PT (Physical Therapist)の語源となった学冷問である。線物理エネルギーを人体に作用ぞれさせた生理的反応を治
療に用いる。代表的な治療として温熱、寒 、電気、光 、牽引等があるが、それ の属性により使い方

授業の があり、それを誤ると事故にもつながるので明確に禁忌が提示されている。基本的な使用法と禁忌を学びな

位置づけ がら科学的実プ験リの要素を取入れ、物理エネルギーの特性を目で確認して理解を深めていく。
授業方法は ント・パワーポイントを主とした講義形式。治療機器の体験演習では機器を使用する場面を
見せながら、実際に自分でも体験する。

到達目標
0物理的エネル禁忌ギーの種類と人体に及ぼす効果を理解する。
0各治療法の を理解し覚える。
0各治療法を自分で体験する。

授業形態 講義・演習 併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 概論・温熱療法 物理療法の基礎・原理 ホットパック・パラフイン

2回 温熱療法 超短波・マイクロ波・超音波

3回 光線・寒冷療法 赤外線・紫外線・レーザー・アイスパック

4回 寒冷・水治療法 アイスマッサージ・過流浴他

5回 電気療法 基礎・低周波・干渉波・ TES

6回 電気療法 FES . BDS・フィードパック

7回 牽引療法・ CPM等 頚椎牽引・腰椎牽引・ CPM.その他物理療法

8回 まとめ

成績評価 定期試験筆記試験lOO~ノ 受講上のルール・留意点 授業中は私語を謹んで授業に集中する。

課題やレポートに関するフィードパック

全体にフィードパックを行う。

書名 著書名 出版社名

教科書 物理療法学 吉田英樹 メビジュカール

参考書

オフィスアワー
担当授業の前後



理学療法学科夜間部

科 日 日常生活活動学 I 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 中村信・篠田良平 学 年 2年生前期

資格 中村・実務経者験デイ21年 理学療法デ士イとして、病院・クリニック・特養・者他・訪問
リハ高齢 ケア虫身 サービス・教育機関にて培った経験を活かし、

実績経験 実例を交えながら講義を行病う。 勤篠と田 実勤務務経験実28年

理学療法土
Jll学療法士として回復期院、総合病院、教育機関に常 して 。 務経験
を活かし実例を交えながら講義を行うロ

この授業では、日常生活活動(以下:AOL)の知識と技術の基礎を学習する。

①②す療AA、るDDL油L機のと器L概指障を導念が理いにと解そ繋、しのげ生提範活ら古囲を踏まえ、 基本動作を含むAOLを運動学的に捉える方法を理解し、 評価や治授業の れる力を養い、生活機能を向上させるための理学療法アブローチを学ぶ。
位置づけ 機能の関連を理解し、ーノ、ひとりの生活様式プにマッチした環債整備やAOLを支援

供する技術と活用‘対象者のQOLを高めるア ローチを学すぶ。
③グル プワークや体験演習を通しAOLについての理解を深め、活動を制限 るものは何か、参加を制
約するものは何かを捉える力を養い、障がい者に寄り添える理学療法士としてのアブローチを学ぶ。

0リハビリテーションにおけるAOLの関わりを理解している
到達目標 OICF分類とBI. FIMの採点を行える

0車椅子駆動、杖歩行や介助に関して相手に説明しながら行える

授業形態 講義・演習 併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

21 回回 ADLと概念
ADLとは(グループワーク)

ADLの概念、範囲、分類

435 困回回

障がいの定義lCIDHとICF

ADLと障がい ICFの特徴と分類

ICFの分類(グループワーク)

67 回回 ADLとQOL
QOLの概念、評価

障がい受容

1日18902凶回回同困

ADL評価の概論、目的、役割

Barthe 1 lndexの特徴・配点

ADL評価 FIMの特徴・判定基準

FIMの特徴・判定基準

その他の評価表、評価の実際

13回 歩行補助具 歩行補助具の分類と使用方法、杖歩行の指導、介助法

14回 車椅子 車椅子の分類と使用方法、車椅子駆動の指導、介助法

15回 体験演習 杖歩行と車椅子駆動の体験演習

筆記試験 90% 
小テスト 10% 

授業中は私訴を謹んで授業に集中する。
成績評価 授業時間数の3分の l以 受講上のルール・留意点 演グ習(実プ技ワ)では動きやすい服参装を単備する。

上欠席した者は試験は受 Jレー ークでは積極的に加する。
験させず、単位を与えな
、也、

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは授業の中で全体に行い、授業終了後は個別対応。

書名 著書名 出版社名

教科書 日常生活活標動準学理・学生療活法環学境学第5版 鶴見隆正、陵島研吾編集 医学書院

参考書 日常生活活動第2版 千住秀明監修 神陵文庫

担当授業の前後
オフィスアワー メールでの連絡は随時

(shin-nakamura@nichireha.acjp) 



理学療法学科 夜間部

科 目 疾患別理学療法 1-A 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 米村 豊 学 年 2年生 後期

資格

実績経験
平成2学0年生から盤I~外科領域で培った知識と技術を提供するとともに、との経験を活
かし 自身で考え行動できる内容の授業を提供する。

理学療法士

位授置業づのけ 整形外科疾患の理学療法評価・運動療法の知識・技術の習得。

到達目標 整形外科疾患における理学療法評価・運動療法を考察、説明、実践できる。

授業形態 対面を基本とする

授業計画

回数 項目 講義内容

l回

書
肩関節疾患

肩関節周囲炎、腿板断裂などの病態と障害{撃を学.ò~"
肩関節疾患の理学療法評価・治療法を学ぶ。

トfi肘・手関節疾患
上腕骨外側上頼炎、 TFCC損傷などの病態と障害像を学ぶ。
肘・手関節疾患の理学療法評価・治療法を学ぶ。

国頚部疾患
頚推症、後縦靭帯骨化症などの病態と障害像を学ぶe

頚部疾患の理学療法評価・治療法を学ぶ。

HZ 胸椎・胸郭疾患
胸椎側脊症、後背症などの病態と障害像、を学ぶ。
胸椎・胸郭疾患の理学療法評価・治療法を学，o，。

書腰部疾患疾患
腰椎椎間板ヘルニア、脊柱管狭窄症などの病態と障害像を学ぶ。
腹部疾患の理学療法評価・治療法を学ぶ。

成績評価| 定期試験 受講上回ルール・情意点| 教科書のほか、配布資料を使用
解剖学・運動学の理解を深めておくこと

|
|
陣
L

課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出版社名

教科書 運動器の運動療法 小柳磨毅ほか 羊土社

参考書

オフィスアワー 主」



理学療法学科 夜間部

キヰ 目 疾患別理学療法III-B 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 篠田良平 鈴木雅男 学年 2年生 後期

資格 篠田良平法3し5士突年突と萌し経験28年置理学療 て、四 期病講院義、総行合病院、教育機関に常勤として助掛.実務経験

実績経験 を活経か験 例を交学えながら を う. 鈴木雅男。~
務 理討を法士として、 般病院、総合病院、教育機関勤務.M劫とし

理学療法土 て市 区¢経保験他センター、介行護老人保健施設にて勤務歴があり、急性期から維持期
にかけての から授業をう。

「難囚病はJ様と呼でー・筋ば、シ疾れまョだ患るン解神評の経価明中でさと・筋疾患の痕い疾例患は、 臨大床変多の現存場でも担す当す。る機会が大変多くあります。々 れていな も く在しま
数原ある神経 も、臨プ床ロの現場で比較的多く見られる疾患にフォーカスし、病態理府ι
リハビリテ 治療 グラムについて講義をします.

位授置業づのけ 突如身近にす「死巳Jが迫ったり、今ピ後リ元テの生活に戻れなかったり、対象となる方の精神的な落ち込みは怨曲を絶する場聞が
多くありま 骨折などのリハ ーションとは泣い‘明るい未来が約京できない、思い描けない難病を患った方に対

して、どのようなアプローチをしたら良いのか患け。Jる
現場でチ経方験法したリアルな話を踏場まえて、 「疾 への科学的な~mliîでのアプローチと、 「人間Jへの精神心理的なアプ
ロー を学び、臨床の現に役立ててい ような講義を行います.

到達目標
疾案患の特施徴でを埋解したうえで神経 筋疾患の理学療法について学習し、各疾患における評価・治療プログラム立

を突 きるようになる。

授業形態 講義 対聞と遠隔の併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 神経系の構造と基礎 神経系の構造や機能など、基礎的な知識の復習

2回 脱髄性疾患 脱髄性疾患の原因と病態理解

3回 多発性硬化症 多発性硬化症の原因と病態理解、評価法、治療プログラム

4回 末梢神経障害 末梢神経障害の原因と病態理解

5回 ギランバレー症候群 ギラン・バレー症候群の原因と病態理解、評価法、治療プログラム

6回 シャルコーーマリーートヮース荊 シャルコー・マリー・トゥース病の原因と病態理解

7回 筋疾患 筋疾患についての原因と病態理解

B回 多発性筋炎・皮膚炎 多発性筋炎・皮膚筋炎の原因と病態理解、評価法、治療プログラム

9回 筋ジストロフィーの概要 筋ジストロフィーの原因と種類、病強理解

10回 筋ジストロフィーの評価/措療 筋ジストロフィーの評価法、治療プログラム

11回 筋強直性ジストロフィー 筋強直性ジストロフィーの原因と病態理解

12回 筋萎縮性側索硬化症の概要 筋萎縮性側索硬化症の原因と種類、病態理解

13回 間聾縮性側索硬化症の評価/治療 筋萎縮性側索硬化症の評価法、治療プログラム

14回 重症筋無力症 重症筋無力症の原因と病態理解、評価法、治療プログラム

15回 まとめ・総括 復習・総括

成績評価|筆記試験(!00%) 受講上のルール・間意点 l 授業中は荘、請を謹んで授業に集中する。

|一実施する

課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出版社名

教科書 神経陣審理学療法学E神経筋障害 中 山 恭 秀 ・ 鈴 木 俊 明 編 メジカJ社レ
ビュー

参考書 病気がみえる vol. 7脳・神経第2版 医療情報科学研究所 メデディィッアクメ

オフィスアワー 授業前後の休部時間



理学療法学科夜間部

手ヰ 目 理学療法技術論ID(軟部組織) 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 石垣栄司・畠山敦・村井敦士・中村信 学年 2年生後期

資格
石と垣して2鋤4務描経.験急3性l年期。か理ら維学療持法期土までと様して々な、総患合者病に対院し・維て持義期肢病装院具、・教筋育を機原関因にと管し理た臓痔

石垣理学療法士 捕出治療に挑わる

山 198な5理ど学、療急法性士期免の許脳習本1U中38患痔年捕者目治さと療んなのをるた中.古住者として急性§地果期域1也崎、の院中日で棋本施病リ設ハ院認をビ可1リ2 を2か所取得 心に蛙jのB外在科学等、

実績経験
畠山理学療法士・娘師・

年腿ど型捕同田世1M者柑垢ディ町そ間諸のケ肺後ァ説;f時 め触 を本

灸師 テーシ なる.

村)1': ~llíll!!II30'F-， 拙育重、19機理9師身2年関学デ長で波イよサ師専法り任士ー中恒疾患を中心とジし指た病圧師院で助摘得し、 19後99年治より官
村師井:理学療法士・織ジ指師・灸師 理職と に あんまマ摘ッサー を取.その 討を院を

-あんまマッサー 庄 中10村年間 教 として勤
て として病教抗育機・クリニて助ック 特実韮萌 者他22年・訪問iリ

中村・ 3里学療法士
ハ同 ピス・関1: 務.経験目.

位授置業づのけ
肢軟中部の組閑織系をの痔立捕イ証ン制業ジ御ケのーターは摘みのコントロルである.分甜追聞の意立ち[良り反韮応勢分を吉折めた筋助緊分析張及をび古強め力として分析の筋

時恒 の を通して、具枇体部的組な運動のへんっかをいかけてい<， 、運 た肋刊 の
で、 設 作 一環として 織の治時手技を学習する。

到達目標
緊張を痛みの観点でとらえ、弛緩を誘導する。動作分析を姿勢分析 運動分析と連動させ仮設立証作業を行
う。

授業形態 講義・演習 対面授業

j'><'~守官ロ lμ~

回数 項目 講義内容

l回 筋膜リリース 総論・コースオリエンァーション

クロスハンドァクーツク

深部筋膜リリース
腰仙減圧 1' rrとフォース・フォームクロージャー

横断面リリースと四肢の可動性

後頭頼部リリース プルァクーツク上肢・下肢

MTA総論

痛みの評価{原因となる筋の探し方)

基本手技 I

筋調整日ITA) 基本手技E

上肢の治療

下肢の治療

体幹の治療

Hit 神経モピライゼーション
総論、上肢、正中、尺骨、榛骨神経のモビライゼーション

SLUMP Test 

15回 ァーピング トリガ一ポイントとキネシオァープ

成績評価 レポート課題
受講上のルール・間意 他者に対する礼儀と配l品必要であれば捕誠又は実技拙習を

4点 ~~ける

課題やレポートに関するフィードパック

メールでの添付にて提出、添削によるフィードパック

詩名 著者名 出版社名

教科書 マイオチューニングアプローチ入門 高田治実 協同医書出版

参考書

オフィスアワー 担当侵業の前後



理学療法学科 夜間部

科 日 理学療法技術論N 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 水口 健一 学 年 2年生 後期

資格

実績経験 現在も施設勤務にて、治療経験を活かした授業を行っていきたい

理学療法士

授業の
臨林セミナーの一環として、臨床的に使われるPNFの手技について実技を中心に理解する

位置づけ

到達目標 運動療法 PNF を理解する

授業形態 講義及び演習

授業計画

回数 項目

l回 PNF (1) 総論

2回 PNF (2) 肩甲帯の基礎パターン

3回 PNF (3) 骨盤帯の基礎パターン

4回 PNF (4) 上肢の基礎パターン

5回 PNF (5) 上肢の基礎パターン

6回 PNF (6) 下肢の基礎パターン

7回 PNF (7) 下肢の基礎パターン

8回 PNF (8) 頚部体幹のパターン

9回 PNF (9) 特殊テクーック

10回 PNF (10) 特殊ァクニック

11回 PNF (11) マット動作での PNF

12回 PNF (12) マット動作でのPNF

13回 PNF (13) 歩行訓練と PNF

14回 PNF(14) 歩行訓練と PNF

15回 PNF (15) 呼吸と PNF

成績評価 筆記または実技試験 受講上のルール・留意点

対面

講義内容

授業時間数の3分の 1を超えて欠席した者には単位
を与えない

課題やレポートに関するフィードパック

書名 著書名 出版社名

教科書 PNFハンドブック柳津健他訳丸善出版(株)

参考書 PNFコンセプト監訳市川繁之ガイアブックス

オフィスアワー



理学療法学科 夜間部

科 目 臨床見学実習 E 単位・時間数 1単位・ 45時間

担当講師 理学療法学科教員 学年 2年生後期

資格

実績経験 総合病院(急性期回世期) クリニック・老健施世特養訪問・ディサーピ
理学療法士 ス・保健所・教育機聞に従事しています白

5基さ臨臨~礎床床、障医見見にど学学学の理3学よ実，5掛1問時う司資な法EE 法理でで士学ははのを学醍下主、ん法でに1年土考で医次理師えを・学蝿方目前時指問や期す措法、科士介醐の目のか謹法でな措話目学i置標祉ど習で施ををし立実の置た位てや習リ劉週するハや3間る年ビ介.仕立リ事直テに内・つー容訪なシ問をげョJリLるン学ハ.のすな世るど割のこ、理学班法土の仕事内容、 について位授置業づのけ とにより、自身の将来仰を思い描

見学実習となる.

臨床現場では、実習生であっても礼節や態度、挨拶# 前どや身だしなみ等に気を付け、社会人として常識のある

行動・態度で臨むことが求められる。求て具plmそめの体aの考的とらため、 段期をから医療人として相応しい接迦・態度・行動に気を
付け#段f床院L の生活から実践するととが れる。 の授業から臨床且学実習にItlるための学習を行い、

到達目標 理学縦士の業務内容、医療者とし え方な 憧習したうえで実習に臨むとと。
1 臨現場の割I学療法土田投割、 な仕事内容を説明できる。
2 病 介護郁祉現場で働く申 しての4じmえを理解し、説明lできる。
3 この見学から何を得て、今桂何に取り組むべきかを明確にし、説明できる。
4 患者田利用者とのコミュニケーションを迎じて.理学療法士に求められるものを学占む

照業形態 尖習

授業計画ー実習前・臨床実習・実習後の学自『上の注意点

③実議習コ前習の実施方法を確認し、効果的な実習 施できるように郁備する。
授業の教科書や講義資料のポイントを に整理し、確認する乙と。
ミュニケーション技能、実技練習を入実念を実習に前実施し、実習に備えること。

見①学臨実床現習場では理学療法分野だけでなく、多臓概述携を íi~に思い浮かべて、広範聞の知識と技術を体系的に学んで
いく。
②臨床現場では積極的に保々なととを体験、見学するように努める乙と。
③習得した知識は毎白書類(ポートフォリオ)として記録すること。

f実h習市後習後発表では、実習中に学んだ点在漉思し、発表すること。

遺言談後は成果物を書類にまとめ、提出するとと。
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課題やレポートに関するフィードパック

実習地での課題やレポートのフィードパックは実習地で実施する。
実習終了後、担当教員からもフィードパックを実施する。

書名 著、If 出町社名

教科書 なし 学校配布資料

参考書

オフィスアワー 実習担当者担任と連棉を取る



理学療法学科 夜間部

科 目 臨床検査測定実習 単位・時間数 1単位・ 45時間

担当講師 理学療法学科教員 学年 2年生後期

資格

実紡経験 総合病院ru;胃(急・教性別育機・回復"大J)学 大ク学リヱたック・老世事健施し設 特養 訪問 ディサーピ
ス・保 |則は ・ |出どに ていました D

理学療法士

臨床見学常考学.識削えんI5だでの定4科学践のあすん考る目できたことを断まえて、 すた医療。社検人T会とEしての礼節なは日・有揖常る宜。直生活義ま・挨拶や身総だしなみて相等に気を付娘け.社瞳会皮人として 瞳庄で臨むことが必要で 人として. か2ら4医人とし 応品しい遇・
行動を ることが必要彼彼となる固ま 捌定が必実現で な酔臨床を送るために 冊僚とながる行I年っ次て回し2 

位授置業づのけ
年次検で をLっかり習習して');習に臨:法4 むこと 型に た、 において理学法土 E 

る査 え どを したうえで習に臨むこと
理学融療法評分価身学1:およ方びな診断学');で学んだ理学療 評価・検先測定。法とその国付けとなる躍動学・ It(.剖学園 出血tf~の
知を「 つけた上で習に臨むこと

臨床現場指では、実習生でが践求すあっても礼節や態度、民拶や身だし披なみ等に気を付け、社接111会人として常識動のある
行付学動け普療・ 庄で臨むこと められる.そのため、普前ど段期から医 人として相学応しい 過・臨度，行習 に気を

段法の生活車から容実 ることが求められる。 の般習措から臨床尖見 尖習臨に るための学 を行い、
理 士の萌向、医療者としての考え方なを誼したうえで習にむこと.

到達目標 1 臨床現尉の理1学何1，1療祉法士の世働今割、具体職的な仕事内心容構を説明できる.
2 病院・ 誼・ 現場でく門としての えを理解し、説明できる。
3 この且介学から を得て、 桂専(iilに取り組むべきかを明確にし、説，R明できる.
4 血者・利用者とのコミュニケーションを通じて、理学眠法士に められるものを学ぶ固

授業形態 尖明

授業計画

実習内容

ω実習では、患者や利川者を~\~取しコミュニケーションと共感的態度をもって関慌性を構築する。
②理学療法士の役割とi'.f任について理解し、医療チームの一員として自覚のある言動をとる。
③情報収集(診椛記録、画像所見、部門内 外情報を含む)を実施する.
④臨床実習指導者の監国・指導の下で基本的な検校・測定項目の実施殺に問題点在抽出し、国際生活機能分
知 OCF:International Classification 01 Functioning， Disability and Health)の概念図の作成を迎
して、附害を持つ人の附害保(附害椛池)を'YJらかにする。

1.指導者の下で、対畠者に説'YJを行い、検査・測定時に同意を得ることができる。
1利用者に無理のない姿勢や一定の時間内に検査測定を実施できる.
止検査測定の目的を理解して、実施した検査・測定内容から問題点を抽出できる。
4機器の管理と検査時の安全 リスクに配慮できる.
E施設の腕則や指導者からの指示を遵守することができる.
t感染対策の概念を持ち、ょせ任ある行動がとれる.
7，医療人として対謀者に触れる時は十分に配慮することができる.
t多職種と白人間関樺を良好に保つことができる.
1自ら使用機器・備品、その他の古類等の盤強!盤頓ができる。
10.111極的に指導者や他のスタッフに向上心と探求心を持って行動することができる。
12，指導者とコミュニケーションを取って杭極的に行動する.
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課題やレポートに関するフィードパック

実習地での課題やレポートのフィードパックは実習地で実施する.
実習終了桂、担当教員からもフィードパックを尖施する.

m.s 考三j~t 出版社名

教科書 なし 学校の資料

参考 i!~

オフィスアワー 実習担当者・担任と連絡を取る



理学療法学科夜間部3年(令和2年改定教育課程)

科目 講師名 ページ

線電通分野 医学倫理 千田佳遠里 ....... 145 

専門基礎医学演習 I 外来講師 -・・・・・. 146 

理学療法管理学 石垣栄司、吉葉則和、臼杵寛 ーーーーー・・ 147 

義肢装具学 木下修、石垣栄司 -・・・・・ 148 

日常生活活動学E 篠田良平、中村信 -・・・ー・・ 149 

疾患別理学療法 I-B 米村豊 -・・・・ーー 150 

疾患別理学療法II-A 鈴木雅男、内山結城 ....... 151 

疾患別理学療法II-B 重園宏次 ....... 152 

疾患別理学療法IO-A 鈴 木雅男、篠田良平 ....・ーー 153 
専

疾患別理学療法N-A 鍋城武志、塩津和人 154 門
...... . 

分 疾患別理学療法N-B 塩津和人、高i額慎輔 -・・・・ーー 155 
野

疾患別理学療法V 山本紘靖 ー・・・・・ー 156 

理学療法技術論 I 黒木光、雨宮淳、高橋浩平、桑島泰輔 -ーー・・・. 157 

理学療法技術論E 畠山敦、石垣栄司、村井敦士、中村信 -・・・・ 4・ー 158 

理学療法技術論V 鈴 木雅男、内山結城 159 

総合演習E 木下修、鈴木雅男、高橋豊、 PT教員 ....・.. 160 

地域理学療法学 下村 周 平 、 臼 杵 寛 、 両 林 礼 子 ..・ーー・ー 161 

生活環境学 望月彬也 ....... 162 

臨床実習 I 理学療法学科教員 -・・・・・ー 163 

理学療法学科夜間部4年(平成 28年改定教育課程)

科目 講師名 ページ

専門基礎医学演習 外来講師 ...... . 164 

専 義肢装具学E 木下修、石垣栄司 -・・・・・・ 165 
門

総合演習N A~D 夜間部教員 ...... . 166 
分
野 臨床実習 II-A 理学療法学科教員 ...... . 167 

臨床実習 II-B 理学療法学科教員 ...... . 



理学療法学科 夜 間 部

手ヰ 目 医学倫理 単位・時間数 1単位・ 15時間

担当講師 千田 佳遠里 学 年 3年生 後期

資格

実績経験
リハビリテーションセンターにおいて、患者支援を担ってきた経験に基づ
き、実例を交えながら講義を実施する。

学土

乙の授業では医療現場で求められる身体的・精神的・社会的な機能を理解し、その特徴に基づく
行動規範を説明できるようになることを目的とする。幅広い世代で医療を実践するために、各年
代での機能の特徴を理解し、行動を実践するためのプロフェッショナルの視点を持つための基礎
を築く乙とが求められる。

授業の
位置づけ 1.医療人に求められる倫理観と行動規範について理解する。

2.患者学について理解する。

社会学、哲学、倫理学を学習したことのある学生は復習をしておくこと。

医療人として医療・福祉現場で求められるプロフエッショナルな行動規範を説明することができ
到達目標 る。

理学療法士に必要な情意面について説明することができる。

授業形態 講義 対面と遠隔の併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 リハビリァーションと社会学 リハビリァーションは人間の尊厳と社会性を取り反す働きかけ

2回 関係の科学社会学

3回 コミュニケーション論

4回 コミュニケーション論

5回 社会的人間

6回 社会的人間

7回 社会学で考える人権

B回 社会学で考える人権

成績評価| レポート

社会の概念、集団の概念・類型、社会学の対象領域、医療社会学

コミュニケーションのとり方、他者との出会い、グループワーク

効果的コミュニケーション、グループワー夕、自己開示、相互理解

社会的人間の形成、社会化の概念、文化の概念、言語的社会化

文化の構造・機能、パーソナリァイーの形成、社会化のメカーズム

感性で捉える人様、人権とは何か、人権の二本柱、グループワーク

__::r;:_メE』-ITJVJ中貝・楠語、君主別1T晶、歩保恒ζ 異質在住叉り人ifL也呈

授業時間の3分の 1以上欠席した者には単位を与え
受講上のルール・留意点| ない

課題やレポートに関するフィードパック

レポートを添削、評価したものを学生に返却

書名 著書名 出版社名

教科書 概要を冊子にしたもの及びPPT資料を配布

参考書
放送大学社会学入門、 森岡清志、他 NHK出版
人権読本ーじんけんの詩、他 今野俊彦編著 明石書庖

オフィスアワー 授業前後の休憩時間



科 目|専門基礎医学演習 I

担当講師|外来講師

詳細は、初回授業にて発表

巨E
教科書

参考書

理学療法学科 夜間部

単位・時間数I2単位・ 30時間

学 年I3年、後期



理学療法学科夜間部

科 目 理学療法管理学 単位・時間数 2単位・ 30時間

担当講師 石垣栄司・吉葉則和・臼杵寛 学 年 3年生 前期

資格
石垣験療・実法を務士活経かと験しして実31年総も理拍学経 倒、 合交病えな院が・維ら講持期義病を行院う・教.育機関にJ!I世として勤務、管理職としての突

石垣・理学療法士

吉描学行療う実法.務士経験 総21年合実績経験 理を として 病院・クリニック・維持期摘院・教育機関に勤務.経験を踏まえ講義

吉張。理学療法士、准看過師

臼杵 t 実法鵡士務義経をと験行し 21年摘
臼杵・理学療法士

理学療 て、 脱者世・迦所訪問・予防事業等を経験.経験を踏まえ実例を交え
ながら う。

理学療法法士を韮は成する介教関護育す内容が改や関技正す術さるれ、 202すそ0年のる事度他より新然たに 「理学し療法管理たす学知る」識がや必技修術化をされ謀た者。に理学療士に臨 1: る識 を習得 は当のこととて、得 対 提供する際1:必

位授置業づのけ
要なな管官理理、医療保床険や 保求知険に 管理、 情報やリスク、感染に関 管理や教育1:関する管理など、様々

(マネジメント)が要される.
この授業では理学療法士に必要とされる綴々な管理(マネジメント}について、講義とIl<習を過して学修する。

授業方法は講義が2/3、演習が113

臨床学実療習法業前業務に知っておくべ療(業保き務医険、療制情機度報関、、の分護類保と組制感織度染のに、機能、 チーム医療について理解する。到達目標 理 務に必要な医 介 険 ついて干な理ど解lするa

様々な における管理 リスク、 教育 について理解する。

授業形態 講義・演習 併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1間 総論と病院の分煩組織 理学療法管理学が必要とされる背景、病院の組織・部門とその機能

2回 専門職とチームケア リハビリァーションに関わる専門職・事務職の役割と特徴、委員会とチーム

3回 専門職とチームケアの出習 項目に関するグループワーク・発表

4回 医続出果険制度と介誼保険制度 医療保険制度と介護保険制度の特徴・体系・サ ビス

5回 静療・介誼報酬と収益構造 臨床におけるリハビリテーション料の算定、介護報酬・詰療報酬の支払い、人件闘とコスト

日回 診続報酬とコストの演習 項目に関するグルプワク

7回 診療報酬とコストの演習 項目に関する発表

B回 業務管理 業務の流れ、他職種との業務調整、業務・労務管理、人事考謀、監査への対応など

9回 情報管理 診療記録・電子カルァなどの分類と管理、コミユーケ ション技術

10回 リスク管理 医療・介護におけるコンブライアンス、インシデントとアクシデントなど

11回 リスク管理の波習 項目に関するグループワーク・発表

12回 感染疲管理 感染と感染症の概要、感染症の予防、感染対策

13固 権利擁護と職業倫理 インフォームドコンセント、個人情報保護、職業倫理、ハラスメントなど

14回 教育管理とPlの政治・政寵へのl則与 診療参加型臨床実習、臨床教育、生涯学習、職能団体と政治への関与など

15回 教育管理の演習 項目に関するグルプワ ク・発表

筆記試験的見

成績評価
演習・発表20児
授業時間数の3分の l以上 受講上のルール・留意点 積極的な参加を求めます。

欠席した者は試験は受験さ
詳細は初講日に説明します。

せず単位を与えない

課題やレポ トに関するフィードパック

jl!i宜、個人及び全体に対して実施します。

書名 著書名 出版社名

教科書 15レクチャーシリーズ理学療法管理学 長野聖{責任編集) 中山書底

参考書

メールでの連絡は随時

オフィスアワー
e-ishigaki@nichirehac acojp 
n-yoshib白@nichirehaoacojp
h-usukj@nichirehaoacojp 



学科 夜間部

科 目 義肢装具学 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 木下 修 石垣栄司 学 年 3年生

木下 理病学療法士・義期機肢装具士として41年、治療・製作・適合判定に従・事デまし
資格 た。総合 院(急性 回復大期)・クリニッどク・老健施設・特養・訪問 ィサー

実績経験
ピス保健所教育関は学・大学院なに従事していました。
石垣 理学療法士として31年 ，総合成病院維立持期病院・教育機修関に勤務 総合

理学療法士 (31年) 病院ではPTとして義肢ソケットの作，組みて，アライメント 正などを行って
義肢装具土 (41年) きた

リハビリァ ション関辿職種では、理学療法士の装具治療に対する役割は菖要になっている。
近治年療では、急性期より装具を治療の一環として処方されているa

で使用する装げ具の装着だけではなく、日常生活動宇・応用動作に使用できるように適合・チェックアウトな

授業の
ど治療効果を上 る上で重要な役割を担っているa

切断は，脳卒中や骨折習，呼吸循環疾患などと比べ学生時，また臨床場面でも遭遇す容る機会が少ない疾患である.
位置づけ そのため，学内での学 では構造・部品名，特殊な用語などイメージしにくい内 が多いものの，国家試験では

毎年出題されている
講義では，実際の義肢や動画を見ながら学習しイメージしやすいように説明する

装具・基礎疾患を理解した上で、障害と装具の基礎知識を学習する。
装具の概念などの基礎知識と構造と疾患の流れを理解する。

到達目標 義足.切断の原因とその治療について説明できるようになる
義足の種類適合 アライメントについて理解し、切断の評価を理解し，臨床場面で切断の理学療
法を理解する.

対面
授業形態 講義.演習

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 総論・概念 装具総論・概念・歴史

ヨ
下肢装具総論・下肢の機能解剖学

各論・下肢装具
長下肢装具・短下肢装具・シューホン装具

4回 膝・足関節装具・その他の装具:免荷装具・股装具

5回 体幹の解剖・運動の機能について
ト一一一 体幹装具
6回 頚椎・胸椎・腰椎・側寄症装具について

7回 靴型装具 足部の解剖と機能解剖学について・インソール(足底板)

8回 上肢装具 靴型装具各論

9回 義肢学総論 歴史，疫学，原因，適応，切断高位と切断手技，支給サービス，義肢の分類{義手含)

10回 下肢切断の理学醍法評価 形態測定，断端評価，筋力許桐i.関節可動域評価，感覚検査，落痛評価，皮膚感応テスト

11回 義足の継手 股継手，膝継手，足継手，その他部品

12回 大腿義足、ノケット 大腿義足ソケットの種類・特徴，懸垂装置，ソケットの評価

13回
アライメント

ベンチ・スタァィック・ダイナミックアライメント

14回 下腿義足、ノケット 下腿義足ソケットの種類・特徴，懸垂装置，ソケットの評価

15回 アラP腿イ事メ足ント ベンチ・スタ7イツク・ダイナミックアライメント

16回 特殊義足 股義足・膝義足・サイム義足・足部義足

筆記試験80%
積極的に行融動し発言をしてください。

成績評価 演習・発表20% 受講上のルール留意点
詳細は初 日に説明します.

課題やレポートに関するフィードパック

レポート課題は、授業中全体に対しフィードパックし、レポートは個別に対応する。

書名 著書名 出版社名

理学療法テキスト:装具学 石川 朗 中山書脂
教科書

PT・OTビジュアルテキスト 義肢・装具学 監修高田治実/編集盟国師，石垣栄司 羊土社

オフィスアワー 授業時間以外で質問のある場合には教員室・メールしてください。
木下:o-kinoshita@nichireha.acjp石垣:e-ishigaki@nichirehaa.acjp 



理学療法学科 夜 間 部

科 目 日常生活活動学E 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 篠田良平 中村信 学 年 3年生 前期

資格

篠勤特中村韮田と :実務勤経験28年務 験・理高を学一活齢療般か者法企デし士業実イをと例ケ経しを7てて交・.、 え回な世が期ら病抗院議、総合病院、 教育機関に常
実績経験

して務。実経 を行う。

実老務経験訪22年目 丞理身学デ療イ法サ士ーとビしスて田病教院育・機ク関リにニてッ勤ク務・。
理学療法士

健・ 問リハ

人と向かい合うととを基本としている理学療法において、の日関常連生を活正活し動く (ADLlは、運動療法とともに大きな領域を

位授置業づのけ
占めている。理学療法士にはクライエントの障害とADLと とらえ、 l人l人の生活スタイルにマッチし

た具体的なADL常関(J)生連指活す導活るの動評実価学施のIと関をQ土悟OL性台を高める視点が求めてられている。本授業では日 とし、疾患毎の病態を確認した上で、疾患毎のADLの実践方法を解説する。基本
動作とそれに を理解する。

到達目標
1.疾患毎の病態を説明できる。
2.疾患毎のADL指導ができる.

授業形態 講義・演習・実習 対商授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 ADLと評価法 基本動作と各種評価との関連

2回 ADLと評価法 基本動作と各種評価との関連

3回 視覚障害 疾患と介助の基本ルール

4回 視覚障害 歩行指導

5回 片麻癒① 起居動作

6困 片麻樺② セルフケア

7回 関節リウマチ ADL注意点、リウマチ体操

8回 脊髄損傷① 起居動作

9回 脊髄損傷② セルフケア

10回 整形外科疾患 人工股関節全置換術後、下肢切断

11回 神経筋疾患・難病 パーキンソン病、筋ジストロフィ一、 ALS

12回 脳性麻捧 起居動作、生活動作の注意点

13回 ADLの評価① 基本動作(歩行)

14回 ADLの評価② 基本動作(起居動作)

15回 総まとめ ADL関連の総復習

定期試験筆記試験100% 周
司f
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時受

課題やレポートに関するフィードパック

実技に関するフィードパックは実技練習中、練習の後、個別または全体に対して適宜実施するロ

書名 著書名 出版社名

教科書 標準理学療法学 日常第生5活版活動学・生活環境学 鶴見隆正、隆島研吾編集 医学書院

参考書 日常生活活動第2版 千住秀明監修 神陵文庫

オフィスアワー 担当授業の前後



理学療法学科 夜間部

科 目 疾患別理学療法 1-B 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 米村 豊 学 年 3年生 前期

資格

実績経験
平成20年から盤踏外科領域で培った知識と技術を提供するとともに、この経験を活
かし学生自身で考え行動できる内容の授業を提供する。

理学療法士

授業の
整形外科疾患の理学療法評価・運動療法の知識・技術の習得。

位置づけ

到達目標 整形外科疾患におげる理学療法評価・運動療法を考察、説明、実践できる。

授業形態 対面を基本とする

授業計画

回数 項目 講義内容

23l 回回回
変形性股関節症などの病態と障害像を学ぶ。

股関節疾患 外科的治療の種類びや術方法について学ぶロ
股関節疾患およ 前・術後の理学療法評価・治療法を学ぶ。

K 回回回

変形性膝関節症などの病態と障害像を学ぶ。
膝関節疾患 外科的治療の種類や方法について学ぶ。

股関節疾患、および術前・術後の理学療法評価・治療法を学.ò~c

書足関節疾患
足関節捻挫などの病態と障害像を学ぶ。
足関節疾患の理学療法評価・治療法を学ぶ。

10回 上肢骨折 上肢骨折の病態と障害像を学Aむ骨折に対する理学療法評価・治療法を学ぶ。

11回 下肢骨折 下肢骨折の病態と障害像を学ぶ。骨折に対する理学療法評価・治療法を学ぶ。

12困 関節リウマテ 関節リウマチの病態を理解し、時期に応じた理学療法評価・治療法を学ぶ。

13回 運動連鎖 運動連鎖の基本を理解し、動作分析や治療への応用について学ぶ。

日告 総復習 総復習

成績評価|定期試験 受講上のルール・留意点| 教科書のほか、配布資料を使用
'解剖学運動学の理解を深めておくこと

|
|
陣
」

課題やレポートに関するフィードパ、ノク

書名 著書名 出版社名

教科書 運動器の運動療法 小柳磨毅ほか 羊土社

参考書

オフィスアワー 主」



理学療法学科夜間部

科 目 疾患別理学療法 llA 単位・時間数 1単位 30時間

担当講師 鈴木 雅男 、内 山結 城 学年 3年生前期 | 
鈴

理聞区木学のか療保ら雅法維曲土男セ持期とン実務経験 3院人験6年保か総健らして、一般病 院 育機に常勤として勤務 勘として
資格 ター，介世老 合施病設.、味教問リハ問ビリテーションにて。勤非務常匝があり.市急性

にかけての経 控損を附行ドう.，。

実績経験 内山 結減 実務経験回問ト世怪1レ4年知者ーl病ナと棟IーるしPNF。て・(A外老般前述来健泳(国等にし・際)た勤デPN実務イとF務協ケしし会)認定セ者訪ラツし、問盤とピ実ス形しリてハ外例ト急科のを性究立に
理学 て. た桂にm正 期病院 そ
の桂 にて アの迎や ち上げ す

理学療法士 る。療慢現法性在士問は施スとポ設し ツ てもスボー 関わり ア
置手のケアや但掴を行ってい 前 経験を活か えながげなにら勤が講も義務経ら.験ケを行

う。

この揖諜では、 中枢神経疾患における片麻海患者の理学療法について学期割習す持聾法る。期でに片蝕にあ麻海っが、患脳て、者多ア卒職はブ中脳種片ロ血ー麻に管ょチ嫁附答によるものが多く、 「脳卒中治療のガイドラインJにおいても急性期からす回プ檀性ロ 、維 控 る包括的な
リハビリテーションが推韓されている.その中で理学療法士が果た は重 る 理論が完成
されていなし当のが現状である.したがってこの授業では基本的なア ーチ方 れ 患者への理

位授置業づのけ 学療法の全体像をとらえることを目的とする。

以下脳急脳の性卒内卒容期中中を理麻国麻解痩軍嫁期す患由者者、る維。のに1. 片 基本的な防省像
2 、 の理学療法
3 片 持対期するリスクマネージメント

1 韓i訴片麻鋭血者の病腫を説明できる。2. 回世と神経系ー脳の可盟性につい きる。
3. :afJ'm.回世期、維 の各期の理僚 と方法について説明lでき

到達目標 4 リテーション持医開療における安学全管て法理説の由推明目で的進のためのガイドラインに基る。づきリスク官理ができる.

5 対する理学療症像法を説明できる。
6. 血者の合併 について説明できる，
7 のCTIMRI画を判読できる。

授業形強 講義演習 | 対而授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 病態 中枢神経疾患の病態、運動麻捧と伝導路、陽性兆候と陰性兆候

2回 麻癌の回復 神経系・脳の可塑性と麻悼の回復メカニズム

3回 急性期 目的、リスク管理とガイドライン

4回 急性期 ポジショニング、関節可動域練習、ギャッジアップから離床

5回 急性期 片麻極体験、関節可動域練習の注意点(屑・股)

6回 回復期 産性とは?痘性に対しての注意点及び対応

7回 回復期 体幹と上下肢

B回 回復期 座位パランス

9回 回復期 寝返り、起き上がり

10回 回復期 立位バランス、立ち上がり、立ち座り、

11回 回復期 片脚立位練習 歩行練習と異常歩行

12回 合併症 身体機能・能力の自己管理方法拘縮、異所性骨化、肩手症候群、 CRPS

13回 合併症 起立性低血圧、肩関節亜脱臼、プッシャー症候群、嚇 F障害

14回 評価 SIASほか

15回 画像 C1、MR1画像の判読

授業中は私語を謹んで慢諜にm中する。
筆記試験70%
小テスト30%

畳抗上のルール・悶意点| 実技では動きやすい服装を宣告柿する。また空いた時間は繰
り返し笹習する.

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは全体に行う。

書名 著書名 版社名

教科書 プリント配布

参考書 標準理学脳療事法中学理学運療動法療の法理学論と各技論術 第 4版 原寛吉英尾雅吉#尾雅春 メジ医カ学ル諮ビ院ュー

オフィスアワー 担当授業前後、教員室にて



理学療法学科 夜間部

科 目 疾 患 別 理 学 療 法 II-B (高齢者) 単位・時間数 1単位・30時間

担当講師 霊園 宏次 戸寸主dニLー 年 3年生 後期

資格
理学療立法士として総合病院歴任にて急性期・回復者期施 ・生活期に従事。適所リハビリ施

実績経験 設の ち上げ、責任者を 。現在、高講齢義 設と整形外科医院で非常勤勤務。

理学療法土
実務経験を活かし、実例を交えながら を行う。

高齢であることや加齢は病気や疾患ではない。よって、高齢者だからやってはい基けない、と言うことは一つ
もなく、疾患を有する高齢者にはその疾患に合わせた理学療法を実施することが 本である。
高齢者理学療法において最も重要なことは、理学療法士が疾患の第一発見者になった場合に適切に対処でき

位授置業づのけ
るかであると考える。理学療法士の働く場は多様化しており、通所リハや訪問リハなどは、その場に医師は
いない巴緊急性を理学療法土が適切に把握し、医師等に報告する能力が求められる。

前半(講義) :高齢者の特徴と日常的びに訴症えの多い症状から緊急性を判断する方法を解説する。
後半(演習)高齢者の動作観察およ 例情報を提示した上で検査測定項目の選定と統合と解釈を行う。

到達目標
高基齢本者の特徴と各症状から緊急性を把握する方法を理解する。

動作の観察が適切に行えるようになる。
症例情報から検査項目を選定する。提示された検査結果の情報を統合と解釈して図示できる。

授業形態 講義・演習

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 高齢者の概要
授業の進め方の説明・高齢者の定義・老化の社会学高 ・サクセスフルエイジン
グ・高齢者理学療法の役割・老年症候群の概要・ 齢者理学療法評価の実際

2回 詔知旋高齢者リスク管理事 部脈知拍ヲ正記cιu、世l王路間E圧丸山1し1) v.J-mt:置・評価・哩子相田・息誠陣音・皿1土・

3回 両齢者リスク管理② 頭痛・胸痛・めまい・浮腫・脱水・高齢者腰痛のレッドフラッグ

4回 介護予防 介護予防の概要・低栄養 サルコベニア・フレイル・排尿コントロール・バランスと転倒予防

5回 症例検討① 演習:ICFと統合と解釈の説明・患者情報の整理・症例の基本動作観察・検査測定項目の選定

6回 症例検討② 演習:動作観察と検査測定項目の解説・統合と解釈の図示

7回 症例検討③ 演習・統合と解釈の解説と修正

8回 症例検討④ 演習.症例検討の解説・これからの高齢者リハビリテーションについて

成績評価
動作観察および症例検討の I .m.~ L.iT'oll 11 .Gn-#..1:1 動作観察および症例検討の演習では毎回の成果を提

|受講上のルール・留意点|レポート100% 1.xIlf'J--'-v..IJV JV  s'I，'V-/f¥¥1 出する。

課題やレポートに関するフィードパック

レポートのフィードパックは、コメントを記載し翌週返却。その際、全体にも実施する。

書名 著書名 出版社名

教科書

参考書 バイオメカ動ニ作ク分ス析に臨基床っ活く用臨講床座推論(j~ ， 一
石井慎一郎

メジカJレ
ビュー社

オフィスアワー 授業前後の休憩時間



理学療法学科 夜間部

科 目 疾患別理学療法JIl-A 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 鈴木雅男、篠田 良平 学年 3年生前期

資格
篠田 良平:~萌経験回え笹な 28年院
理学療法士として、 期が摘ら 、総合病院 教育機関に常勤として勤務.実輯続
験を活かし実闘を交 講義を行う.

実績経験

鈴木学て療市雅法・士男匹 実萌経験 何院、持年介期、理 として、一般病 院 育機 常勤として鋤萌。非常勤と
理学療法士 し の保健性セ期ンター 総護合老晴人保健、の組経施設、問訪ら授問にリハピリテーションにて勤

務歴があり、急 から維 にかけて 験か 講を行う.

乙の授業では、神経プ筋ロ疾患の特徴について学び、各疾患の病態を理解したうえで、必要な評価
項目の選択や運動 グラムの立案を学習する。

位授置業づのけ
学習する疾患は以下の通りである。

1.パーキンソン病

2 脊髄小脳変側性症
3 筋ポ委縮性 索硬化症
4 リオ

l 各疾患の病態や特徴を述べるととができる。
到達目標 2 各疾疾患患の障学害構療造をプ評ロ価グするための評価項目が選択できる。

3 各 の理 法 ラムを立案できる。

授業形態 講義と実技 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

4123 四回回回

病態と症状、障害像、大脳基底核の機能

パーキンソン病
評価、リスク管理

運動療法とADL管理

運動療法実技

1片56百回回
病態と症状、障害像

脊髄小脳変性症 評価とリスク管理

運動療法とADL管理‘運動療法案技

曜
病態と症状、障害像

筋萎縮性側索硬化症 評価とリスク管理

運動療法と血L管理、運動療法案技

HZ ポリオ
病態と症状、障害像

評価とリスク管理、理学療法

Hii 症例検討 症例情報をもとに障害像を把握するためのプ評ロ価グ項目を考える。
検査結果から問題点を抽出し、理学療法 ラムを立案するa

15回 まとめ 総復習

成績評価 筆記試験100% 受講上のルール・留 授業時間数の 3分の 1を超えて欠席した者には
意点 単位を与えない。

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは全体に行う。

書名 著書名 出版社名

教科書 標準理学療法学運動療法学各論第4版 編集 吉尾雅春 医学書院

参考書

オフィスアワー 担当授業前後、教員室にて



理学療法学科 夜間部

科 日 疾 患 別 理 学 療 法NA(呼吸) 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 鍋城 武志、塩津 和人 点ヴ主4ーL 年 3年生 前期

資格
鍋城武法志士 実務経験 2院0年、
理学療 として、急性期病 教育機関に常勤として勤務。実務経験を活かし
実例を交えながら講義を行う。

実績経験 塩津療和法，、 実務経験 16年
理学 士として、回復期病院、急実性期病院、デイサービス、障害者福祉施設、

理学療法士 介護予防事業、教育機関に携わった 務経験を活かし、実例を交えながら講義を
行う。

人口構造の高齢化に伴う呼吸器疾患患者の増加デは世界集的規積模である。慢性閉塞性肺疾患重は死要亡原因の第3位で
ある。呼吸リハビリテーションは多くのエピ ンスが され、特に運動療法の継続が要視されている。

位授置業づのけ
本技授業では呼吸器疾患の理学療法ができるようになるために、呼吸器疾患の病態、評価、理学療法について
実 を交法えて解説する。
授業方 は「講義J r実技J rケーススタディを通してディスカッション、グループ発表」を予定してい
る。
呼吸器に関する解剖学、生理学を理解しておくことが望ましい。

1 呼吸器疾患の病態を説明できるe

到達目標 2.呼吸疾患疾患に必要な評価項目を列挙できる。
3 呼吸器疾患の理学療法ができる。

授業形態 講義・演習・実習 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 運動生理学 内部障害理学療法とは、エネルギー代謝と運動

2回 慢性呼吸不全総論 呼吸不全の病態、診断基準、原因、呼吸器の解剖と整理

3回 フィジカルアセスメント 視診、問診、聴診、触診、打診

4回 呼吸機能の評価 スパイログフム、フローボリューム曲線、換気障害の判定、胸部X線写真

5回 呼吸理学療法評価 呼吸困難感、運動耐用能

6回 運動療法① コンディショーング(口すぽめ呼吸、横隔膜呼吸、胸郭可動域の拡張)

7回 運動療法② 全身持久力・筋力トレ一一ング、運動強度、中止基準、 ADL訓練

B回 排疲法 体位排疾法、排疲手技(スクイ ジング他)、ハフィング・咳嚇

9回 外科手術前後、酸素療法 胸・腹部手術前後の理学療法、酸素療法の目的・効果・方法、 HOT

10回 人工呼吸器 種類、構造、換気モード、病態

11回 演習① 呼吸器疾患のケーススタディ(ディスカッション)

12回 演習② 呼吸器疾患のケーススタディ(発表)

13回 吸引① 講義(意義、感染対策)

14回 吸引② 実技

15回 総まとめ 復習

成績評価|筆記試験100% 受講上のルール・留意点| 実技では動きやすい服装(基本は短パン、 Tシヤ
ツ)の準備をすること。

課題やレポートに関するフィードパック

実技に関するフィードパックは実技練習中、練習の後、個別または全体に対して適宜実施する。

書名 著書名 出版社名

教科書 標準理学療法学内部障害理学療法学第2版 高橋哲也、神津玲、野村卓生編集 医学書院

参考書 呼吸リハビリテーションマニュアル運動療法第2版 呼吸ケアリハ学会他編集 照林社

オフィスアワー 担当授業の前後



理学療法学科 夜間部

科 目 疾患別理学療法NB(循環代謝) 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 塩津 和 人 、 高 瀬 慎輸 学 年 3年生 前期

資格
理学療法土として、回復期携病わ棟、急性期経病験院、デイサービス、隙害者福祉施設、介
誼予防事業、教育機関に った実務 を活かし、実例を交えながら講義を行
う。

実績経験

理学療法士
高瀬台，輔 実務経験 棟機16年、関
理学療法士として、回復病 急性期病院、デイサービス、隙害者福祉施設、介
護噛予抽防忠事一業ー、訪問リハ司期教育 に携わった実務経験を活かし、実例を交えながら

内部障害(呼吸・循環・代謝障害)者は外部からは障害があることがわかりにくい(いわゆる“見えない障
害")ため、周囲の理解が得られにくいという不利益を受けやすい。理学療法では、いかにしたらできるよう
になるかという障害学的分析に加えて、なぜそのような状態なのか、その症状や症候はどこから来ているの

位授置業づのけ
か、医学的情報を収集し、病態生理を理解患する症候学的分析も重要である。 r症状の正しい観察」こそが臨床
理学療法の第一歩であり、観察を通じた 者の理解こそが内部障害理学療法の最大の醍醐味でもある。
本授業では、循環代謝障害に対する理学療法について、病態の理解、評価、プ理発学療法等を解説する。
授業方法は、 「講義J rケーススタディJ rディスカッションJ rグルー 表」で構成される.
循環器系の解剖と生理の概要を理解しておくこと。

l 各疾患の病態を説明し、評価、理学療法、リスク管理、患者教育ができる。
到達目標 2.心電図をみて、不整脈の種類とリスク管理を説明できる。

3 適切な運動強度を設定できる。

授業形態 講義・演習 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 心リハの概要 目的、効果、対象疾患、循環器系の解剖と生理

2回 不整脈と心電図① 心電図の基本事項、刺激伝導系

3回 不整脈と心電図② 心房細動、心厨粗動、期外収縮

4回 不整脈と心電図③ 重症不整脈、ブロック波形、虚血と梗塞

5回 虚血性!L'疾患 狭心症、心筋梗塞の理学療法

6回 心不全 心不全の理学療法、運動負荷試験等

7回 大血管疾患 動脈宿、大動脈解隊の理学療法

B回 動脈・静脈疾患 動脈疾患(閉塞性動脈硬化症)、静脈疾患(深部静脈血栓症)の理学療法、腎疾患

9回 代謝疾患① 糖尿病の病態と合併症

10回 代謝疾患② 評価、低血糖のリスク管理等

11回 代謝疾患③ 運動療法

12回 代謝疾患④ 二次予防、患者教育

13回 ケーススタディ① 心臓リハ、ディスカッション

14回 ケーススタディ② 心臓リハ、グループ発表

15回 がん がんのリハビリァーションについて

定期試験
筆記試験100%

受講ヒの)v-)レ・留意点1グループ活動では積極的な意見を交換を望む。

課題やレポートに関するフィードパック

課題について、グループ発表を通して他者の意見や教員からコメントを行う.

書名 著書名

教科書 標準理学療法学内部障害理学療法学第2版 高橋哲也、神津玲、野村卓生編集

参考書 最新理学療法学講座 内部障害理学療法学 高橋哲也編著

オフィスアワー 担当授業の前後

出版社主院『| 
医学書

医歯車
出版 l 



理学療法学科 在間部

科 目 疾患別理学療法V(小児} 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 山本紘梢 学年 3年生前期

資格
地域の静療所にて13年間勤萌し、lかz常脳ら勤性臨講麻床師媒的と等なし見のて小解勤児を務院踏. 患の理学療法を実施。実和i経験 また特的別視支点扱と学鞍校にて3点年、の問而、3 

{認定理学理療学法時士法(士尭遺障害11
医療 育的観 岡 まえ、教示する。

怯授置講づのけ

0本講ま講た義琵義に遣てを姐じて、 小いのて特児陣性期に原因を持つ疾且およ代び防のがいに対生する能ル理を組学ーを改療討プ善デ法しす、のィ特性につい聾て性教示を説す明る。0 の段階疾お がいを有する全ての世 人々の活機グ ることの重 する.
0 患 の確認をした上で、 動画を住用し スカッションを行う.
。前グルーてプ小デ児イス家カ族ッションでは、理学療法評患価デ者ィとして、評価項目 、短期及び長期目標を設定する.
0また患児とその との関わり方についても スカッションする.

0脳性麻癖学や小児1:盤I形症車、辿E疾患、染定色体異標常立、 fがE出世体抵児や尭遺障害などの疾患特性の理解する
到達目標 0小家児族理療法ついて、評価観項点目の避 と目 提できる

O へのかかわりを療育の でとらえ、小児に対する理学時法を理解する.

控業醇撞 講義国グループディスカッション 「遣問授業Jもしくは「対而と連隔の僻周授業」

授業計四

回数

1回

2回

3回

4回

5回

6回

7回

8団

9回

10回

11回

12回

13回

14回

15回

項目

小児理学療法概論

小児理学療法の特殊性と評価

人間尭連学[運動尭遣)

人{上開位発達摂学食・韮勢反応の尭遣)

脳性麻海幌抽

瞳I白型脳性麻媒(両麻痕)

由直型脳性J#嫁l四肢麻嫁}

睦直型脳性麻事草(片麻臨)

アテトーゼ型脳性麻実草

宜度心身障害 IlflIl!脳性麻慈)

小児担Jf)疾患(二ー症分脊椎等}と
師ジストロフイ

染色体異常(ダウン症候群)

早産見(低出生体重児・ハイリスク児)

尭遣附動畜(尭遅連滞性協調運動防害)
と理 尭達

まとめ{轍習問題と質疑応答)

学期米に定期テスト実施
テストはマークシ ト形式
成続は定期テストの結果で評価

講義内容

小児に対する理学療法について癌育の盟点も含め、理解する

成人に対学す療る理学基療本法的との共通点や蓋具について学び、
小児理 法の 揖念と小児特有の評価について理解する

正常な運動尭遣について学ぶ

上肱の尭能遣について謹解勢すの安定と感覚の弛遣のかかわりと
摂食棋の尭遣を理 る

脳性麻療の定義などの概論について学ぶ

由直型脳性麻疲(両麻海)の症状や評価について学ぶ

壇直型脳性麻篠[四肢麻鱒)の症状や評価について学ぶ

壇直型脳性麻海{片麻痕)の症状や評価について学ぶ

アテトーゼ型脳性麻痕の症状や評価について学ぶ

重度心身障害の各ライフステージに合わせた理学療法について学ぶ

主な小児盤ぴ眼、疾そ患れぞ(二れ分疾脊椎患等に)のせ各種た症状と冊介ジストロフ学ィー症に
ついて学 の 合わ 評価や入についてぷ

ダウン症候群などの染色体島常の特融的な症状について学ぶ

早産児(抵出生体重児田ハイリスク児)の評価や尭遣を促すための
介入について学ぶ

尭成連防省(尭遺性協調運動障点害など)や盟勤先遣遅滞について学び
長尭遣を促すための配慮 や介入について理解する

国家試験の純習問題を面して、小児理学眠法について知識の盤理をする

受講上の
ルール・由意J点

段業時間散の3分のl以上欠席した者には単位を与えない

課題やレポートに閲するフィードパック

課題やレポートは実施しない。
授業の最桂に講義内容に対する質問時間を設ける。
また質問に対する回答は必要に応巳て、次回の講義開始時に全体にフィードパックする。

書 I 言} 出版社名

教科書

参考書

オフィスアワー 慢業前桂の休憩時間



理学療法学科夜間部

科 目 理学療法技術論 I 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 黒木光/雨宮淳/高橋浩平/桑島泰輔 学年 3年生後期

資格
実家萌経講光験義-Mo2実0年技以法習上、総合病院う ・盤形外科クリーツク 地域にて活動している専門
が をおこな.

実績経験 高桑黒雨木宮橋島 vcmcnt 1 inks/スDソynサamヱic Neuromasucu!ar stabilizalion認定療法士
淳浩。オーソテポィック テ療ィー認定フ会ットトレーナー

理学療法土 平輔栄米韮サートチーム専門法士(学認定)
事 I 国呼唖療法認定療法士

この授業考では筋向骨格高揺の障害に対がする評価と治療を講義と実技式を通臨して解容説するロ理学療法士に必要な観察

位授置業づのけ
限と思 7Jの 上を めること 目的である。オムニバス躍で床期病内 を学ぶ。 PTの視点からの栄養学、
インソールの専義門家による足技演歩習行がの評価と足底挿抵の作成、急性 院の理学療法につ凶ておこなう。
授業方法は講が50%，実 50%である。

到達目標
姿勢と動作の評価を行い、それを説者明できるようになる。
治療技術について関心を持ち、息 モデルの問題にあった治療手技を選択することができる。

授業形態 講義演習 併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 概論(ji，¥水。 7阻まで) 筋骨格系障害の考え方

2回 評価

3回 評価

4回 治療

5回 治療

6回 治療

7回 治療

S回 栄養学(高橋)

9回 栄養学(高橋)

1 0回 急性期(桑島)

1 1回 急性期(桑島)

1 2回 足の評価(雨宮)

1 3回 足の評価(雨宮)

14回 足底板(雨宮)

1 5回 足底板(雨宮)

乳児の運動発達をベ スにした運動・姿勢観察

乳児の運動発達をベ スにした運動療法

乳児の運動発達をベースにした運動療法

乳児の運動発達をベースにした運動療法

乳児の運動発達をベ スにした運動療法

乳児の運動発達をベースにした運動療法

PTと栄義学の関わり

栄護学をどうPTの現場で使うか

ICUでのPTの仕事

実際の理学療法について

概論足の評価と治療

評価

足底板作成

再評価・修正

動きやすい服装(半袖、短パン)、観察しやすい
装を用意ください.ジーパンや体白線が見にくい

レポー間た単トt位数者!l¥l'liのはを試31分験0 日目 装は控えてください.成績評価 授欠せ業席ず時 のl以上 受講上のルール おEいの身体を利用しながら学習をおこないますの
し は受験さ 留意点 で、互いに気遣いましょう.

を与えない 足底抵の作成時はご自身の靴を使いますので、紐靴
をご用意ください。(普段履いている靴で大丈夫で
す)

課題やレポートに関するフィードパック

毎回、授業の疑問点について、授業シートで印する。

書名 著書名 出版社名

教科書

参考書

オフィスアワー
メルで由連絡は随時
h-kuroki@nichireha.目gjQ



理学療法学科 夜間 1

科 目 理学療法技術論 II (関節) 単位・時間数 1単位・ 30時間

担当講師 畠山・石垣・村井・中村 品ヴー 年 3年生

資格

実績経験

理学療法士・鍛
師・灸師

授業の
理学療法の患中では一般的な技感術的で信あるが、手技場観鋪療法は、患者棋とセラピストを繋ぐ、直接的なインターファイ
スである。 者様からの確 な 頼をる でもある. 識的な は然ではあるが、その動には

位置づけ fたしなみ」はといったそのセラピストの得価値 面が現車、れる。単知関じ節の問ら問題題から述当国lする問題を身体の行変化を体験
しながら体変化するものだと認め、自己研 の直性を感ても う.

到達目標 手技の題解、手の使い方、体の使い方、対象者との位置関係

授業形態 講義・実習 対面授業

J.><.;:>t<:; 1'1 I lCl 

回数 項目 講義内容

1回 徒手療法総論 オリエンテーション、

2回 Joint Mobilization 肩甲帯、肩

3回 Joint Mobilization 肘と手首

4回 Joint Mobilization 股関節と膝関節

5回 Joint Mobilization 足関節

6回 Joint Mobilization 脊柱と各関節

7回 Joint Mobilization 仙腸関節

日回 上団法総論 末梢からの制御、固有受容器を介した立ち直り反応、

9回 U/E法、 L/E法 緊張抑制と朝日動性運動の効果

10回 N法、 SG法、 SP法 中板からの制御、分節化からの立ち直り反応

II回 Postural rclasc ブロックテクニック

12回 頭蓋療法又はST-CT 頭蓋の操作と身体的変化

13回 上肢 頭頚部と末梢の関連

14回 下肢 頭頚部と末梢の関連

15回 体幹 頭頚部と末梢の関連

受講上のルール・留意1他者に対する礼儀と配凪、必要であれば補論文は
点 |実技練習を設ける

課題やレポートに関するフィードパック

メールでの添付にて提出、添削によるフィードパック

書名 著菩各 H:lJ版主査

教科書 系統別・治療手技の展開 改訂3版 竹井仁・黒部和生

参考書

オフィスアワー 担当授業の前後



理学療法学科夜間部

科 目 理学療法技術論V 単位・時間数 l単位・ 30時間

担当講師 鈴木雅男、内山結城 学年 3年生後期

鈴木学市 務男 実務経験 36~r: 

資格
理銀法土として、 般病院、総合病院健経、教育機訪筏問問聾に常勤として勤務。非常勤とし
て ・匹の保田センター、介護老人保施設、 リハビリテーションにて勤務挺
があり、急性期から維持聞にかりての験から を行う。

実績経験 内理務げ学.山げ療そも結法の綬士験械桂慢すと実性るし務経験Wf! IPNFA (国際PNF協会デ競た)後泳イ認定セラピスて訪ト急問て、回世間 に し に貰在者とし 性期病に助
理品曲叫-'- 期施在盟議設にて病ζ"棟任説・外』来して勤老務世・ ケアの盟営や 問リハの院立ち上

す師団ム ー現はス以ポー切ツにトーレーナー( 等)としてもスポーツ盤 科
に聞わりながらケア 手のケアや促掴を行っている.前述した実務経験を活形か外し、
実伊jを克えながら舗 を行う固

との揖措はその人がれ中のっも相関韮ては有係勢中こl' 艦疾患、 特に片!師状停痩位況こや怠でと者程現が度在に、対解今にす明笹よる治療手技を学習するのが目的.埋作li"f学fで中を回枢見あにしるが、 完全に確立された治時法はない. 把神盟系の傷害 っても陣容状況が見なること 制l'粧の機能について不明な
ことが多い している.その され克属してきでいる輯生 よる姿系勢運動制岬をもと
に、髄成な や浬を る 祖神経症 の韮 動 ていく上での基礎となると
える。した って の授副畿で理は解、す世出人の車勢 運中動を神経生車理学患者的にと制勢ら1え、 基本動作を語導していく技考術

位授置業づのけ を身につける事を目的と干る.

以下の謹内世世謹容勢臨を理解する.
1. ア回曲のライ空作刊メントや姿理解法勢解の師鼎彊の評個
2 人 勢制式誘閉導のの3 の措理
4. 勢人や の 方 理解

2. l!I~7ライメントを検査することができる。1 姿姿姿健基勢勢勢常本制調について理解する。

到達目標 3 酷緊張本操を検動作査することがで吉る.
4 人の基 作槌式を説明できる。
5 動作の 誘導をすることができる。

授業形態 講義・演習 | 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

l困 神経生理学的基礎 神経系の発達と姿勢制御の関係

2回 神経生理学的基礎 姿勢制御のメカニズム

3回 神経生理学的基礎 、マ姿ー勢クk・e動作の1n観ts察oの手がかlりテとン要タ素ク
(フンド y points of contro ルとブリッジ)

4回 ，f.I，回 背(背臥位臥~位側臥位のメポンイント
アライ ト、姿勢筋緊張、寝返り、起き上がり)

5回 治療、誘導 寝返り・起き上がりのハンドリング、背而への感覚入力

6回 評価 内 端座位のポイント(端座位アライメント、姿勢筋緊張、姿勢反応)

7回 治療、誘導 端座位のハンドリング、座骨からの感覚入力

B回 評価 主L位立位と立のち7上がり動作の、ホ姿イント
( ライメント 勢筋緊張、立ち上がり)

9回 治療、誘導 立ち上がり・着座・片脚立位のハンドリング

10回 治療 足底からの感覚入力(足底と前庭脊髄シスァム)

II回 系統的誘導 背臥位→鹿位→四つ這い

12回 系統的誘導 四つ這い→膝立ち→立位

13回 治療、誘導 歩行 (同側のァープ固定)

14回 まとめ 各姿勢評価の復習

15回 まとめ 各ハンドリングの復習

定期試験 レポート 100% l 授業中は私語を越んで授業に集中する.
畳~Mよのルール・由意点| 実技は時間の限り庄世蹄胃する.

科書

考古

オフィスアワー

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは全体に行う。

菩吾 事事事

プリント配布

担当授業前後、教員室にて

単車主主



理学療法学科 夜間部

科 自 総合演習 (PBLl皿 単位・時間数 l単位・ 30日寺問

担当講師 木 下 修 鈴 木 雅 男 高 橋 豊 PT教員 学 年 3年生 後期

資格 義肢装療法具士として41年、製作・適合判定に従事していました。

実績経験
理学 土として31年、総合病院(急教性育期機 ・回世期) ・クリニック・老健施設・特

理学療法士 (31年)
義・訪問ディサービス・保健所 関は大学・大学院などに従事していまし

義肢装具土 (41年)
た。

臨基床礎実的習Iを踏まえて、症例への評価~プログラム立案までを実際に行い、今まで学んだ医学的基礎知識や | 
授業の な理学療法評価への理解理を学深療め法るの。チームで共同して症例に取り組むことで共通の目的に向かつてー

位置づけ
緒に活動することを通して 専門職として社会に貢献するのに必要な連携の基盤づくりを行う。
また、これまでの基礎学習で身につけたコミュニケーション能力やチームワークの重要性をiffiして、医療現
場における専門職辿携を理解する。

到達目標
ム2 旭正評別確価1な情円検相報査川かをDら実昨問1施題同世で点きを固定るlCF理。に抗ま、と己め旬ら。
3. 問題点 れる。
4 評価結果からゴール設定、プログラムの立案ができる。

授業形態 講義・演習・実習 対面授業

授業計画

回数 項目 講義内容

1回 オリエンァーション 授業の目的と実施内容について

2回 痕例情報を整理し、全体像をまとめる
ト一一一

ti 
症例情報を整理し、全体像をまとめる

症例情報を整理し、全体像をまとめる
ト一一一

5回 症例情報を整理し、全体像をまとめる

6回 症例情報を整理し、全体像をまとめる
症例情報の整理と理解

7回 症例情報を整理し、全体像をまとめる

B回 症例情報を整理し、全体像をまとめる

190 回回
症例情報から理学療法評価項目立案

lCFによるまとめ

11回 ゴール、プログラム立案

12回 発表準備・まとめ 個別の検討・発表資料作成

13回 発表 まとめた内容を発表

14回 発表 まとめた内容を発表

15回 症倒解説、フィードパック 症例について解説、演習についてよかった点や今後の課題を整理する

成績評価
授業内発表・ 50児

レポート:50児 受講上のJレール情意点
授業中は私語を謹んで授業に集中する。
グループワーク課題は積極的に行う。

課題やレポートに関するフィードパック

フィードパックは全体に行う。

書名 著書名 出版社名

教科書 なし

参考書

オフィスアワー
授業時間以外で質問のある場合には、事前にメーJレで予約をしてください。

Mail: o-kinoshita@nichireha.acj 



理学療法学科 夜 間 部

科 目 地域理学療法学 単位・時間数 2単位・ 30日寺間

担当講師 下村周平、臼杵寛、高林 礼子 学 年 3年生 前期

資格
下実臼村例杵 実務経験14年柿年義が((病病をら院、 通所、 訪問、 予防事業等)の経験を踏まえ、

実を、交実実実例えながら 行院う.
実績経験

務経験交21 、老盟、適所、訪問、予防事業等)の経験を踏
まえ をえなが講義を行う。

理学療法士 高林 務例経験25年が間ら(病義院、、特韮、油所、訪問等)の経験を踏まえ
て、 を交えな i揮を行う.

この授業では地域包括支て援学体び制に帰属ごすとるリハビリテーションについて学ぶ。なかでも、理

位授置業づのけ
学療法分野の役割につい 、環境す に求められる理学療法の役割をその特徴を理解し、
説明できるようになることを目的すと る。

幅広い環境で理学療求法を実践 るために、チームアブローチを理解し、その規範に基づき行
動するための理解がめられる。

到達目標
1 地域リハビリテーションについて理務ア解をプ理しロ説明することができる
2 その中での理 法士の役割や実 解し説明することができる
3 地域の中での学多療職種連携やチームア ーチを理解し説明することができる

授業形態 講義・演習

成績評価 レポート課題 100克
畳諮上のルール・留意

出習には秘極的に参加すること
点

課題やレポートに関するフィードパック

i直宜、個人及び全体に実施。

著書名 問

教科書

参考書 適宜紹介

オフィスアワー 主白高主血且t波渡揖整ヲ来民調間前主後後義及足おぴUJ三んびとA士=とlJdMレ[MEktsuhts凹atmkバabgFanuycmahse阿h昨a割h陥h貧血。哩比hJp肉aj a日zqdcρJi21 



理学療法学科 夜間部

科 目 生活環境学 単位・時間数 2単位・ 30時間

担当講師 望月 彬也 学 年 3年生 前期

資格 医療機関 15年 有限会社望月彬也リハデザイン:20年
実績経験 の実務経験を活かし、授業に取り入れていく E

理学療法士

位授置業づのけ
私たちの生活に密着した広範囲な視点から理学療法学を考えることで、日々の暮らしに役立つ
理学療法士を教育していく。

到達目標 日常生活活境動のー解要素である生活環境を住宅及び福祉用具の視点から再考し、新しい分野であ
る生活環学を理できる。

授業形態 講義及び演習 対面授業

授業計画

回数 項目

1回 障害と生活環境

2回 制度下における福祉用具

3回 起居動作とベッド

4回 祷癒を防ぐ

56 回回 移乗を助ける福祉用具

78 回回 移動を助ける福祉用具

190 回回 車いすについて

11回 排池と福祉用具

12回 高齢者と衣服

13回 制度下における住宅改修

l 11 45 回回 住宅改修実例検討

成績評価 レポート

講義内容

ADL、APDLと生活環境

介護保険と福祉用具

ベッドの種類と使い方

祷搭予防用具について

移乗動作と移乗用具

リフトについて

杖・歩行器・歩行車・シルバーカー

靴と足の障害

車いすの種類・選び方

車いすの介助

排地用具の使い方

障害と衣服

介護保険と住宅改修

住宅改修の考え方

受講上のルール・留意点
授業時間数の 3分の lを超えて欠席した者に
は単位を与えない

課題やレポートに関するフィードパック

害名 著者名・出版社

監修加島守
参考文献 自立支援のための福祉用具ハンドブック

{公財)東R都高財齢団者研究・福祉振興

オフィスアワー 授業中



科 目

担当講師

実績経験

位授置業づのけ

到達目標

授業形態

授業計画

理学療法学科 夜間部

臨床実習 単位・時間数 自単位・ 360時間

理学療法学科教員 学年 3年生 後期

資格
総ス合病保健院所(急性教期育機・回世な期ど) ・クリニック 君臨施設・特韮・前問・ディサービ

関 に従事しています.

理学療法士

学内で学んできたととを医療象・介描抱・稿祉の実習題施設において、症倒を担当し、理学て時適法で取り担う主な疾グ患
と障害の評価を過して、対者のえている同点、の抽出を実施し、対象者にとっ 切となる治療プロ ラ

ムの作、成評が価で項きるg

その際 自の拍出法や問題点に対する解釈・統合について、根拠を持って指導者に説明がで古る。

対医野l4政説町実機者の習関結の指や抱果導介かえ者謎るらへ解施問適設題釈切統内にな対で合報笑しし告習評、・価生問連項題と絡点目してのに相対の抽設立す出を場がる行でをゴし自覚しながら学ぶことができる。きる。
ール、 成ができる。
し患者治・療利プ用ロ者グにラ対ムしのて作適切な態度で接することができ

る。

2選検択査した評価項目を適切な方法で、患連の付者作 ・利用統者の状態を管理しながら評でき国を実施できる.
3 測定の結果と対車者療のプ動ロ作グを関 成けて 合解釈し、ゴール設定が る。
4対価導畠者結に必要となる治す ラム ができる
5評指 果をわかりや く指導者や患者・利用修者に説明善ができる。その際疑問・質問に対し対応できる.
6 者からの指導に対し謙虚に受け取り、 正と改 ができる。

臨床実習

理学療法の評価実習では、評価に関する検査測定の知識、技術を実習指導者の下
で、担当症例に対し、一連の評価項目の抽出(カルテからの情報収集、問題点の考
察、検査測定からの統合と解釈に基づく問題点の摘出)を通して、臨床問題解決能
力と実践能力を実施する。

l実習前学習・評価実習で必要な知識技術の定着を図る。
① PBL学習において症例に対する問題解決能力を学習する。
② OSCEによって技術の能力を評価する。

1評価実習(全国の医療施設・介護施設で実施する)
11患者・利用者に適切な検査測定の選択し評価を実施する。
引他部部門から患者・利用者に必要な情報収集を実施する.
31評価および情報収集から得られたデータをもとに統合と解釈ができる。
41得られたデータを整理・記録し、ゴール設定を実施する。
51対象者に必要となる治療プログラムの作成ができる。

(その際、実習指導者へ説明し、アドバイスをもらうことができる)
4実習地での報告会や学内発表で自身が経験・体験した内容について報告を行う。
5.臨床実習1I (総合臨床実習)に向けて担当教員からフィードパックを受け、次の

実習につなげる

臨床実習地の総合的評価 I I 臨床実習地での遅刻・早退・欠席は認めない。
実習後の学内発去を総合的|畳講上のJレール・留意点| 実習指導者に対し、報告・述絡・相談は必ず行う
評価する。 I I 感染対捕に対して、施設の規則に準じて行動する

課題やレポート1:関する7ィードパッ?

実習地での課題やレポートのフィードパックは実習地で実施する。
実習終了後、担当教員からもフィードパックを実施する。

者名 著書名 出版社名

教科書 臨床実習手引き 学校の資料

重参考書

オフィスアワー 各実習担当教員・担怪



理学療法学科 夜 間 部

科 日 専門基礎医学演習 単位・時間数 4単位・ 60時間

担当講師 外来講師 学 年 4年生後期

資格

実績経験
長年医療現場で臨床と教育に携わってとられた医師、理学療法士から講義を実施し
ます。

専門基礎医学演習 Iでは、今まで修学した内容を振り返る。

位授置業づのけ
1.今まで修学した科目を振り返り、知識および技術の習得を目指す。

この授業で習得した学習方法をPBLやOSCEに活用する。

到達目標 今まで修学した知識と技術を再確認し、習得できる

授業形態 講義・演習 併用授業

授業計画

回数 項目 講義内容

基礎医学 解剖学・生理学・運動学

基礎医学 解剖学・生理学・運動学

基礎医学 解剖学・生理学・運動学

基礎医学 解剖学・生理学・運動学

基礎医学 解剖学・生理学・運動学

臨床医学 整形外科 中枢神経疾患・精神医学・心理学など

1回
臨床医学 整形外科・中枢神経疾患・精神医学・心理学など

臨床医学 整形外科・中枢神経疾患・精神医学・心理学など
~ 

30回
臨床医学 整形外科・中枢神経疾患・精神医学・心理学など

臨床医学 整形外科・中枢神経疾患・精神医学・心理学など

理学療法 理学療法の評価と技術

理学療法 理学療法の評価と技術

理学療法 理学療法の評価と技術

理学療法 理学療法の評価と技術

理学療法 理学療法の評価と技術

成績評価
定期試験，筆記試験100%

受講上のJレール留意点
グループワークがメインとなるため他者に迷惑を
かげないことを常に心がけること

課題やレポートに関するフィードパック

レポート課題は、授業中全体に対しフィードパックし、レポートは個別に対応する。

書名 著書名 出版社名

教科書

参考書

オフィスアワー 授業時間以外で質問のある場合には、事前にメールで予約をしてください。
Mail: o-kinoshita@nichireha.acjp 



4学科 夜間部

科 目 義肢装具学 E 単位・時間数 l単位・ 30日寺間

担当講師 木下修 石垣 栄司 学年 4年生 後期

資格
義理特学韮肢装療・具法訪士士問として4ー1l年年ピ、 製総・作合探病世目適所院合判急教定性育期機に従関・事回は置大して期学)い・ました園と 3 、 ( ・クリニ ク・老健施設・

実績経験 ・デしてィサ ス ・ 大学院などッに従事していま
理義肢学療法士 (31年) した.

装具士 (41年)

…厳の臨持検…前醐2彼2幅此習E …会 呼即時叫ん棚田るい名欄雌になる。また、 でも担当できる機は少ない。そのため、学内での学習で な用語

位授置業づのけ
など苦 を になっている.
講義で解手法は意、へ評価解識つ剖 、身近な医学的知識から導入し、運動学で学んだ動作分析やアライメントを理解して義
足の理 な をする。
理学療評'idliと 実施すべき項目や義足の柿造の学習を開設する。

到達目標

基礎疾患を理多・解構織した上で、切断知と義肢の基礎知識を学習する。
の概念 造などの基礎識と疾患の治療の流れを理問罪する.

義治肢療場而の 化に対応できるように応用する能力をつける。

授業形態 実習座対学(弾面・性講包義帯)

授業計画

回数 項目 講義内容

l回 義肢学総論 歴史・概念・義肢の構造

23 回回
下肢切断・離断の総論

各論義 足
義足の特徴

4回
大腿義足

ソケットの構造・機能

5回 ソケットのアフイメント

6回 ソケットの構造・機能
下腿義足

7回 ソケットのアライメント

8回 膝義足 ソケットの構造・機能・アライメント

9回 股義足 ソケットの構造・機能・アライメント

10回 特殊義足 スポーツ義足の構造・機能

11回 上肢切断・離断総論
ト一一一 各論.義手
12回 義手の特徴、電動義手、

13回 下肢切断の理学療法 トレーニング法・応用動作治療

14回 下肢切断の支給体制 医療保険・障害者総合支援法(身体障害者福祉法)

15回 実習 弾性包帯・義足の組み立て

レポート・課題の提出
(内容は授業で行ったものを レポート・税題は、疾患や動作分析についての課題

成績評価 まとめる。) 受講上田ルール・留意点
提レ出ポートの課題sは、 l課題に対し 500文字以上学期末試験

課題やレポートに関するフィードパック

課題は全体にフィードパックします。また、必要であれば個別に対応します.

書名 著書名 出版社名

教科書 理学療法テキスト 詞肢学 石川朗 中山書庖

参考書 義肢装具のチェックポイント 日本整形外科学会 医学書院 l

オフィスアワー 事前にメール予約で対応しますの



理学療法学科 夜間自

科 目 総合演習N A~D 単位・時間数 4単 位 ・ 120時間

担当講師 夜間部教員 学 年 4年 通年

資格

実績経験 総合病院所(急・性教期育機・回世期) ・クリニック・老健施設・特養・訪問・ディサーピ
ス・保健 関

理学療法士

授業の
とれまでの学習を振り返り、評価、治療に必要となる知識・技術の向上を実施する。

位置づけ

到達目標
臨床実習を振り返り、適切な検査グ項ラ目の選択や検査結果の統合と解釈。
問題点の抽出から具体的なプロ ムの作成と実施.

授業形態 座学・実技・演習

授業計画

回数 項目 講義内容

1回
評価実習の復讐

グループディスカッション

~ 総合症実例習検の討準備
評価・治療実技の練習60回

国家試験対策

課題レポート
受講上のJレール・留意点 実グ技ルでーは、ふさわしい服感装成績評価

発表 プワークでは、 染対策に留意し行動する

課題やレポートに関するフィードパック

課題レポートに対し、各自のレポートを個別にフィードパックする。

書名 著書名 出版社名

教科書

参考書

オフィスアワー
授業時間以外で質問のある場合には、事前にメールで予約をしてください。

Mail: o-kinoshita@nichireha.acjp 



理学療法学科 夜間部

科 目 臨床実習 II-A 単位・時間数 8単位・360時間

担当講師 理学療法学科教員 学 年 4年生

資格

実績経験 実務として、総合病院(急性期・回世期)・クリニック 老健施設特養訪問・
理学療法士 00-40) ディサービス・保健所・教育機関

臨床実習Eは、医療福祉実の施設での検査測定実施習と治療実習を過して診療チ ムの 員として診療に害加し、器本
的なリハビリテーション 施能力、理学療法実能力を修得する白

授業の
l 急性、期在宅リハビリテーション、回世期リハビリテーション、地峨(老人保慌施設、通所施設て)修得リハすビリテーショ

位置づけ ン (訪問)リハビリテーション由実阪を経験し、その意義修得、~，~性と役割につい る。
2 全人的リハビリテ ションを実施する際に必要な知識と技術を する.

今までの臨床実習上(早げ期て見き学た実コ習ミ・l年次、見学実習:I・2年次、検査測定実習:2年次、臨床実習
1 : 3年次)で積み ュニケーション能力、理学療法検査能力をもとに、指導者の指
示のもと基本的理学療法が実施できることを目標とする。

①g③理医状基学療況本療法土としての礼儀・礼節・接遇が体現でき、基本的なルールを遵守する乙とができる。
安全についての基本事項を理解し、実践することができる。
に応じて、必要なタイミングで指導者やスタッフに連絡・報告・相談ができる。
的な理学療法実践能力
(患者・スタッフ等とのコミュニケーション、医療面接、理学療法、多職種連携)を修得す

る。

④縫¢理機学療法で必要なカルテ記載、情報提供書や申し送り書に触れ、実際に体験する。
療の現場におけるカンファレンスに参加し、報告できる。
報の入手法(論文検索)、適否の判断、診療への応用について、指導者と検証する。
会があれば、学会や講習会、講演会等に参加する。

到達目標

授業形態| 臨地実習

臨床実習地の総合的評価 I I 臨床実習地での遅刻・早退・欠席は認めない.
成績評価| 実習後の学内発表を総合的|受講上のJレール・留意点| 実習指導者に対し、報告・連絡・相談は必ず行う

評価する。 I I 感染対策に対して、施設の規則に準じて行動する

課題やレポートに関するフィードパック

実習地での課題やレポートのフィードパックは実習地で実施する。
実習終了後、担当教員からもフィードパックを実施する。

書名

教科書 臨床実習の手引き

参考書

オフィスアワー 各実習担当教員・担任

著書名 出版社名

学校の資料



理学療法学科 夜 間 部

科 目 臨床実習 II-B 単位・時間数 B単位・ 360時間

担当講師 理学療法学科教員 学 年 4年生

資格

実績経験 実デ務ィとして、総合病院(急性期・回直期) ・クリニック・老健施設田特韮回訪問・

理学療法士
サービス田保他所田教育機関

臨床実習Eは、医療・福祉の施設での検査測法定実実施習能と治を療悼実得す習を泊して語療チームの一員として帯療に参加し.基本
的なリハビリテーション実施能力、理学療法 力 る。

位授置業づのけ
1.語、性期在宅リハビリテーション、四世期リハビリテーション、地域(老人保健施設、通所施設)リハビリテーショ

ン、 (訪問)リハピリテーションの実際を経験し、その意義、必聾性と投割について修得する。
2 全人的リハピリテーションを実施する際に必袈な知識と技術を修得する。
3. m後の臨床実習として積極的行動し、専門職として相応しい態度・コミュニケーションで臨むこと。

これで3めも年ののと次臨基臨)床本床で実実的積習理習み学と上(早療しげ期法てて見が、き学実評た価実施コ習でのミ検き:ュ査lる年ニと・次ケ測とー、定を見シお目学ョ標よ実ンびと能習患す力者る、1 . 2年次、 検査測定実習 : 2年次、 臨床実習理学療法検査能力をもとに、指導者の指
示の
まと 臨実習 実評価施 像に対する評価を適切に実践し、問題点や
患者情報から統合・解釈することによって問題点を抽出し，理学療法プログラムの立案および実施
を学習する。

安全についての 事項を理解し、実践することができる。
に応じて、必要実なタイミングで指導者やスタッフに連絡・報告・相談ができる。
的な理学療法践能力:
者・スタッフ等とのコミュニケーション、医療面接、理学療法、多職種連携)を修得する。
療法で必要なカルテ記載、情報提供書や申し送り書に触れ、実際に体験する。
の現場におけるカンファレンスに参加し、報告できる。
の入手法(論会文検や索)、適否の判断、診療への応用について、指導者と検証する。
があれば、学 講習会、講演会等に参加する固

到達目標

授業形態 臨地実習

う
る

。
行
す

い
ず
動

な
必
行

め
は
て

認
談
じ

は
相
準

府
・
に

欠
絡
則

・
述
規

退
・
の

早
告
設

.
報
施

制
問
、

遅
し
て

の
対
し

で
に
対

地
者
に

習
導
策

実
指
対

床
習
染

臨
実
感

点意留レL
V
 

ーの上肱
山畳的

~

価
合

評
総

的
を

合
表

総
発

の
内

地
学
。

習
の
る

実
後
す

床
習
価

臨
実
評

課題やレポートに関するフィードパック

実習地での課題やレポートの7ィ-1"パックは実習地で実施する。
実習終了後、担当教員からも7ィ-1"パックを実施する。

書名 著書名 出版社名

教科書 臨床実習手引き 学校の資料

参考書

オフィスアワー 各実習担当教員・担任


